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LoCARNet /RZ &DUERQ $VLD 5HVHDUFK 1HWZRUN 低炭素アジア研究ネットワーク

MoC 0HPRUDQGXP RI &RRSHUDWLRQ 協力覚書

MONRE 0LQLVWU\ RI 1DWXUDO 5HVRXUFHV DQG (QYLURQPHQW 天然資源・環境省

MRV 0HDVXUH� 5HSRUW DQG 9HUL¿FDWLRQ 計測・報告・検証

NAMA 1DWLRQDOO\ $SSURSULDWH 0LWLJDWLRQ $FWLRQ 国としての適切な緩和行動

NESDB
1DWLRQDO (FRQRPLF DQG 6RFLDO 'HYHORSPHQW 
%RDUG

国家経済社会開発委員会

NESDP
1DWLRQDO (FRQRPLF DQG 6RFLDO 'HYHORSPHQW 
Plan

国家経済社会開発計画

NIES 1DWLRQDO ,QVWLWXWH IRU (QYLURQPHQWDO 6WXGLHV 国立環境研究所

NMT 1DWLRQDO 0XQLFLSDOLW\ /HDJXH RI TKDLODQG タイ国地方自治体協会

OAE OI¿FH RI $JULFXOWXUDO (FRQRPLFV 農業協同組合省農業経済局

OECC
OYHUVHDV (QYLURQPHQWDO &RRSHUDWLRQ &HQWHU� 
-DSDQ

海外環境協力センター

OECD
OUJDQL]DWLRQ IRU (FRQRPLF &R�RSHUDWLRQ DQG 
'HYHORSPHQW

経済協力開発機構

ONEP
OI¿FH RI 1DWXUDO 5HVRXUFHV DQG (QYLURQPHQW 
3ROLF\ DQG 3ODQQLQJ

天然資源環境政策・計画局
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TNA TUDLQLQJ 1HHGV $VVHVVPHQW 研修ニーズ評価

TTT TUDLQ�WKH�WUDLQHUV 指導者育成研修



１－１　協力の背景と概要

近年、東南アジア諸国連合（Association of Southeast Asian Nations：ASEAN）開発途上国（イ

ンドネシア、カンボジア、ラオス、マレーシア、ミャンマー、フィリピン、タイ及びベトナム）

は急速な経済成長を遂げているが、気候変動の影響に対する脆弱性が高く、気候変動対策（適

応策・緩和策）を効果的に実施するための能力強化に対するニーズが高い。タイ国家温室効果

ガス管理機構（TKDLODQG GUHHQKRXVH GDV 0DQDJHPHQW OUJDQL]DWLRQ：TGO）は ASEAN 諸国を対象

とした「気候変動緩和と低炭素社会」と題する地域会合を 2011 年 8 月に開催し、ASEAN 諸国

において気候変動対策を進めるうえでの共通課題について協議を行った。その結果、ASEAN 諸

国における共通支援ニーズに基づく、ワンストップ研修センターとしての気候変動国際研修セ

ンター（&OLPDWH &KDQJH ,QWHUQDWLRQDO THFKQLFDO DQG TUDLQLQJ &HQWHU：CITC）の重要性が確認された。

このような背景により、タイ王国（以下、「タイ」と記す）のみならず他の ASEAN 諸国の気

候変動の緩和 / 適応に関する人材育成を行うため、タイは CITC 設立の支援をわが国に要請した。

これを受け、本プロジェクトは、2013 年 6 月から 2016 年 5 月までの 3 年間で実施しているも

のであり、今次調査団は、協力期間の終了を 4 カ月後に控えた段階で、案件の終了時評価を行う。

１－２　協力内容

（1）上位目標

気候変動国際研修センター（CITC）が ASEAN 地域の気候変動研修センターとして認知され、

ネットワーキングの基盤（プラットフォーム）として機能する。

（2）プロジェクト目標

タイ国内及び ASEAN 開発途上国のニーズに合致した研修プログラムが開発され、TGO の

気候変動国際研修センター（CITC）のフォーカルポイントとしての能力が強化される。

（3）成　果

成果 1：TGO と関係機関の協力を通じて CITC 設立の準備がなされる。

成果 2：TGO とタイの関係機関によって緩和 / 適応に関する研修が実施される。

１．案件の概要

国名：タイ王国 案件名： 東南アジア地域気候変動緩和・適応能力強化

プロジェクト

分野：環境管理－地球温暖化 援助形態：技術協力プロジェクト

所轄部署：地球環境部 協力金額：約 3.3 億円

協力期間 （R/D）：2012 年 12 月 21 日

2013 年 6 月 1 日～

2016 年 5 月 31 日（3 年間）

先方関係機関：タイ国家温室効果ガス管理機構（TGO）

日本側協力機関：（株）オリエンタルコンサルタンツグ

ローバル、パシフィックコンサルタンツ（株）、（公財）

地球環境戦略研究機関（IGES）

他の関連協力：なし

評価調査結果要約表
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成果 3：緩和 / 適応に関する研修プログラムが ASEAN 諸国のなかで共有される。

（4）投入（評価時点）

日本側：総投入額約 3.3 億円

・  日本人専門家：2013 年 7 月から長期専門家 1 名、短期専門家 9 名が派遣されている。短期

専門家の日本及びタイでの業務の合計は 53.6MM（2015 年 10 月末まで）。短期専門家の担

当分野：①総括 / 気候変動対策、②低炭素開発 1、③低炭素開発 2/ 緩和策 2/ 研修計画 3、
④温室効果ガス（GUHHQKRXVH GDV：GHG）インベントリ、⑤適応策 / 緩和策 1、⑥研修計画 1、
⑦研修計画 2/ 研修マネジメント 2、⑧業務調整 / 研修マネジメント 1、⑨ビジネスプラン作

成

・ 投入実績機材供与：調達金額合計 29 万 ����� バーツ（約 102 万 ����� 円 1
）/ スキャナー 1 台、

ノート PC2 台、LCD プロジェクター 1 台、電子白板 1 台、VDC レコーダー 1 台、テレビ

モニター 2 台

・ 本邦研修：終了時評価時点で 3 回実施され、延べ 27 名が参加した。

・ 現地活動費：����� 万 ����� バーツ（約 ����� 万 ����� 円）（運営費用、謝金、旅費、会議費等）

タイ側：

・ カウンターパート（&RXQWHUSDUW：C/P）配置：19 名〔プロジェクト・ディレクター 1 名、プ

ロジェクト・マネジャー 1 名、C/P 職員 17 名、うち能力開発・アウトリーチオフィス（以下、

「CB チーム」）正規職員 6 名〕が配置されている。

・ ローカルコスト負担：2013 年 10 月から 2015 年 9 月までの TGO 及び CITC の予算執行額は、

TGO が 2 億 ����� 万 909 バーツ（約 8 億 ����� 万円）、CITC が ����� 万 91 バーツ（約 �����
万円）となっている。

２．評価調査団の概要

調査者 担当分野 氏　名 所　属

日本側 団　長 池上  宇啓 独立行政法人国際協力機構 地球環境部

気候変動対策室兼環境管理グループ　企画役

気候変動対策 川西  正人 独立行政法人国際協力機構 国際協力専門員

協力企画 古川  真理子 独立行政法人国際協力機構 地球環境部

環境管理 第一チーム

評価分析 岡野　鉄平 株式会社アイコンズ コンサルタント

タイ側 0U� 3LFKLWSDQ 6DWDFKDQGUD タイ国際開発協力機構 開発協力員

調査期間：2016 年 1 月 4 日～ 1 月 15 日 評価種類：終了時評価調査

1
　 1 バーツ＝ 3.432 円（JICA 統制レート 2015 年 12 月）
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３－１　実績の確認

（1）投入・活動実績

プロジェクト活動はプラン・オブ・オペレーション（3ODQ RI OSHUDWLRQ：PO）に沿って実

施されており、プロジェクト・デザイン・マトリックス（3URMHFW 'HVLJQ 0DWUL[：PDM）に

おいて計画された成果 1 から成果 3 に係る活動はおおむね完了している。成果 1 に関して、

CITC の組織図、活動計画、戦略、サービス内容はプロジェクトの支援の下で作成された

CITC の文書に記載されている。2015 年 2 月に開催された合同調整委員会（-RLQW &RRUGLQDWLQJ 
&RPPLWWHH：JCC）においては、CITC の 5 カ年活動計画である最新版のビジネスプランが承

認された。また、四つのクラスターの研修カリキュラムが作成され、CITC のウェブサイトが

一般公開されている 。また、成果 2 については、緩和、適応に関する研修が実施され、延べ

426 名が研修に参加した。また、指導者育成研修（TUDLQ�WKH�WUDLQHUV：TTT）には延べ 107 名

が参加している。一方、C/P の能力強化においても、研修管理に係る技術と知識の着実な向

上が確認された。成果 3 に関しては、ASEAN 向けの三つのコースにおいて、研修ニーズ評価、

カリキュラム作成、教材準備が実施された。また、ASEAN 向けのワークショップがこれまで

に 2 回開催されている。

（2）成果の達成状況

成果 1：TGO と関係機関の協力を通じて CITC 設立の準備がなされる。

成果 1 の指標 1-1、1-2 は終了時評価時点で達成されており、指標 1-3 はプロジェクト終了

時までに達成される見込みである。指標 1-1 については、CITC の組織図、活動計画、戦略、

サービス内容、収益計画が CITC の 5 カ年計画である CITC ビジネスプラン（2015 年～ 2019 年）

に記載されており、指標は達成されている。また、指標 1-2 については、CITC のウェブサイ

トが一般公開され、情報伝達及び知識共有の手段として活用されていることから、知識プラッ

トフォームの構築がプロジェクトの計画どおりに実施されたと判断できるが、ウェブサイト

のコンテンツは今後もさらに充実されていく予定である。一方、指標 1-3 については表－６

にまとめたとおり、研修教材、もしくはプレゼンテーション資料が七つのコースについて作

成済みであり、ASEAN 関係者向けの三つのコースについて作成中である。これらの研修教材

は 2016 年 2 月までに完了する予定となっている。

成果 2：TGO とタイの関係機関によって緩和 / 適応に関する研修が実施される。

成果 2 に設定された二つの指標は終了時評価時点で既に達成されている。指標 2-1 につい

ては、四つの研修コースの受講者のうち、特に優秀な人材を対象に TTT を実施し、合計 107
名の研修指導員候補が育成された。各コースの指導員の内訳は、GHG インベントリ管理コー

スでは 19 名、低炭素でレジリエントな社会開発コースでは 33 名、気候変動経済コースでは

13 名、緩和メカニズムでは 42 名である。これにより、十分な人数の研修指導員候補者が育成

されたと考えられる。また、指標 2-2 については、プロジェクトの直接的な支援によって実

施された「低炭素でレジリエントな社会開発コース」において、プロジェクトが質問調査を行っ

た結果、受講者の 70％が研修の質に満足した（80％以上の評価点）と回答しており、指標の

数値目標を達成していると判断できる。

３．評価結果の概要
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成果 3：緩和 / 適応に関する研修プログラムが ASEAN 諸国のなかで共有される。

指標 3-1 は、プロジェクト終了時までに達成される見込みである。ASEAN 関係者向けのワー

クショップの第 1 回目が 2014 年 5 月 8 日～ 9 日に、第 2 回目が 2015 年 6 月 22 日～ 24 日に

実施された。第 3 回目のワークショップは 2016 年 3 月に実施される予定である。また、プロ

ジェクトは ASEAN 関係者向けの研修を 2016 年 2 月～ 3 月に実施する計画となっている。

（3）プロジェクト目標の達成状況

プロジェクト目標：

タイ国内及び ASEAN 開発途上国のニーズに合致した研修プログラムが開発され、TGO の気

候変動国際研修センター（CITC）のフォーカルポイントとしての能力が強化される。

プロジェクト目標として設定されている CITC のフォーカルポイントとしての能力強化の

ためにはさらなる向上の余地があるものの、TGO の強いオーナーシップと積極的なプロジェ

クト活動への参加により、既に達成されていると考えられる。

指標 1）について、CITC のための研修管理、ロジスティクス、ナレッジスシステムのた

めの仕組みが、プロジェクトの支援の下で既に構築されている。各研修の準備段階におい

ては、セミナー、ワークショップ、質問票調査を通じた研修ニーズ評価（TUDLQLQJ 1HHGV 
$VVHVVPHQW：TNA）が実施され、それらの結果が CITC、タイ外部専門家によるカリキュラム

策定と研修教材準備に活用された。カリキュラムと教材については、ピアレビュー会議によ

る内容の研究も行われている。研修管理の一連のプロセスに係るモデルが確立されており、

必要な情報、文書や書式、運営管理ツール、データベース等が CITC の内部に蓄積されてい

る。同時に、CB チーム職員の能力についても研修実施の各過程での積極的な関与を促すこと

によって、着実に向上している。

指標 2）については、国際機関、研究機関、大学など、気候変動に関連する国内外の関係

機関とのネットワーク構築が大きく進展した。TGO 職員と JICA 専門家は気候変動関連の国

際会議やタイ国内外における二国間会合に積極的に参加し、ネットワーク強化のための取り

組みを継続的に実施している。ASEAN 関係者向けの研修を継続的に実施していくうえでは、

ASEAN 諸国の関連機関とのさらなるネットワーク強化に向けた取り組みが依然として重要で

あると考えられる。

（4）上位目標の達成状況

上位目標：

気候変動国際研修センター（CITC）が ASEAN 地域の気候変動研修センターとして認知され、

ネットワーキングの基盤（プラットフォーム）として機能する。

CITC により ASEAN 向け研修やセミナーが継続的に実施されれば、プロジェクト終了後 3
年から 5 年以内に、上位目標が達成される見込みは十分にあると考えられる。ただし CITC
の研修管理能力については、さらなる向上の余地があり、今後も能力強化に向けた取り組み

を継続的に実施していくことが求められる。プロジェクトの支援の下、タイ国内向けの研修

実施のための仕組みとネットワークが構築されたが、気候変動の世界的な潮流に適時に対応

するための CITC の能力は、さらなる向上が求められる。また、CITC は、実施した研修のモ

ニタリング・評価を通じたサービス品質の向上と参加者の満足度の向上への取り組みを重要
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視しており、ASEAN 諸国のそれぞれのニーズに合致した研修を提供する努力は、今後より一

層積極的に取り組まれる見込みである。

３－２　評価結果の要約

（1）妥当性：非常に高い

本プロジェクトは、タイの気候変動緩和・適応に関する関係者の能力強化を目的として

いる。プロジェクトの内容とアプローチは、タイの国家政策、開発ニーズと合致しており、

ASEAN 地域の開発方針、わが国の対タイ協力方針とも整合していることから、プロジェクト

の妥当性は「非常に高い」と評価した。

（2）有効性：高い

プロジェクトが目標とする CITC の能力強化は、成果 1 から成果 3 の達成により、当初プ

ロジェクトが計画していた水準で達成されている。国際的な潮流に合わせたカリキュラム開

発や、ASEAN 諸国を対象とした研修の実施に関する CITC 職員の能力はさらなる向上の余地

があるものの、プロジェクト目標の指標は既に達成されており、プロジェクトによる支援の

成果が十分に確認されたことから、有効性は「高い」と評価した。

（3）効率性：中程度

日本側投入（専門家派遣、機材の提供、本邦研修の実施、プロジェクト活動費）、タイ側投入（C/
P 職員の配置、専門家執務室の提供、プロジェクト活動費）ともに、おおむね適切に実施され、

各成果の達成に貢献した。しかしながら、タイ側関係者の一部からは日本人専門家の派遣タ

イミングについて改善の指摘がなされた。また、タイ側が配置した C/P 職員のうち、直接プ

ロジェクト活動に参加した職員数が限られたことが、技術移転の効率性を高めるうえでの課

題として挙げられる。上記のとおり、日本側、タイ側双方の人員配置において、改善すべき

課題がみられたことから効率性は「中程度」と評価した。

（4）インパクト：高い

CITC が ASEAN 向けの研修を継続的に実施し、CB チーム職員が国際的な研修の経験を蓄

積していくことで、CITC の「ASEAN 諸国を対象とした研修センター」としての役割が広域

に認知されることが期待される。上位目標の見込みが十分にあると考えられるため、インパ

クトは「高い」と評価した。

（5）持続性：高い

プロジェクト終了後にも十分な人材配置と予算配分が求められ、また C/P の継続的な能力

強化に対する取り組みが必要となるが、プロジェクトは既存の国家政策や地域政策と整合し

ており、C/P の強いオーナーシップの下で積極的な活動の展開が継続されることが見込まれ

るため、持続性は「高い」と評価した。

３－３　効果発現に貢献した要因

タイ側の強力なオーナーシップがプロジェクトの円滑な実施に貢献している。TGOはプロジェ
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クト活動以外でも、研修施設の改修、広報・PR 資料の作成、グッズ等のデザインと印刷、国内

のワークショップ開催に係る諸経費、タイ国外のイベントへの参加、ネットワーキング活動に

係る諸経費、e ラーニング構築、一部研修教材作成等などの予算を確保しており、CITC の活動

に係るオーナーシップは非常に高いといえる。

３－４　問題点及び問題を惹起した要因

人材配置と能力開発は技術協力の最も重要な投入の一つであるが、本プロジェクトの直接的

な C/P である CB チームの職員数は限られており、プロジェクト活動実施のうえでの制約要因

となった。

３－５　結　論

本プロジェクトは、タイ国内、及び ASEAN 諸国関係者のニーズに応じた CITC のフォーカ

ルポイントとしての TGO の能力強化をめざすものである。プロジェクト、タイの国家政策、地

域政策、及び日本政府の援助方針に沿ったものであり、プロジェクトの妥当性は「非常に高い」

と評価される。また、CITC のフォーカルポイントとしての TGO の能力強化については、プロ

ジェクト目標が達成されているものの、さらなる継続的な改善の余地があるため有効性は「高い」

と判断された。一方、プロジェクトへの投入、特に人材配置に関していくつかの課題が観察さ

れたため、効率性は「中程度」と評価される。C/P の継続的な努力により上位目標の達成が十

分に見込まれることからプロジェクトのインパクトは「高い」と評価された。持続性については、

十分な人や予算配分と C/P の継続的な能力強化が必要ではあるものの、プロジェクトは既存の

政策と整合しており、タイ側による継続的な活動の展開が期待されることから「高い」と判断

された。

３－６　提　言

（1）CB チーム職員のさらなる能力強化

C/P はプロジェクト終了後も ASEAN 諸国向けの研修コース実施を含め、研修実施活動をさ

らに拡大させることについて高い意欲をもっている。今後、タイや ASEAN 諸国の研修ニー

ズを調査し、研修コースの具体的な計画に反映し、適正な予算や人材配置の下で研修を実施

することを計画している。以上の実現に向けた CB チーム職員のさらなる能力強化のために、

以下の提言を行った。

①　 気候変動分野の国際的潮流に沿った新たな研修課題に対応した研修カリキュラムを開

発する。

②　 社会経済的状況や環境の多様性を考慮した研修ニーズ評価を含めた ASEAN 諸国向け

の研修管理について、さらなる能力向上を図る。

③　 研修コースのモニタリングと評価によって、研修の質と研修員の満足度向上を図る。

（2）ネットワークのさらなる拡大

ネットワーキングのプラットフォームとしての役割を強化するため、継続的にタイ国内外

のさまざまな関係機関とのネットワークを拡大することが強く推奨される。
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３－７　教　訓

2010 年から 2012 年にかけて実施した「タイ王国温室効果ガスの削減に係る組織能力強化プ

ロジェクト」は、2007 年に新設された TGO と JICA の協力関係の下で実施された。同プロジェ

クトに引き続いて、2013 年 6 月より東南アジア地域における気候変動緩和と適応の能力開発を

目的とした本プロジェクトが実施されている。C/P である TGO は、これら二つのフェーズを

通じて、気候変動に関するダイナミックな環境下での幅広い関係者の多様なニーズに対応を続

けており、それにより着実に発展を遂げてきている。本プロジェクトは、C/P の強い意志と、

JICA 専門家の尽力や専門性により、TGO と関係者の能力向上に多大な貢献をしてきた。

これらは、JICA の技術支援の下、C/P のリーダーシップ、とりわけ継続的な能力向上に向け

た高い志と、品質保証と顧客満足へのこだわりによって、C/P のビジョンとミッションの大部

分が具現化された事例といえる。このような、技術支援の実施における定性的属性の重要性が

本調査において確認されている。C/P 機関の哲学と特性は、能力開発に向けた協力計画の策定

と事業実施を検討するうえで重要な要素の一つであり、他の類似案件にも適用可能な教訓であ

る。
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1-1  Background of the Project
TKH GHYHORSLQJ FRXQWULHV LQ 6RXWKHDVW $VLD 5HJLRQ� QDPHO\ &DPERGLD� ,QGRQHVLD� /DR 3'5� 0DOD\VLD� 

0\DQPDU� 3KLOLSSLQHV� TKDLODQG DQG 9LHWQDP �$VVRFLDWLRQ RI 6RXWK�(DVW $VLDQ 1DWLRQV� $6($1 GHYHORSLQJ 
FRXQWULHV�� IDFH FKDOOHQJHV RI FOLPDWH FKDQJH� 'HVSLWH WKHLU UDSLG HFRQRPLF JURZWK� $6($1 GHYHORSLQJ 
FRXQWULHV VWLOO VLJQL¿FDQWO\ UHTXLUH FDSDFLW\ GHYHORSPHQW DQG DVVLVWDQFH WR DGGUHVV FOLPDWH FKDQJH DQG 
LPSOHPHQW UHODWHG DFWLYLWLHV HIIHFWLYHO\ DQG LQ D WLPHO\ PDQQHU� 5HFRJQL]LQJ WKH QHHG WR IXUWKHU GHYHORS 
FDSDFLW\ RI TKDLODQG DQG $6($1 GHYHORSLQJ FRXQWULHV WR FROOHFWLYHO\ DGGUHVV FOLPDWH FKDQJH DW WKH 
UHJLRQDO DQG LQWHUQDWLRQDO OHYHOV� TGO SURSRVHG WR HVWDEOLVK WKH &OLPDWH &KDQJH ,QWHUQDWLRQDO THFKQLFDO 
DQG TUDLQLQJ &HQWHU �&,T&� IRU FDSDFLW\ GHYHORSPHQW RQ FOLPDWH FKDQJH DV D ³RQH VWRS WUDLQLQJ FHQWHU´ IRU 
$6($1 DQG RWKHU LQWHUHVWHG FRXQWULHV� TKH SURSRVDO DQG LWV LPSRUWDQFH ZHUH GLVFXVVHG DQG DFNQRZOHGJHG 
DPRQJ UHSUHVHQWDWLYHV RI $6($1 GHYHORSLQJ FRXQWULHV DW WKH ³$6($1 0HHWLQJ RQ GUHHQKRXVH GDV �G+G� 
0LWLJDWLRQ DQG /RZ &DUERQ 6RFLHW\ �/&6�´ LQ $XJXVW ���� LQ TKDLODQG�

:LWK WKLV EDFNJURXQG� TKDLODQG UHTXHVWHG -DSDQ IRU WHFKQLFDO DVVLVWDQFH WR HQKDQFH &,T& LQ RUGHU IRU WKH 
FDSDFLW\ GHYHORSPHQW RQ FOLPDWH FKDQJH PLWLJDWLRQ�DGDSWDWLRQ QRW RQO\ IRU TKDLODQG EXW DOVR IRU RWKHU $6($1 
DQG WKH 3URMHFW IRU &DSDFLW\ 'HYHORSPHQW RQ &OLPDWH &KDQJH 0LWLJDWLRQ � $GDSWDWLRQ LQ WKH 6RXWKHDVW $VLD 
5HJLRQ �KHUHLQDIWHU UHIHUUHG WR DV ³WKH 3URMHFW´� ZDV ODXQFKHG LQ -XQH ����� &RQVLGHULQJ WKH IDFW WKDW WKH 
3URMHFW LV WR EH FRPSOHWHG LQ 0D\ ����� -DSDQ ,QWHUQDWLRQDO &RRSHUDWLRQ $JHQF\ �-,&$� GLVSDWFKHG D WHUPLQDO 
HYDOXDWLRQ WHDP DQG FRQGXFWHG WKH WHUPLQDO HYDOXDWLRQ VXUYH\ IURP � WR �� -DQXDU\ �����

1-2  Project Overview
(1) Overall Goal: 

TKH &OLPDWH &KDQJH ,QWHUQDWLRQDO THFKQLFDO DQG TUDLQLQJ &HQWHU �&,T&� LV DFNQRZOHGJHG DV D WUDLQLQJ 
FHQWHU RI FOLPDWH FKDQJH LQ WKH $6($1 UHJLRQ DQG IXQFWLRQ DV QHWZRUNLQJ SODWIRUP�

(2) Project Purpose: 
&DSDFLWLHV RI TGO DV IRFDO SRLQW RI &,T& DUH HQKDQFHG ZLWK SURJUDPV LQ UHVSRQVH WR WKH QHHGV RI 

VWDNHKROGHUV LQ TKDLODQG DQG $6($1 GHYHORSLQJ FRXQWLHV�

Summary of the Results of the Evaluation Survey

1. Outline of the Project

Country: TKH .LQJGRP RI TKDLODQG Project Title: TKH 3URMHFW IRU &DSDFLW\ 'HYHORSPHQW RQ &OLPDWH 
&KDQJH 0LWLJDWLRQ � $GDSWDWLRQ LQ WKH 6RXWKHDVW $VLD 5HJLRQ

Issue Sector :Environmental 
Management- Global Warming

Cooperation Scheme: THFKQLFDO &RRSHUDWLRQ

Division in Charge: 
GOREDO HQYLURQPHQW 'HSDUWPHQW

Total Cost:  $SSUR[LPDWHO\ ��� 0LOOLRQ -DSDQHVH <HQ 

Period of Cooperation:
�5�'�� � -XQH ���� WR �� 0D\ ����

Partner Country’s Implementing Organization :
TKDLODQG GUHHQKRXVH GDV 0DQDJHPHQW OUJDQL]DWLRQ �TGO�
Implementing Organization : OULHQWDO &RQVXOWDQW GOREDO� 3DFL¿F 
&RQVXOWDQWV &R��/T'�� ,QVWLWXWH IRU GOREDO (QYLURQPHQWDO 6WUDWHJLHV
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(3) Outputs:
OXWSXW �� &,T& LV SUHSDUHG IRU HVWDEOLVKPHQW WKURXJK FROODERUDWLRQ DPRQJ TGO DQG UHOHYDQW RUJDQL]DWLRQV�
OXWSXW �� TUDLQLQJV RI 0LWLJDWLRQ� $GDSWDWLRQ DUH FRQGXFWHG E\ TGO DQG TKDL VWDNHKROGHUV�
OXWSXW �� &DSDFLW\ GHYHORSPHQW SURJUDP RQ 0LWLJDWLRQ� $GDSWDWLRQ DUH VKDUHG DPRQJ $6($1 FRXQWULHV�

(4) Input (As of the terminal evaluation)
-DSDQHVH 6LGH 
TRWDO EXGJHW � $SSUR[LPDWHO\ ��� PLOOLRQ -DSDQHVH <HQ
�  -DSDQHVH ([SHUWV� ��� /RQJ�WHUP ([SHUW KDV EHHQ GLVSDWFKHG VLQFH -XO\ ���� DQG � 6KRUW�WHUP ([SHUWV 

KDYH EHHQ GLVSDWFKHG �LQ WRWDO ���� 00 DV RI WKH HQG RI OFWREHU ������ TKH H[SHUWLVH RI WKH VKRUW 
WHUP H[SHUWV DUH THDP /HDGHU�&OLPDWH &KDQJH 3ROLF\� /RZ &DUERQ 'HYHORSPHQW �� /RZ &DUERQ 
'HYHORSPHQW �� 0LWLJDWLRQ 0HDVXUHV �� &XUULFXOXP 'HYHORSPHQW �� G+G ,QYHQWRU\� $GDSWDWLRQ 
0HDVXUHV � 0LWLJDWLRQ 0HDVXUHV �� &XUULFXOXP 'HYHORSPHQW �� TUDLQLQJ 0DQDJHPHQW � � &XUULFXOXP 
'HYHORSPHQW �� $GPLQLVWUDWRU � TUDLQLQJ 0DQDJHPHQW �� %XVLQHVV 3ODQ 

�  3URMHFW RSHUDWLRQDO FRVW� ,Q WRWDO ���������� T+% �$SSUR[LPDWHO\ ���������� -3< � $V RI WKH HQG RI 
'HFHPEHU ���� �

�  (TXLSPHQW� ������� T+% �$SSUR[LPDWHO\ ��������� -3< � $V RI WKH HQG RI 'HFHPEHU ����� IRU 
6FDQQHU � SF� 1RWHERRN 3& � SFV� /&' 3URMHFWRU �SF� (OHFWULF DFWLYH ERDUG � SF� 9'& 5HFRUGHU �SF� 
T9 0RQLWRU � SFV�

�  TUDLQLQJ LQ -DSDQ� TKH WRWDO QXPEHU RI WKH FRXQWHUSDUW SHUVRQQHO KDYLQJ SDUWLFLSDWHG LQ WUDLQLQJ LQ -DSDQ 
LV �� SHUVRQV�

TKDL 6LGH
�  &RXQWHUSDUWV��� SHUVRQV �TKH 3URMHFW 'LUHFWRU� WKH 3URMHFW 0DQDJHU DQG �� FRXQWHUSDUW SHUVRQQHO� RI 

ZKLFK PDLQO\ � &,T& SHUVRQQHO KDYH EHHQ DVVLJQHG IRU WKH 3URMHFW
�  /RFDO FRVW�%XGJHWV IRU TGO DQG &,T& �DPRXQW DV DFWXDOO\ VSHQW� IURP OFWREHU ���� WR 6HSWHPEHU ���� 

DUH ����������� T+% �$SSUR[LPDWHO\ ����������� -3<� IRU TGO DQG ���������� T+% �$SSUR[LPDWHO\ 
���������� -3<� IRU &,T&�

2. Evaluation Team

Members Designation 1DPH OUJDQL]DWLRQ
-DSDQHVH 
6LGH

0U� TDNDKLUR ,NHQRXH /HDGHU $FWLQJ 'LUHFWRU� OI¿FH IRU &OLPDWH &KDQJH 
DQG (QYLURQPHQWDO 0DQDJHPHQW GURXS� 
GOREDO (QYLURQPHQW 'HSDUWPHQW� -,&$ 

'U� 0DVDWR .DZDQLVKL &OLPDWH &KDQJH 6HQLRU $GYLVRU� -,&$

0V� 0DULNR )XUXNDZD Evaluation Planning (QYLURQPHQWDO 0DQDJHPHQW THDP �� GOREDO 
(QYLURQPHQW 'HSDUWPHQW� -,&$

0U� THSSHL ONDQR Evaluation Analysis &RQVXOWDQW� ,FRQV ,QF�

TKDL 6LGH 0U� 3LFKLWSDQ 6DWDFKDQGUD
'HYHORSPHQW &RRSHUDWLRQ OI¿FHU� TKDLODQG ,QWHUQDWLRQDO 
&RRSHUDWLRQ $JHQF\ �T,&$�

Period of evaluation: � -DQXDU\ ���� WR �� -DQXDU\ ���� Type of Evaluation : THUPLQDO (YDOXDWLRQ

1
　 THB 1 ＝ -3< ����� � -,&$ 5DWH� 'HFHPEHU ����
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3-1  Verification of Achievement
(1) Progress of Activities

TKH DFWLYLWLHV KDYH EHHQ FRQGXFWHG DFFRUGLQJ WR WKH 3O� DQG PRVW RI WKH DFWLYLWLHV UHODWHG WR OXWSXWV � 
WR � KDYH EHHQ FDUULHG RXW DQG FRPSOHWHG DV SODQQHG LQ WKH 3'0� $V WR WKH OXWSXW �� WKH VWUXFWXUH RI WKH 
&,T&� DFWLRQ SODQ� VWUDWHJ\� VHUYLFH FRQWHQWV DUH VWLSXODWHG LQ WKH GRFXPHQW GHYHORSHG E\ WKH 3URMHFW� TUDLQLQJ 
FXUULFXOXPV IRU � FOXVWHUV KDYH EHHQ GHYHORSHG DQG D ZHEVLWH RI WKH &,T& ZDV DOVR ODXQFKHG DV D SODWIRUP 
IRU LQIRUPDWLRQ GLVVHPLQDWLRQ DQG NQRZOHGJH VKDULQJ� 5HJDUGLQJ WKH OXWSXW �� WUDLQLQJ RI 0LWLJDWLRQ � 
$GDSWDWLRQ KDV EHHQ FRQGXFWHG� DQG LQ WRWDO ��� SHRSOH SDUWLFLSDWHG� ZKLOH ��� WUDLQHUV KDYH EHHQ WUDLQHG E\ 
WKH TUDLQ�WKH�TUDLQHUV �TTT�� TKH &DSDFLW\ %XLOGLQJ DQG OXWUHDFK OI¿FH KDV EHHQ LQYROYHG LQ WKH SURFHVV RI 
SUHSDUDWLRQ� LPSOHPHQWDWLRQ DQG HYDOXDWLRQ RI WKH WUDLQLQJ DQG WKHLU VNLOOV DQG NQRZOHGJH KDYH EHHQ LPSURYHG 
WKURXJK WKH SURFHVV� $ERXW WKH OXWSXW �� TUDLQLQJ 1HHGV $VVHVVPHQW �T1$�� FXUULFXOXP GHYHORSPHQW DQG 
WUDLQLQJ PDWHULDO SUHSDUDWLRQ KDYH EHHQ LQLWLDWHG IRU � WUDLQLQJ FRXUVHV IRU $6($1 FRXQWULHV� TKH WUDLQLQJ ZLOO 
EH FRQGXFWHG LQ )HEUXDU\ DQG 0DUFK �����

(2) Level of the achievement of Outputs
Output 1: CITC is prepared for establishment through collaboration among TGO and relevant 
organizations

,QGLFDWRUV ��� DQG ��� RI WKH OXWSXW � KDYH EHHQ DFKLHYHG E\ WKH WLPH RI WHUPLQDO HYDOXDWLRQ� DQG ,QGLFDWRU 
��� LV H[SHFWHG WR EH DFKLHYHG E\ WKH HQG RI WKH 3URMHFW� 5HJDUGLQJ ,QGLFDWRU ���� WKH VWUXFWXUH RI &,T&� 
DFWLRQ SODQ� VWUDWHJ\� VHUYLFH FRQWHQWV DQG SUR¿W SODQQLQJ DUH VWDWHG LQ WKH &,T& EXVLQHVV SODQ� � \HDUV SODQ 
����� ± ������ ,QGLFDWRU ��� KDV EHHQ DFKLHYHG VLQFH D ZHEVLWH RI &,T& ZDV ODXQFKHG E\ TGO IRU WKH SXEOLF 
DV DQ LQIRUPDWLRQ GLVVHPLQDWLRQ WRRO� TKH FRQWHQWV RI WKH ZHEVLWH DUH H[SHFWHG WR EH LPSURYHG IXUWKHU� $V 
WR ,QGLFDWRU ���� WUDLQLQJ PDWHULDO DQG�RU WKH SUHVHQWDWLRQ GRFXPHQW DUH GHYHORSHG IRU � FRXUVHV� DQG XQGHU 
UHYLVLRQ IRU � FRXUVHV� 

Output 2: Trainings of Mitigation/ Adaptation are conducted by TGO and Thai stakeholders.
%RWK ,QGLFDWRUV KDYH EHHQ DFKLHYHG E\ WKH WLPH RI WKH WHUPLQDO HYDOXDWLRQ� &RQFHUQLQJ WKH ,QGLFDWRU ���� 

��� WUDLQHUV KDV EHHQ WUDLQHG E\ TTT IRU � FRXUVHV� �� WUDLQHUV IRU G+G ,QYHQWRU\ 0DQDJHPHQW FRXUVH� 
�� WUDLQHUV IRU /RZ &DUERQ DQG 5HVLOLHQW 6RFLHW\ 'HYHORSPHQW FRXUVH� �� WUDLQHUV IRU &OLPDWH &KDQJH 
(FRQRPLFV FRXUVH DQG �� WUDLQHUV IRU 0LWLJDWLRQ 0HFKDQLVP FRXUVH� TKURXJK WKH LPSOHPHQWDWLRQ RI TTT� D 
VXI¿FLHQW QXPEHU RI FDQGLGDWH WUDLQHUV KDYH EHHQ GHYHORSHG� $V IRU WKH ,QGLFDWRU ���� D OHYHO RI VDWLVIDFWLRQ RI 
WKH WUDLQHHV IRU /RZ &DUERQ DQG 5HVLOLHQW 6RFLHW\ 'HYHORSPHQW� ZKLFK ZDV LPSOHPHQWHG XQGHU WKH DVVLVWDQFH 
E\ WKH 3URMHFW� LV KLJK HQRXJK WR DFKLHYH WKH WDUJHW QXPEHU� 

Output 3: Capacity development program on Mitigation/ Adaptation are shared among ASEAN 
countries.

,QGLFDWRU ��� LV H[SHFWHG WR EH DFKLHYHG DW WKH WLPH RI WHUPLQDO HYDOXDWLRQ� :RUNVKRSV IRU $6($1 
VWDNHKROGHU ZHUH KHOG LQ � WR � 0D\ ���� ��VW :RUNVKRS� DQG �� WR �� -XQH ���� ��QG :RUNVKRS�� TKH �UG 
:RUNVKRS ZLOO EH KHOG LQ 0DUFK ����� TKH 3URMHFW DOVR SODQV WR SURYLGH WUDLQLQJ IRU $6($1 VWDNHKROGHU LQ 
)HEUXDU\ DQG 0DUFK ����� 

3. Results of Evaluation
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(3) Level of the achievement of Project Purpose
Project Purpose: Capacities of TGO as focal point of CITC are enhanced with programs in response to 
the needs of stakeholders in Thailand and ASEAN developing counties.

TKH HQKDQFHPHQW RI WKH FDSDFLWLHV RI TGO DV IRFDO SRLQW RI &,T&� DV LQGLFDWHG LQ WKH 3URMHFW SXUSRVH� KDV 
EHHQ DFKLHYHG� ZLWK URRP IRU IXUWKHU FRQWLQXRXV LPSURYHPHQW� ZLWK VWURQJ RZQHUVKLS DQG DFWLYH LQYROYHPHQW� 

$V WR ,QGLFDWRU ��� WKH V\VWHP RI WUDLQLQJ PDQDJHPHQW� NQRZOHGJH DQG ORJLVWLFV DUH HVWDEOLVKHG E\ WKH 
DVVLVWDQFH RI WKH 3URMHFW� ,Q WKH SUHSDUDWLRQ VWDJH RI WUDLQLQJ� T1$ LV FDUULHG RXW WKURXJK VHPLQDUV� ZRUNVKRSV 
RU TXHVWLRQQDLUH VXUYH\V� &XUULFXOXP DQG WUDLQLQJ PDWHULDOV DUH GHYHORSHG E\ WKH &,T& DQG�RU H[WHUQDO H[SHUWV 
RQ WKH EDVLV RI WKH QHHGV DVVHVVPHQW� 3HHU UHYLHZ IRU WKH FXUULFXOXP LV DOVR FRQGXFWHG� TKH PRGHO RI WKH ZKROH 
SURFHVV RI WKH WUDLQLQJ PDQDJHPHQW LV HVWDEOLVKHG� TKH QHFHVVDU\ LQIRUPDWLRQ� GRFXPHQWV� PDQDJHPHQW WRROV� 
IRUPDW DQG GDWDEDVH DUH DFFXPXODWHG LQ WKH &,T&� TKH FDSDFLW\ RI WKH &,T& VWDII KDV DOVR EHHQ LPSURYHG 
WKURXJK WKH DFWLYH LQYROYHPHQW LQ WKH SURFHVV RI WUDLQLQJ LPSOHPHQWDWLRQ�

)RU WKH DWWDLQPHQW RI ,QGLFDWRU ��� QHWZRUNLQJ DPRQJ FRQFHUQHG ERGLHV� VXFK DV QDWLRQDO� LQWHUQDWLRQDO 
RUJDQL]DWLRQV� UHVHDUFK LQVWLWXWHV DQG XQLYHUVLWLHV� KDV EHHQ LQ JUHDW SURJUHVV IRU WKH LPSOHPHQWDWLRQ RI 
WUDLQLQJ� TGO DQG -,&$ H[SHUWV DWWHQGHG FRQIHUHQFHV RQ FOLPDWH FKDQJH DQG ELODWHUDO PHHWLQJV LQ�RXWVLGH RI 
TKDLODQG WR VWUHQJWKHQ WKH QHWZRUN� 

(4) Level of the achievement of Overall Goal
Overall Goal: The Climate Change International Technical and Training Center (CITC) is acknowledged 
as a training center of climate change in the ASEAN region and function as networking platform.

1HFHVVDU\ DQG LPSRUWDQW VWHSV DUH EHLQJ WDNHQ E\ WKH &,T& ZLWK D SRVLWLYH SURVSHFW IRU ,QGLFDWRU �� WR EH 
DFKLHYHG VHYHUDO \HDUV DIWHU WKH FRPSOHWLRQ RI WKH 3URMHFW LI WKH &,T& FRQWLQXHV UHJLRQDO WUDLQLQJ DQG VHPLQDUV 
IRU $6($1 FRXQWULHV� $V PHQWLRQHG LQ WKH SUHYLRXV VHFWLRQ� UHJDUGLQJ WKH FDSDFLW\ RI WKH &,T&� WKHUH LV 
URRP IRU IXUWKHU FRQWLQXRXV LPSURYHPHQW WR FDUU\ RXW WUDLQLQJ IRU $6($1 VWDNHKROGHUV� 6\VWHPV IRU WUDLQLQJ 
PDQDJHPHQW DQG IRXQGDWLRQ RI QHWZRUN KDYH EHHQ HVWDEOLVKHG IRU ERWK LQ DQG RXWVLGH RI TKDLODQG� +RZHYHU� LW 
LV FKDOOHQJLQJ WR PHHW WKH G\QDPLF DQG HYROYLQJ QHHGV FRQFHUQLQJ FOLPDWH FKDQJH� ,Q DGGLWLRQ� WKH &,T& KDV 
QRW DFFXPXODWHG HQRXJK H[SHULHQFHV RQ WKH SUHSDUDWLRQ DQG LPSOHPHQWDWLRQ RI WUDLQLQJ LQ UHVSRQVH WR YDULRXV 
QHHGV RI $6($1 VWDNHKROGHUV� :LWK WKH VXSSRUW RI WKH 3URMHFW� WKH &,T& JLYHV HPSKDVLV WR TXDOLW\ DVVXUDQFH 
DQG FXVWRPHU VDWLVIDFWLRQ IRU PRQLWRULQJ DQG HYDOXDWLRQ IRU WUDLQLQJ FRXUVHV� DQG LW ZLOO EH FRQWLQXHG ZLWK 
HYHQ PRUH HIIRUWV WR PHHW WKH GLVWLQFWLYH QHHGV RI WKH UHVSHFWLYH $6($1 FRXQWULHV� 

3-2  Summary of Evaluation Results
(1) Relevance : Very High

TKH 3URMHFW LV LQWHQGHG WR GHYHORS WKH FDSDFLW\ RQ 0LWLJDWLRQ � $GDSWDWLRQ IRU FOLPDWH FKDQJH LQ WKH 
6RXWKHDVW $VLD 5HJLRQ� TKH 3URMHFW LV KLJKO\ FRQVLVWHQW ZLWK WKH QDWLRQDO SROLF\ DQG GHYHORSPHQW QHHGV RI 
TKDLODQG� TKH 3URMHFW LV DOVR FRQVLVWHQW ZLWK WKH UHJLRQDO SROLF\ DQG -DSDQ
V FRRSHUDWLRQ SROLF\ IRU TKDLODQG� 
TKXV WKH UHOHYDQFH RI WKH 3URMHFW LV HYDOXDWHG DV ³9HU\ +LJK´�

(2) Effectiveness : High
TKH HQKDQFHPHQW RI WKH FDSDFLW\ RI TGO DV IRFDO SRLQW RI &,T&� DV LQGLFDWHG LQ WKH 3URMHFW SXUSRVH� KDYH 

EHHQ DFKLHYHG E\ WKH DWWDLQLQJ RI OXWSXW � WR OXWSXW � DW D OHYHO WKDW WKH SURMHFW KDG EHHQ RULJLQDOO\ SODQQHG� 
$OWKRXJK WKHUH LV URRP IRU IXUWKHU FRQWLQXRXV LPSURYHPHQW LQ WKH FDSDFLW\ RI &,T& VWDII RQ WKH GHYHORSPHQW 
RI FXUULFXOXP WR PHHW WKH LQWHUQDWLRQDO WUHQGV DQG WKH LPSOHPHQWDWLRQ RI WUDLQLQJ SURJUDPV IRU DQG $6($1 
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FRXQWULHV� WKH ,QGLFDWRUV RI WKH 3URMHFW 3XUSRVH KDYH DOUHDG\ EHHQ DFKLHYHG� TKHUHIRUH WKH HI¿FDF\ RI WKH 
3URMHFW LV HYDOXDWHG DV ³+LJK´�

(3) Efficiency : Fair
)RU WKH DFKLHYHPHQW RI RXWSXWV� WKH LQSXWV E\ -DSDQHVH VLGH �([SHUWV� (TXLSPHQW� TUDLQLQJ LQ -DSDQ DQG 

/RFDO FRVW� DQG TKDL VLGHV �&RXQWHUSDUWV� /RFDO FRVW� IDFLOLW\ DQG HTXLSPHQW� DUH JHQHUDOO\ DGHTXDWH� +RZHYHU� 
IXUWKHU HIIRUW ZDV VXJJHVWHG E\ TKDL VLGH WR VHW WKH WLPLQJ RI WKH GLVSDWFK RI -,&$ H[SHUWV LQ D PRUH DGHTXDWH 
PDQQHU� $OVR WKH QXPEHU RI &�3 VWDII RI WKH &DSDFLW\ %XLOGLQJ DQG OXWUHDFK OI¿FH LV OLPLWHG DQG LW ZDV 
GHHPHG DV D LQKLELWLQJ IDFWRU RQ WKH HIIHFWLYH WHFKQRORJ\ WUDQVIHU� 6LQFH WKHUH ZHUH VRPH LVVXH WR EH RYHUFRPH 
RQ WKH KXPDQ UHVRXUFH DOORFDWLRQ� WKH HIIHFWLYHQHVV RI WKH 3URMHFW LV HYDOXDWHG DV ³)DLU´�

(4) Impact : High
)XUWKHU DFFXPXODWLRQ RI H[SHULHQFHV RI WKH LPSOHPHQWDWLRQ RI WUDLQLQJ LV H[SHFWHG WR HQKDQFH WKH IXQFWLRQ 

DQG UHFRJQLWLRQ RI WKH &,T& DV D WUDLQLQJ FHQWHU RQ FOLPDWH FKDQJH LQ WKH $6($1 UHJLRQ� 6LQFH WKH SURVSHFW 
IRU WKH DFKLHYHPHQW RI WKH OYHUDOO GRDO LV KLJK ZLWK WKH FRQWLQXRXV LPSOHPHQWDWLRQ E\ WKH &,T& RI UHJLRQDO 
WUDLQLQJ DQG VHPLQDUV IRU $6($1 FRXQWULHV� WKH ,PSDFW RI WKH 3URMHFW LV HYDOXDWHG DV ³+LJK´�

(5) Sustainability : High
$OWKRXJK VXI¿FLHQW KXPDQ UHVRXUFHV DOORFDWLRQ DQG EXGJHW DOORFDWLRQ DUH UHTXLUHG HYHQ DIWHU WKH FRPSOHWLRQ 

RI WKH SURMHFW DQG IXUWKHU HIIRUWV DUH UHTXLUHG IRU FRQWLQXHG FDSDFLW\ EXLOGLQJ RI WKH &�3� WKH SURMHFW LV FRQVLVWHQW 
ZLWK WKH H[LVWLQJ QDWLRQDO SROLFLHV DQG UHJLRQDO SROLF\ DQG &,T& LV H[SHFWHG WR FRQWLQXH WKHLU DFWLYLWLHV XQGHU 
WKH VWURQJ RZQHUVKLS� TKXV WKH 6XVWDLQDELOLW\ RI WKH 3URMHFW LV HYDOXDWHG DV ³+LJK´�

(6) Conclusion
TKH 3URMHFW KDV EHHQ FDUULHG RXW LQ TKDLODQG IRU WKH SXUSRVH RI HQKDQFLQJ FDSDFLW\ RI TGO DV IRFDO SRLQW 

RI &,T& LQ UHVSRQVH WR WKH QHHGV RI VWDNHKROGHUV LQ TKDLODQG DQG $6($1 GHYHORSLQJ FRXQWULHV� TKH UHOHYDQFH 
RI WKH 3URMHFW LV HYDOXDWHG WR EH YHU\ KLJK� VLQFH WKH 3URMHFW LV KLJKO\ FRQVLVWHQW ZLWK WKH TKDL QDWLRQDO SROLF\� 
WKH UHJLRQDO SROLF\� DQG WKH DVVLVWDQFH SROLF\ RI -DSDQHVH GRYHUQPHQW� TKH HIIHFWLYHQHVV LV UDWHG WR EH KLJK 
EHFDXVH WKH HQKDQFHPHQW RI FDSDFLW\ RI TGO DV IRFDO SRLQW RI &,T&� DV LQGLFDWHG LQ WKH 3URMHFW SXUSRVH� 
KDV EHHQ DFKLHYHG� ZLWK URRP IRU IXUWKHU FRQWLQXRXV LPSURYHPHQW� TKH HI¿FLHQF\ RI WKH 3URMHFW LV UDWHG WR 
EH IDLU EHFDXVH WKHUH ZHUH VRPH LVVXHV WR EH RYHUFRPH UHJDUGLQJ LQSXW RI KXPDQ UHVRXUFH WR WKH 3URMHFW� 
TKH LPSDFW RI WKH 3URMHFW LV FRQVLGHUHG WR EH KLJK� JLYHQ WKH KLJK SURVSHFW RQ DFKLHYHPHQW RI WKH LQGLFDWRU 
IRU RYHUDOO JRDO� ³5HJLRQDO WUDLQLQJV DQG VHPLQDUV UHVSRQGLQJ WR WKH QHHGV RI $6($1 GHYHORSLQJ FRXQWULHV 
DUH VXVWDLQDEO\ FRQGXFWHG E\ WKH &,T&´� TKH VXVWDLQDELOLW\ RI WKH 3URMHFW LV UDWHG WR EH KLJK EHFDXVH WKH 
3URMHFW KDV DOUHDG\ EHHQ DOLJQHG ZLWK WKH H[LVWLQJ SROLFLHV� ZKLOH IRU WKH ¿QDQFLDO� WHFKQLFDO DQG RUJDQL]DWLRQDO 
DVSHFWV RI VXVWDLQDELOLW\� DGHTXDWH KXPDQ DQG ¿QDQFLDO UHVRXUFH DOORFDWLRQ DQG FRQWLQXRXV FDSDFLW\ EXLOGLQJ 
RI &�3 DUH UHTXLUHG�

3-3  Contributing Factors
6WURQJ RZQHUVKLS RI WKH TKDL VLGH IRU &,T& VKRXOG EH QRWHG� %XGJHW KDV EHHQ VHFXUHG IRU UHQRYDWLQJ 

WKH WUDLQLQJ IDFLOLWLHV ZLWKLQ WKH TGO� SUHSDULQJ SXEOLFLW\ DQG 35 PDWHULDOV� GHVLJQLQJ DQG SULQWLQJ RI 35 
JRRGV� KROGLQJ ZRUNVKRSV� DWWHQGLQJ HYHQWV RXWVLGH TKDLODQG� HQJDJLQJ LQ QHWZRUNLQJ DFWLYLWLHV� FRQ¿JXULQJ 
H�OHDUQLQJ V\VWHP� GHYHORSLQJ WUDLQLQJ PDWHULDOV DQG VR RQ� 
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3-4  Constraining Factors
:KLOH KXPDQ UHVRXUFHV SODQQLQJ DQG GHYHORSPHQW DUH RQH RI WKH PRVW LPSRUWDQW LQSXWV WR WHFKQLFDO 

FRRSHUDWLRQ� WKH QXPEHU RI VWDII RI WKH &DSDFLW\ %XLOGLQJ DQG OXWUHDFK OI¿FH LV OLPLWHG� 

3-5  Conclusion
TKH 3URMHFW KDV EHHQ FDUULHG RXW LQ TKDLODQG IRU WKH SXUSRVH RI HQKDQFLQJ FDSDFLW\ RI TGO DV IRFDO SRLQW 

RI &,T& LQ UHVSRQVH WR WKH QHHGV RI VWDNHKROGHUV LQ TKDLODQG DQG $6($1 GHYHORSLQJ FRXQWULHV� TKH UHOHYDQFH 
RI WKH 3URMHFW LV HYDOXDWHG WR EH YHU\ KLJK� VLQFH WKH 3URMHFW LV KLJKO\ FRQVLVWHQW ZLWK WKH TKDL QDWLRQDO SROLF\� 
WKH UHJLRQDO SROLF\� DQG WKH DVVLVWDQFH SROLF\ RI -DSDQHVH GRYHUQPHQW� TKH HIIHFWLYHQHVV LV UDWHG WR EH KLJK 
EHFDXVH WKH HQKDQFHPHQW RI FDSDFLW\ RI TGO DV IRFDO SRLQW RI &,T&� DV LQGLFDWHG LQ WKH 3URMHFW SXUSRVH� 
KDV EHHQ DFKLHYHG� ZLWK URRP IRU IXUWKHU FRQWLQXRXV LPSURYHPHQW� TKH HI¿FLHQF\ RI WKH 3URMHFW LV UDWHG WR 
EH IDLU EHFDXVH WKHUH ZHUH VRPH LVVXHV WR EH RYHUFRPH UHJDUGLQJ LQSXW RI KXPDQ UHVRXUFH WR WKH 3URMHFW� 
TKH LPSDFW RI WKH 3URMHFW LV FRQVLGHUHG WR EH KLJK� JLYHQ WKH KLJK SURVSHFW RQ DFKLHYHPHQW RI WKH LQGLFDWRU 
IRU RYHUDOO JRDO� ³5HJLRQDO WUDLQLQJV DQG VHPLQDUV UHVSRQGLQJ WR WKH QHHGV RI $6($1 GHYHORSLQJ FRXQWULHV 
DUH VXVWDLQDEO\ FRQGXFWHG E\ WKH &,T&´� TKH VXVWDLQDELOLW\ RI WKH 3URMHFW LV UDWHG WR EH KLJK EHFDXVH WKH 
3URMHFW KDV DOUHDG\ EHHQ DOLJQHG ZLWK WKH H[LVWLQJ SROLFLHV� ZKLOH IRU WKH ¿QDQFLDO� WHFKQLFDO DQG RUJDQL]DWLRQDO 
DVSHFWV RI VXVWDLQDELOLW\� DGHTXDWH KXPDQ DQG ¿QDQFLDO UHVRXUFH DOORFDWLRQ DQG FRQWLQXRXV FDSDFLW\ EXLOGLQJ 
RI &�3 DUH UHTXLUHG� 

3-6  Recommendations
(1) Further Capacity Development of CITC Staff on Specific Issues

TKDL VLGH KDV VWURQJ ZLOOLQJQHVV WR H[SDQG &,T&¶V WUDLQLQJ DFWLYLWLHV LQFOXGLQJ WUDLQLQJ FRXUVHV IRU 
$6($1 FRXQWULHV HYHQ DIWHU WKH FRPSOHWLRQ RI WKH 3URMHFW� TKH\ DUH SODQQLQJ WR IRUPXODWH FRQFUHWH SODQ RI 
IXWXUH WUDLQLQJ FRXUVHV EDVHG RQ FDUHIXO H[DPLQDWLRQ RI JURZLQJ WUDLQLQJ QHHGV ERWK LQ TKDLODQG DQG $6($1 
FRXQWULHV� DQG WR LPSOHPHQW WKHVH WUDLQLQJ FRXUVHV ZLWK DSSURSULDWHO\ DOORFDWHG VWDII DQG EXGJHW�

)RU REWDLQLQJ JUHDWHU RXWSXW IURP IXWXUH WUDLQLQJ FRXUVHV DV DERYH�PHQWLRQHG� IXUWKHU FDSDFLW\ GHYHORSPHQW 
RI &,T& VWDII IRU GHDOLQJ ZLWK LVVXHV OLVWHG EHORZ LV UHFRPPHQGHG�

�� 'HYHORSPHQW RI WUDLQLQJ FXUULFXOXP E\ SURDFWLYHO\ UHVSRQGLQJ WR QHZO\ HPHUJLQJ WUDLQLQJ QHHGV LQ 
DVVRFLDWLRQ ZLWK LQWHUQDWLRQDO WUHQG RI FOLPDWH FKDQJH LVVXHV�
�� )XUWKHU LPSURYHPHQW LQ PDQDJLQJ WUDLQLQJ FRXUVHV IRU $6($1 FRXQWULHV� LQFOXGLQJ WUDLQLQJ QHHGV 
DVVHVVPHQW ZLWK FRQVLGHUDWLRQ WR GLYHUVLW\ RI VRFLR�HFRQRPLF DQG HQYLURQPHQWDO FRQGLWLRQV RI $6($1 
FRXQWULHV�
�� 4XDOLW\ DVVXUDQFH DQG FXVWRPHU VDWLVIDFWLRQ IRU PRQLWRULQJ DQG HYDOXDWLRQ RI WUDLQLQJ FRXUVHV�

(2) Further Expansion of Network
,W LV KLJKO\ UHFRPPHQGHG WKDW WKH &,T& ZLOO FRQWLQXRXVO\ H[SDQG LWV QHWZRUN ZLWK YDULRXV FRQFHUQHG 

RUJDQL]DWLRQV LQ�RXWVLGH RI TKDLODQG LQ RUGHU WR VWUHQJWKHQ LWV IXQFWLRQ DV QHWZRUNLQJ SODWIRUP�

3-7  Lessons learned
TGO ZDV QHZO\ HVWDEOLVKHG LQ ����� DQG WKH ³3URMHFW IRU &DSDFLW\ 'HYHORSPHQW DQG ,QVWLWXWLRQDO 

6WUHQJWKHQLQJ IRU G+G 0LWLJDWLRQ LQ WKH .LQJGRP RI TKDLODQG´ ZDV FRQGXFWHG XQGHU WKH FRRSHUDWLRQ EHWZHHQ 
TGO DQG -,&$ IURP ���� WR ����� TKLV ZDV IROORZHG E\ WKH FXUUHQW 3URMHFW� ZKLFK KDV EHHQ LPSOHPHQWHG 
VLQFH ���� ZLWK WKH DLP RI FDSDFLW\ GHYHORSPHQW RI FOLPDWH FKDQJH 0LWLJDWLRQ DQG $GDSWDWLRQ LQ WKH 6RXWKHDVW 
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$VLD UHJLRQ� TKURXJKRXW WKHVH WZR SKDVHV RI FRRSHUDWLRQ� TGO KDV EHHQ PDNLQJ VROLG SURJUHVV E\ UHVSRQGLQJ 
WR WKH HYROYLQJ QHHGV RI LWV ZLGH UDQJH RI VWDNHKROGHUV XQGHU WKH G\QDPLF FLUFXPVWDQFHV RI WKH JOREDO DQG 
QDWLRQDO DJHQGD RQ FOLPDWH FKDQJH� :LWK WKH VWURQJ ZLOOLQJQHVV RI WKH &�3 WR OHDUQ� LQ FRPELQDWLRQ RI WKH 
GHGLFDWLRQ DQG H[SHUWLVH RI -,&$ H[SHUWV� WKH WHFKQLFDO FRRSHUDWLRQ KDV PDGH VLJQL¿FDQW FRQWULEXWLRQV WR WKH 
HQKDQFHPHQW RI WKH FDSDFLWLHV RI TGO DQG LWV VWDNHKROGHUV�

TKLV LV D FDVH ZKHUH WKH YLVLRQ DQG PLVVLRQ RI WKH &�3 KDYH EHHQ PDWHULDOL]HG WR D JUHDW H[WHQW ZLWK WHFKQLFDO 
DVVLVWDQFH RI -,&$� TKLV KDV EHHQ SRVVLEOH ZLWK WKH OHDGHUVKLS RI WKH &�3 RUJDQL]DWLRQ� WKHLU DVSLUDWLRQV IRU 
FRQWLQXRXV LPSURYHPHQW� DQG D VWURQJ HPSKDVLV RQ TXDOLW\ DVVXUDQFH DQG FXVWRPHU VDWLVIDFWLRQ� DPRQJ 
RWKHUV� TKH LPSRUWDQFH RI WKHVH TXDOLWDWLYH DWWULEXWHV IRU WKH VXFFHVVIXO LPSOHPHQWDWLRQ RI WHFKQLFDO DVVLVWDQFH 
LV WKXV DI¿UPHG GXULQJ WKLV HYDOXDWLRQ� TKLV LV DSSOLFDEOH WR RWKHU FDVHV� TKH SKLORVRSK\ DQG WKH DVVRFLDWHG 
DWWULEXWHV RI D &�3 RUJDQL]DWLRQ DUH DPRQJ WKH NH\ SRLQWV WR H[DPLQH LQ WKH IRUPXODWLRQ DQG LPSOHPHQWDWLRQ 
RI FRRSHUDWLRQ IRU FDSDFLW\ GHYHORSPHQW�
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第１章　終了時評価調査の概要

１－１　終了時評価調査の背景

2011 年 4 月にタイ王国（以下、「タイ」と記す）において、東南アジア地域気候変動緩和・適

応能力強化プロジェクト（以下、「プロジェクト」）が開始されてから約 2 年 8 カ月が経過した。

同プロジェクトは 2016 年 5 月に終了予定であることから、独立行政法人国際協力機構（JICA）

は終了時評価調査団を派遣し、2016 年 1 月 4 日～ 1 月 15 日の期間で終了時評価調査を実施した。

１－２　終了時評価の手法

１－２－１　評価プロセス

本終了時評価は改訂版プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）YHUVLRQ � 並びにプラ

ン・オブ・オペレーション（PO）に基づき実施された。また、2011 年 5 月発行の「新 JICA 事
業評価ガイドラン」に沿い、以下の方法にて評価を行った。

①　 これまで実施した協力活動について、投入と成果、PDM で設定された指標に基づいた

成果、及びプロジェクト目標、上位目標の達成度合いを確認する。

②　 プロジェクトの設計、実施プロセス等、プロジェクトの実施に貢献した要因、並びに阻

害した要因について分析する。

③　評価 5 項目の観点から妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性の評価を行う。

④　気候変動緩和・適応能力強化に向けたプロジェクト支援のアウトカムを分析する。

⑤　 プロジェクト関係者への提言、及び類似の技術協力プロジェクトのための教訓を抽出す

る。

⑥　合同評価団により終了時評価報告書を作成する。

１－２－２　評価項目

本終了時評価調査は、表－１に示すとおり、経済協力開発機構（OUJDQL]DWLRQ IRU (FRQRPLF 
&R�RSHUDWLRQ DQG 'HYHORSPHQW：OECD）/ 開 発 援 助 委 員 会（'HYHORSPHQW $VVLVWDQFH &RPPLWWHH：
DAC）が定めた評価 5 項目を用いた評価を行う。

表－１　評価 5 項目

項　目 説　明

妥当性

プロジェクトのめざしている効果（プロジェクト目標や上位目標）が、受益者

のニーズに合致しているか、問題や課題の解決策として適切か、相手国と日本

側の政策との整合性はあるか、プロジェクトの戦略・アプローチは妥当かなど

といった「援助プロジェクトの正当性・必要性」を問う視点。

有効性
プロジェクトの実施により、本当に受益者もしくは社会への便益がもたらされ

ているのか（あるいは、もたらされるのか）を問う視点。

効率性
主にプロジェクトのコストと効果の関係に着目し、資源が有効に活用されてい

るか（あるいは、されるか）を問う視点。
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インパクト
プロジェクト実施によりもたらされる、より長期的・間接的効果や波及効果を

みる視点。予期していなかった正・負の効果・影響を含む視点。

持続性
援助が終了しても、プロジェクトで発現した効果が持続しているか（あるいは

持続の見込みがあるか）を問う視点。

１－２－３　データ収集方法

定量的、定性的なデータを収集し分析を行う。本終了時評価調査におけるデータの収集手法

は以下のとおり。

‐　文献・既存資料調査（専門家報告書、詳細、中間レビュー報告書等）

‐　質問票調査

‐　インタビュー調査

‐　視察調査

１－３　調査団構成

本終了時評価調査は、日本、タイ両国の合同調査として実施された。団員構成は下表のとおり。

（日本側）

担当分野 氏　名 所　属 派遣期間

団　長 池上  宇啓
独立行政法人国際協力機構 地球環境部

気候変動対策室兼環境管理グループ 企画役

2016 年 1 月 10 日

～ 1 月 16 日

気候変動対策 川西  正人 独立行政法人国際協力機構 国際協力専門員
2016 年 1 月 10 日

～ 1 月 16 日

協力企画 古川  真理子
独立行政法人国際協力機構 地球環境部

環境管理 第一チーム

2016 年 1 月 10 日

～ 1 月 16 日

評価分析 岡野　鉄平 株式会社アイコンズ コンサルタント
2016 年 1 月 3 日

～ 1 月 16 日

（タイ側）

氏　名 所　属

0U� 3LFKLWSDQ 6DWDFKDQGUD
タ イ 国 際 開 発 協 力 機 構（TKDLODQG ,QWHUQDWLRQDO &RRSHUDWLRQ 
Agency：TICA）開発協力員

１－４　調査日程

本終了時評価調査は 2016 年 1 月 4 日から 1 月 15 日までの期間で実施された。調査日程の詳細

は表－２のとおり。
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表－２　調査日程

日順 日　付 曜 時　間 調査内容 場　所

1 1 月 3 日 日 15：50 評価団員（評価分析）バンコク到着

2 1 月 4 日 月 08：30-09：00 JICA タイ事務所との打合せ JICA タイ事務所

11：00-12：00 農業協同組合省農業経済局（OAE）へのイ

ンタビュー

OAE

13：00-15：00 長期専門家へのインタビュー TGO

3 1 月 5 日 火 09：00-10：00 タイ国地方自治体協会（NMT）へのインタ

ビュー

電話インタビュー

11：00-12：00 国家経済社会開発委員会（NESDB）へのイ

ンタビュー

NESDB

13：30-14：30 天然資源環境政策・計画局（ONEP）へのイ

ンタビュー

ONEP

4 1 月 6 日 水 09：00-10：00 タイ国家温室効果ガス管理機構（TGO）戦

略オフィス部長代理へのインタビュー

TGO

10：00-11：00 TGO 理事へのインタビュー

11：30-12：30 国家林野庁（5R\DO )RUHVW 'HSDUWPHQW）への

インタビュー

13：30-14：30 TGO 副局長へのインタビュー

15：00-16：00 カセサート大学へのインタビュー

5 1 月 7 日 木 08：30-09：15 ONEP へのインタビュー ONEP

10：30-11：30 TGO 局長へのインタビュー TGO

11：30-12：30 TGO 能力開発・アウトリーチオフィス部長

へのインタビュー

13：30-14：30 アジア工科大学院（AIT）へのインタビュー AIT

14：30-15：30 タマサート大学シリントン国際工学部

（SIIT）へのインタビュー

SIIT

6 1 月 8 日 金 10：30-11：30 プリンスオブソンクラー大学（PSU）への

インタビュー

電話インタビュー

14：00-16：00 TGO 職員へのグループインタビュー TGO

16：00-17：00 バンコク都庁環境課へのインタビュー 電話インタビュー

7 1 月 9 日 土 終日 報告書作成

8 1 月 10 日 日 午後 評価団員（団長、気候変動対策、協力企画）

バンコク到着

午後 評価団内会議 JICA タイ事務所

9 1 月 11 日 月 09：00-12：00 評価団内会議 JICA タイ事務所
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10 1 月 12 日 火 09：30-11：00 評価団内会議 JICA

12：30-13：00 合同評価団内会議 TGO

13：00-15：00 終了時評価報告に係るタイ側、日本側の協

議

TGO

11 1 月 13 日 水 11：00-13：00 終了時評価報告に係るタイ側、日本側の協

議

TGO

15：30-16：30 ドイツ国際協力公社（GIZ）へのインタ

ビュー

GIZ

12 1 月 14 日 木 08：30-13：00 合同評価団内会議 JICA タイ事務所

15：30-16：30 終了時評価報告に係るタイ側、日本側の協

議

TGO

13 1 月 15 日 金 09：00-10：00 JICA タイ事務所へ調査結果の報告 JICA タイ事務所

11：00-12：00 日本大使館へ調査結果の報告 在タイ日本大使館

14：30 合同評価報告書署名式 TGO

23：15 評価団員 バンコク発

OAE：OI¿FH RI $JULFXOWXUDO (FRQRPLFV（農業協同組合省農業経済局）

NMT：1DWLRQDO 0XQLFLSDOLW\ /HDJXH RI TKDLODQG（タイ国地方自治体協会）

NESDB：1DWLRQDO (FRQRPLF DQG 6RFLDO 'HYHORSPHQW %RDUG（国家経済社会開発委員会）

ONEP：OI¿FH RI 1DWXUDO 5HVRXUFHV DQG (QYLURQPHQW 3ROLF\ DQG 3ODQQLQJ（天然資源環境政策・計画局）

AIT：Asian Institute of Technology（アジア工科大学院）

SIIT：6LULQGKRUQ ,QWHUQDWLRQDO ,QVWLWXWH RI THFKQRORJ\（タマサート大学シリントン国際工学部）

PSU：3ULQFH RI 6RQJNOD 8QLYHUVLW\（プリンスオブソンクラー大学）

GIZ：'HXWVFKH GHVHOOVFKDIW I�U ,QWHUQDWLRQDOH =XVDPPHQDUEHLW（ドイツ国際協力公社）
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第２章　プロジェクトの概要

２－１　プロジェクトの背景

タイ国家温室効果ガス管理機構（TGO）は、タイにおける温室効果ガス（GHG）排出削減のた

めの実施機関として、2007 年に天然資源・環境省（0LQLVWU\ RI 1DWXUDO 5HVRXUFHV DQG (QYLURQPHQW：
MONRE）の下に設置された独立行政機関であり、低炭素化の促進、GHG 排出削減のための投

資活動及びマーケティングの推進、GHG 情報センターの構築、関係機関への能力強化及びアウ

トリーチ活動の提供、クリーン開発メカニズム（&OHDQ 'HYHORSPHQW 0HFKDQLVP：CDM）の国家指

定機関としての活動を担っている。また、天然資源環境政策・計画局（ONEP）とともに首相府

の下に 2007 年に設置された国家気候変動委員会の事務局機能を担っており、国家レベルでの気

候変動政策の策定・承認・評価、特に国として適切な緩和行動（1DWLRQDOO\ $SSURSULDWH 0LWLJDWLRQ 
Action：NAMA）の推進や国家 GHG インベントリの作成、測定・報告・検証（0HDVXUH� 5HSRUW 
DQG 9HUL¿FDWLRQ：MRV）システムの確立等にかかわっている。

技術協力プロジェクト「タイ王国温室効果ガスの削減に係る組織能力強化プロジェクト」は、

TGO の GHG 緩和策に対する人材のキャパシティ・ビルディングと組織力強化を目標として 2010
年 1 月から 2012 年 1 月までの間に実施された。2011 年 12 月に行われた終了時評価では、TGO
職員の GHG 緩和策に係る専門知識の向上、研修教材の開発による研修提供キャパシティの向上

等の成果が確認されたが、それらの成果を活用し、研修プログラムのさらなる拡充や、タイ国内

のみならず、気候変動緩和について能力強化を要する国への支援を検討すべきということが提言

された。東南アジア諸国連合（ASEAN）諸国においては、気候変動の影響に対する脆弱性が高く、

また急速な経済成長を遂げており、気候変動対策（適応策・緩和策）を効果的に実施するための

能力強化に対するニーズが高い。上記技術協力プロジェクトのなかで、TGO は ASEAN 諸国を対

象とした「気候変動緩和と低炭素社会」と題する地域会合を開催し、ASEAN 各国において気候

変動対策を進めるうえでの共通課題について協議を行った。その結果、ASEAN 各国における共

通支援ニーズに基づく、ワンストップ研修センターとしての気候変動国際研修センター（CITC）
の重要性が確認された。

CITC が将来的に ASEAN 各国における気候変動対策（適応策・緩和策）の推進に資する実践

的な研修機関になるためには、CITC の研修実施機関としてのさらなる能力強化と ASEAN 各国

との連携協調の推進が不可欠である。本プロジェクトは、ASEAN 諸国のための研修機関として

の CITC 設立及び能力強化を目的として、要請された。これを受け、本プロジェクトは、2013 年

6 月から 2016 年 5 月までの 3 年間で実施しているものであり、今次調査団は、協力期間の終了

を 4 カ月後に控えた段階で、案件の終了時評価を行った。

２－２　プロジェクトの構成

本プロジェクトは、2013 年 6 月 1 日から 2016 年 5 月 31 日までの期間で、タイの首都バンコク

において実施されている。プロジェクト活動は 2014 年 7 月に開催された合同調整委員会（JCC）
にて承認された 3'0 YHUVLRQ �、並びに PO に基づく。
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表－３　対象プロジェクトの概要

プロジェクト期間：2013 年 6 月から 2016 年 5 月（3 年間）

プロジェクトサイト：バンコク

カウンターパート機関：タイ国家温室効果ガス管理機構（TGO）

上位目標：気候変動国際研修センター（CITC）が ASEAN 地域の気候変動研修センターとして

認知され、ネットワーキングの基盤（プラットフォーム）として機能する。

プロジェクト目標：タイ国内及び ASEAN 開発途上国のニーズに合致した研修プログラムが開

発され、TGO の気候変動国際研修センター（CITC）のフォーカルポイントとしての能力が強

化される。

成果 1：TGO と関係機関の協力を通じて CITC 設立の準備がなされる。

成果 2：TGO とタイの関係機関によって緩和 / 適応に関する研修が実施される。

成果 3：緩和 / 適応に関する研修プログラムが ASEAN 諸国のなかで共有される。

２－３　プロジェクトの実施体制

プロジェクトは、2012 年 12 月 21 日に署名された討議議事録（5HFRUG RI 'LVFXVVLRQ：R/D）に基

づく体制により実施されている。各関係者の役割は以下のとおり。

（1）タイ国家温室効果ガス管理機構（TGO）

TGO 局長がプロジェクト・ディレクターとして、プロジェクトの全般的な管理を行って

いる。また、プロジェクト・マネジャーは能力開発・アウトリーチオフィス（以下、「CB チー

ム」）部長が務め、プロジェクトの管理面、技術面の責任者としての役割を担っている。そ

の他に、プロジェクト実施のために必要なカウンターパート（C/P）職員が合計 13 名配置さ

れており、そのうち CB チーム正規職員 6 名が主にプロジェクト活動に従事している。

（2）JICA 専門家

JICA 専門家は TGO 職員に対し技術的な指導、助言を行っている、また、専門家総括はプ

ロジェクトの実施においてプロジェクト・ディレクター、及びプロジェクト・マネジャーに

対する必要に応じた助言、提言等を行っている。短期専門家の担当分野は、気候変動対策、

低炭素開発、適応策、緩和策、研修計画、GHG インベントリ、研修マネジメント、ビジネ

スプラン作成である。

（3）合同調整委員会（JCC）
関連機関の横断的な調整を行うために合同調整員会（JCC）が設立された。JCC は少なく

とも年に 1 回の開催に加えて、プロジェクトの実施において必要と判断された場合に開催さ

れ、年次活動計画の承認、活動の進捗状況の確認、モニタリング評価の実施、プロジェクト

期間中に発生した課題への対処策の検討が行われている。
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第３章　プロジェクトの実績と実施プロセス

３－１　投入実績

３－１－１　日本側投入

2014 年 7 月に承認された 3'0 YHUVLRQ � における計画と日本側投入実績を表－４に示す（詳

細は付属資料４のとおり）。

表－４　日本側投入実績

計画（3'0 YHUVLRQ �） 実　績

1）専門家派遣

‐長期専門家

‐短期専門家

・ 2013 年 7 月から長期専門家 1 名が派遣されている。

・ 短期専門家 9 名が派遣されており、日本及びタイでの業務の合計

53.6MM（2015 年 10 月末時点）であった。短期専門家の担当分野は、

①総括 / 気候変動対策、②低炭素開発 1、③低炭素開発 2/ 緩和策

2/ 研修計画 3、④ GHG インベントリ、⑤適応策 / 緩和策 1、⑥研

修計画 1、⑦研修計画 2/ 研修マネジメント 2、⑧業務調整 / 研修マ

ネジメント 1、⑨ビジネスプラン作成である。

2）研　修

‐本邦研修

・ これまでに本邦研修が 3 回実施され、延べ 27 名が参加した。

第 1 回本邦研修（CITC 一般職員が参加する一般研修）：参加者 9
名 /2013 年 11 月 25 日～ 12 月 7 日

第 2 回本邦研修（TGO 理事会メンバー等の参加する準高級研修）：

参加者 6 名 /2014 年 1 月 15 日～ 1 月 22 日

第 3 回本邦研修（TGO 職員とタイの地方政府・大学等関係者）：

12 名 /2015 年 1 月 19 日～ 1 月 30 日

3）資機材供与 ・ スキャナー 1 台、ノート PC2 台、LCD プロジェクター 1 台、電子

白板 1 台、VDC レコーダー 1 台、テレビモニター 2 台が供与された。

調達金額の合計は 29 万 ����� バーツ（約 102 万 ����� 円
1
）。

4）現地活動費 ・ 合計で ����� 万 ����� バーツ（約 ����� 万 ����� 円）が、現地活動

費として支出された。内訳は下表のとおり。

（単位： タイバーツ）

費　目 2013 年 2014 年 2015 年

研修費 ������ ������� ���������

教材作成費 0 ������� ������

ワークショップ開催費 0 ������� ���������

TGO の設備費 ������� ������� 0

その他活動費 ������� ��������� �������

小　計 ������� ��������� ���������

合　計　����������

1
　1 バーツ＝ 3.432 円（JICA 統制レート 2015 年 12 月）
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３－１－２　タイ側投入

2014 年 7 月に承認された 3'0 YHUVLRQ � における計画とタイ側投入実績を表－５に示す（詳

細は付属資料５のとおり）。

表－５　タイ側投入実績

計画（3'0 YHUVLRQ �） 実　績

1）カウンターパート

‐プロジェクト・ディレクター

‐プロジェクト・マネジャー

‐カウンターパート職員

・ プロジェクト・ディレクター 1 名、プロジェクト・

マネジャー 1 名、C/P 職員 17 名（うち CB チーム正

規職員 6 名）が配置されている。

2） プロジェクト実施に必要な機

材、建物設備、その他必要な

維持管理費用

・ JICA 専門家の執務スペースが、タイ政府合同庁舎の

TGO 事務所内に設置された。また、事務所備品、建

物設備、並びに必要に応じてセミナー、会議開催場

所が提供された。

3）その他の費用 ・ TGO 及び CITC への予算配分状況は、以下のとおり

である。

（単位：タイバーツ）

会計年度
TGO の

支出合計

研修、セミナー、

ワークショップに

係る支出

2014 年

（2013 年 10 月～

2014 年 9 月）

����������� ���������

2015 年（*）
（2014 年 10 月～

2015 年 9 月）

����������� ����������

（*）暫定額

３－２　活動の進捗状況

プロジェクト活動は PO に沿って実施されており、PDM において計画された成果 1 から成果 3
に係る活動はおおむね完了している。

（1）成果 1 に関する活動の進捗状況

CITC の組織図、活動計画、戦略、サービス内容はプロジェクトの支援の下で作成された

CITC の文書に記載されている。2015 年 2 月に開催された JCC においては、CITC の 5 カ年

活動計画である最新版のビジネスプランが承認された。また、四つのクラスター（① GHG
インベントリ管理、②低炭素でレジリエントな社会開発、③緩和メカニズム、④持続的な

GHG 管理）の研修カリキュラムは、一連のニーズ調査並びに、タイ国内、ASEAN おける研

修リソースを明確にしたうえで作成された。CITC のウェブサイトについては、気候変動緩
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和・適応に関する情報発信並びに知識の共有のためツールとして、既に一般公開されてい

る
2
。

（2）成果 2 に関する活動の進捗状況

緩和、適応に関する研修が実施され、延べ 426 名が研修に参加した。また、指導者育成研

修（TTT）には延べ 107名が参加しており、十分な数の研修指導員候補が育成されている。一方、

C/P の能力強化においては、CB チーム職員が研修の準備、実施、実施後の研修評価といっ

た各段階の活動に積極的に参加しており、プロジェクト実施以前と比較して研修管理に係る

技術と知識の着実な向上が確認された。また CB チーム職員は研修の実施のみならず、受講

生として研修に参加することで、専門的知識の習得にも努めている。

（3）成果 3 に関する活動の進捗状況

ASEAN 向けの三つのコース（①低炭素でレジリエントな社会開発、②緩和メカニズム、

③持続的な GHG 管理 / 気候変動ファイナンス）において、研修ニーズ評価（TNA）、カリ

キュラム作成、教材準備が実施された。また、ASEAN 向けのワークショップがこれまでに

2 回開催されており、延べ 32 名の ASEAN 諸国関係者の参加を得ている。なお、第 3 回目の

ASEAN 向けのワークショップは 2016 年 3 月に、ASEAN 向けの研修コースは 2016 年 2 月、

3 月にそれぞれ実施される予定である。

指　標 達成状況

活動 1-1 の進捗状況

CITC の組織フレームワー

クを設立する。

・ CITC ビジネスプランが作成され、2015 年 2 月に開催された

JCC において最新版が承認された。また、研修プログラムの開

発から実施に至る各プロセスで関与、協力、参加を得るタイ

国内外の関係機関を特定し、ネットワークの強化を推進して

いる。

活動 1-2 の進捗状況

タ イ 国 内 関 係 機 関、

ASEAN の気候変動フォー

カルポイントを対象とした

研修ニーズ評価を行う。

・ TGO と共同で、CITC に係る研修ニーズ評価を実施した。各研

修コースの TNA の対象者、実施時期、手段を下表にまとめた。

TNA 対象者 実施時期 / 手段

GHG インベントリ管理

中央政府実務者向け
2013 年 8 月 / 質問票、2013 年 11 月ワー

クショップ

ASEAN 関係者向け 2014 年 8 月 / 質問票、ワークショップ

低炭素でレジリエントな社会開発

中央政府実務者、管理者 2013 年 6 月 /質問票、2013 年 8 月/会議

地方実務者、管理者 2014 年 8 月 / 参加型ワークショップ

ASEAN 関係者 2014 年 5 月 / 質問票、ワークショップ

ASEAN 諸国の中央政府、

地方政府、学術関係者

2015 年 6 月 / 質問票、ワークショップ

2
　 CITC ウェブサイトの URL：KWWS���FLWF�LQ�WK�
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緩和メカニズム

タイ国内 4 地域における地

方政府幹部、実務者

2014 年 11 月 / 質問票、ワークショップ

ASEAN 諸国の中央政府、

地方政府、学術関係者

2015 年 6 月 / 質問票、ワークショップ

持続的な GHG 管理

ASEAN 諸国の中央政府、

学術関係者、タイの地方政

府、民間企業、金融関係者

2015 年 10 月 / 質問票、ワークショップ

活動 1-3 の進捗状況

研修テーマごとにタイ、

ASEAN 開発途上諸国の関

係者と調整を行い、研修に

必要なリソースを明確化す

る。

・ ASEAN 各国の研修リソースを特定し、協力関係の構築を推進

している。

・ プロジェクトの支援の下、国立環境研究所（1DWLRQDO ,QVWLWXWH IRU 
(QYLURQPHQWDO 6WXGLHV：NIES）や地球環境戦略研究機関（Institute 
IRU GOREDO (QYLURQPHQWDO 6WUDWHJLHV：IGES）、また、低炭素アジア研

究ネットワーク（/RZ &DUERQ $VLD 5HVHDUFK 1HWZRUN：LoCARNet）
やアジア太平洋地球変動研究ネットワーク（$VLD�3DFL¿F 
$GDSWDWLRQ 1HWZRUN：APAN）といった機関・ネットワークと直接

コンタクトし、講師の選定や教授内容の充実に取り組んでいる。

活動 1-4 の進捗状況

研修テーマごとに、タイ関

係者、または国外の関係者

とともに教材を開発する。

・ 「低炭素でレジリエントな社会構築」について①タイ中央政府

の幹部コース、②タイ中央政府の実務者コース、③タイ地方政

府の実務者コース、④タイ地方政府の政策策定者コースの研

修カリキュラムと研修教材を TGO と作成し、カリキュラム作

成の際のポイントや研修教材の技術的な内容等について TGO
職員に対して技術移転を行った。

・ 「持続的な GHG 管理」気候変動ファイナンスコースについて

は TNA を受けて研修カリキュラムの改訂中である。

・ ASEAN 向けの最初の研修コースとなる「低炭素でレジリエン

トな社会開発」及び「緩和メカニズム」は、ピアレビューを

受けて研修カリキュラムの改訂中である。

・ 「GHG インベントリ管理」タイ中央政府実務者コース、「緩和

メカニズム」タイ関係者コース、「持続的な GHG 管理」タイ

国内向け気候変動経済学コースはタイの外部専門家により研

修カリキュラムの作成が完了している。

活動 1-5 の進捗状況

ナレッジ・プラットフォー

ム、ウェブサイトの開発を

通じて情報管理システムを

強化する。

・ 研修やイベントに関する情報発信、タイ国内、ASEAN 諸国の

気候変動関係者との情報共有、ネットワーク構築の手段、気

候変動緩和・適応に関する情報プラットフォームとして、TGO
により CITC のウェブサイトが開設され、一般に公開されてい

る。

・ JICA 専門家の技術的な助言を踏まえ、TGO の自己資金によっ

て e ラーニングシステムが構築された。TGO は継続的にシス

テム設計、運用手法の構築、改善に取り組んでいる。
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活動 2-1 の進捗状況

特定の研修テーマについ

て、関係者を対象とする研

修を実施する。

・ 終了時評価時点で以下の研修コースが実施され、延べ 426 名が

参加した。

GHG インベントリ管理 受講者

タイ関係者向け
2014 年 8 月～ 9 月、

2015 年 5 月、7 月
143 名

低炭素でレジリエントな社会開発

タイ地方政府実務者向け 2014 年 12 月 38 名

タイ地方政府管理者向け 2015 年 3 月 59 名

タイ中央政府実務者及び管理者

向け
2015 年 9 月 37 名

緩和メカニズム

タイ関係者向け 2015 年 9 月 88 名

持続的な GHG 管理

気候変動経済学（タイ向け） 2015 年 3 月、5 月～ 6 月 61 名

合　計 426 名

・ 以下の研修コースは今後実施される予定となっている。

GHG インベントリ管理

タイ地方政府実務者向け プロジェクト期間終了後に実施予定

ASEAN 中央政府実務者向け プロジェクト期間終了後に実施予定

持続可能な開発のための気候変動
3

ASEAN 関係者向け 2016 年 2 月 29 日～ 3 月 4 日

緩和メカニズム

ASEAN 関係者向け 2016 年 2 月～ 3 月

持続的な GHG 管理

気候変動ファイナンス 2016 年 3 月

3
　 2015 年 11 月より、研修コース「低炭素でレジリエントな社会開発（/RZ &DUERQ DQG 5HVLOLHQW 6RFLHW\ 'HYHORSPHQW：LCRS）」の研

修名が「持続的な開発のための気候変動（&OLPDWH &KDQJH 0DQDJHPHQW IRU 6XVWDLQDEOH 'HYHORSPHQW：CCSD）」に変更となっている。 
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活動 2-2 の進捗状況

TTT を通じてトレーナーの

育成を行う。

・ 終了時評価時点で以下の TTT が実施され、延べ 107 名が参加

した。これにより、研修指導員候補者の育成が進められている。

研修コース 対象者 実施時期 受講者

GHG イ ン ベ ン ト

リ管理
タイ中央政府実務者 2014 年 8 月～ 9 月 19 名

低炭素でレジリエ

ントな社会開発
タイ地方政府実務者 2014 年 12 月 33 名

持続的な GHG 管

理 / 気候変動経済
タイ中央政府関係者

2015 年 3 月

2015 年 5 月～ 6 月
13 名

緩和メカニズム タイ中央政府実務者 2015 年 9 月 42 名

合　計 107 名

活動 3-1 の進捗状況

ニ ー ズ 評 価 に 基 づ き、

ASEAN 開発途上諸国向け

の研修コース（カリキュラ

ム）を開発する。

・ ASEAN 向けの三つの研修コース（①低炭素でレジリエントな

社会開発、②緩和メカニズム、③持続的な GHG 管理 / 気候変

動ファイナンス）について、研修ニーズの把握を行い、研修

カリキュラムと研修教材の作成を開始した。TNA を実施する

にあたり、TNA 対象者の選定のポイントや TNA 手法、質問票

の書き方等について TGO 職員に対して技術移転を行った。

活動 3-2 の進捗状況

ASEAN 開発途上諸国政府

の気候変動対策担当者と知

見を共有するためのワーク

ショップを開催する。

・ 第 1 回 ASEAN ワークショップが、2014 年 5 月 8 日、9 日の 2
日間にわたり、パタヤで開催された。ASEAN 諸国 8 カ国から

は 15 名が出席した（カンボジア 2 名、インドネシア 2 名、ラ

オス 2 名、マレーシア 1 名、ミャンマー 2 名、フィリピン 2 名、

タイ 2 名、ベトナム 2 名）。

・ 第 2 回目 ASEAN ワークショップが 2015 年 6 月 22 日～ 24 日

の期間で、バンコクで開催された。ASEAN 諸国 8 カ国からは

17 名が出席した（ブルネイ 1 名、カンボジア 2 名、インドネ

シア 3 名、ラオス 4 名、マレーシア 2 名、ミャンマー 3 名、シ

ンガポール 1 名、ベトナム 1 名）。

３－３　成果の達成状況

成果 1：TGO と関係機関の協力を通じて CITC 設立の準備がなされる。

成果 1 の各指標の達成状況の詳細は下表のとおりである。

指　標 達成状況

1-1.  CITC の組織図、綱領、配分

される予算が CITC の文書に

記載される。

指標 1-1 は達成された。

・ 2015 年 2 月に開催された第 3 回 JCC において承認され

たビジネスプランの最新版に、CITC の組織図、活動

計画、戦略、サービス内容、収益計画が明記された。

・ TGO より配賦される CITC の予算については、TGO の

年度予算計画に記されている。
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1-2.  ウェブサイトによる情報伝

達するための知識プラット

フォームが確立される。

指標 1-2 は達成された。

・ TGO は CITC ポータルサイトの内容を継続的に更新し

ている。主な内容は、①研修カリキュラムと実施スケ

ジュール、② CITC イベントに関する情報、③イベン

トの様子や参加者インタビューのビデオストリーミン

グ配信となっている。ウェブサイトのコンテンツは今

後もさらに充実される見込みである。

・ e ラーニングシステムの設計及びモジュール開発計画

に関する会合、協議を行い、2015 年末に e ラーニング

システムが完成した。TGO は JICA 専門家の技術的な

助言を受けつつ、自己予算でシステム設計、運用手法

の構築、改善を行っている。

1-3.  特定の研修プログラムにつ

いて研修教材（タイ語及び

英語）が開発される。

指標 1-3 は達成される見込み。

・ 研修教材、もしくはプレゼンテーション資料が七つの

コースについて作成済みである。

・ 終了時評価時点で ASEAN 向けの 3 コースについては

研修教材の作成中であるが、これらの研修教材は 2016
年 2 月までに完了する予定となっている。

成果 1 の指標 1-1、1-2 は終了時評価時点で達成されており、指標 1-3 はプロジェクト終了時

までに達成される見込みである。指標 1-1 については、CITC の組織図、活動計画、戦略、サー

ビス内容、収益計画が CITC の 5 カ年計画である CITC ビジネスプラン（2015 年～ 2019 年）に

記載されており、指標は達成されている。また、指標 1-2 については、CITC のウェブサイト

が一般公開され、情報伝達及び知識共有の手段として活用されていることから、知識プラット

フォームの構築がプロジェクトの計画どおりに実施されたと判断できるが、ウェブサイトのコ

ンテンツは今後もさらに充実されていく予定である。一方、指標 1-3 については表－６にまと

めたとおり、研修教材、もしくはプレゼンテーション資料が七つのコースについて作成済みで

あり、ASEAN 関係者向けの三つのコースについて作成中である。これらの研修教材は 2016 年

2 月までに完了する予定となっている。

表－６　各研修コースの教材作成状況

研修コース対象 / 研修名 研修カリキュラム策定状況

GHG インベントリ管理

タイ中央政府の実務者コース 完了（英語、タイ外部専門家により策定）

タイ地方政府の実務者コース 延期（将来検討）

ASEAN 中央政府の実務者コース 開発予定

ASEAN 地方政府の実務者コース 開発予定

低炭素でレジリエントな社会開発

タイ中央政府の幹部コース 完了（教科書タイ語、プレゼン資料英・タイ語）

－ 13 －



タイ中央政府の実務者コース 完了（教科書タイ語、プレゼン資料英・タイ語）

タイ地方政府の実務者コース 完了（英語、タイ語）

タイ地方政府の政策策定者コース 完了（英語、タイ語）

ASEAN 関係者コース ピアレビュー会議を受けて改訂中

緩和メカニズム

タイ関係者コース 完了（タイ語、タイ外部専門家により策定）

ASEAN 関係者コース ピアレビュー会議を受けて改訂中

持続的な GHG 管理

気候変動経済学（タイ） 完了（タイ語、タイ外部専門家により策定）

気候変動ファイナンス（ASEAN） TNA を受けて改訂を検討中

成果 2：TGO とタイの関係機関によって緩和 / 適応に関する研修が実施される。

成果 2 の各指標の達成状況の詳細は下表のとおりである。

指　標 達成状況

2-1.  特定の研修コースにおいて、

研修トレーナーが育成され

る。

指標 2-1 は達成された。

・ 各研修受講者のなかから選定された人材を対象に TTT
を実施した。TTT の参加者は延べ 107 名となっており、

十分な数の研修指導員候補者が育成されたと考えられ

る。各コースの研修指導員候補者の内訳は、「GHG イ

ンベントリ管理」で 19 名、「低炭素でレジリエントな

社会開発」で 33 名、「持続的な GHG 管理 / 気候変動経

済」で 13 名、「緩和メカニズム」で 42 名である（TTT
の詳細は「活動 2-2 の進捗状況」の内訳を参照）。

2-2.  研修参加者による研修満足

度が確保される〔70％以上

の参加者が満足（80％以上

の高評価）と回答する〕。

指標 2-2 は達成された。

・ プロジェクトが直接実施支援をした研修コースにおい

ては、指標が達成された。

・ 実施予定のコースについては現時点で判断ができない

ものの、実施済みの研修についてはすべて高い評価を

受けており、CB チーム職員の研修管理能力、並びに

TNA を通じた研修カリキュラムの策定においても着実

な成果がみられることから、今後実施予定の研修につ

いても適切に研修が運営される可能性が高い。

・ プロジェクトが直接支援した研修コースである「低炭

素でレジリエントな社会開発」では受講者から下表の

とおり評価を受けた。
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低炭素でレジリエントな社会開発

研修コース 実施時期 満足度

タイ中央政府の

管理者コース

2015 年 8 月 31 日 88％の受講者が 5 点

中 4.0 点（80 ％） 以

上の評価（平均 3.8点）タイ中央政府の

実務者コース

2015 年 8 月 31 日

～ 9 月 2 日

タイ地方政府の

実務者コース

2014 年 12 月 17
～ 19 日

100％の受講者が 5 点

中 4.0 点（80 ％） 以

上の評価（平均 4.7点）

タイ地方政府の

管理者コース

2 0 1 5 年 3 月 5
～ 6 日 / ワ ー ク

ショップ形式

100％の受講者が 5 点

中 4.0 点（80 ％） 以

上の評価（平均 4.5点）

成果 2 に設定された二つの指標は終了時評価時点で既に達成されている。指標 2-1 について

は、四つの研修コースの受講者のうち、特に優秀な人材を対象に TTT を実施し、合計 107 名

の研修指導員候補が育成された。各コースの指導員の内訳は、GHG インベントリ管理コース

では 19 名、低炭素でレジリエントな社会開発コースでは 33 名、気候変動経済コースでは 13 名、

緩和メカニズムでは 42 名である。これにより、十分な人数の研修指導員候補者が育成された

と考えられる。また、指標 2-2 については、プロジェクトの直接的な支援によって実施された「低

炭素でレジリエントな社会開発コース」において、プロジェクトが質問調査を行った結果、受

講者の 70％が研修の質に満足した（80％以上の評価点）と回答しており、指標の数値目標を

達成していると判断できる。

なお、ASEAN 諸国向けの研修コースは終了時評価時点で未実施であるが、タイ国内向けに

実施した研修は受講者から高い評価を得ており、CB チーム職員の研修管理、カリキュラム作

成に係る能力強化においても着実な成果がみられることから、ASEAN 諸国向けの研修につい

ても適切に実施されるものと考えられる。

成果 3：緩和 / 適応に関する研修プログラムが ASEAN 諸国のなかで共有される。

成果 3 の指標の達成状況の詳細は下表のとおりである。

指　標 達成状況

3-1.  ASEAN 開発途上諸国向けに

セミナー・ワークショップ・

研修が実施される。

指標 3-1 はプロジェクト終了時までに達成される見込み

である。

・ ASEAN 向けのワークショップがこれまでに 2 回開催

された（第 1 回目 2014 年 5 月 8 日及び 9 日の 2 日間、

第 2 回目 2015 年 6 月 22 日～ 24 日の 3 日間。第 3 回目

2016 年 3 月に実施予定）。
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・ 2016 年 2 月、3 月に ASEAN 関係者向けの研修が 3 コー

ス実施される予定となっている。予定されている研

修コースは、①「持続可能な開発のための気候変動

（CCSD）」、②「緩和メカニズム」、③「持続的な GHG
（ASEAN 向け気候ファイナンス）」である。

・ ASEAN 諸国の関係者をレビュワーとしたピアレ

ビュー会議を開催し、研修カリキュラムの改訂を行っ

ている。

指標 3-1 は、プロジェクト終了時までに達成される見込みである。ASEAN 関係者向けのワー

クショップの第 1 回目が 2014 年 5 月 8 日～ 9 日に、第 2 回目が 2015 年 6 月 22 日～ 24 日に実

施された。第 3 回目のワークショップは 2016 年 3 月に実施される予定である。また、プロジェ

クトは ASEAN 関係者向けの研修を 2016 年 2 月～ 3 月に実施する計画となっている。

３－４　プロジェクト目標の達成状況

プロジェクト目標：

 タイ国内及び ASEAN 開発途上国のニーズに合致した研修プログラムが開発され、TGO の気候

変動国際研修センター（CITC）のフォーカルポイントとしての能力が強化される。

プロジェクト目標として設定されている CITC のフォーカルポイントとしての能力強化のため

には、さらなる向上の余地があるものの TGO の強いオーナーシップと積極的なプロジェクト活

動への参加により、既に達成されていると考えられる。

指標 1）について、CITC のための研修管理、ナレッジ、ロジスティクスシステムは、プロジェ

クトの支援の下で既に構築されている。各研修の準備段階においては、セミナー、ワークショッ

プ、質問票調査を通じた TNA が実施され、それらの結果が CITC、タイ外部専門家によるカリキュ

ラム策定と研修教材準備に活用された。カリキュラムと教材については、ピアレビュー会議によ

る内容の研究も行われている。また、研修実施段階においては、ロジスティックチェックシート

をはじめとした運営管理ツールが活用されており、研修終了後においては、質問票調査等による

フォローアップ活動が行われている。このように、研修管理の一連のプロセスに係るモデルが確

立されており、必要な情報、文書や書式、運営管理ツール、データベース等が CITC の内部に蓄

積されている。同時に、CB チーム職員の能力についても研修実施の各過程での積極的な関与を

促すことによって、着実に向上している。

CITC は既にタイ関係者向け研修を実施するための十分な能力を備えているものの、今後は新

しいテーマに対応した研修コースの開発、実施をしていく必要があり、より一層の研修管理能力

向上が求められる。ASEAN 向け研修については、開催したワークショップで把握された共通ニー

ズに合致した研修プログラムは開発されたが、CB チーム職員は国際的な研修実施の一連のプロ

セスは経験しておらず、ASEAN 諸国の多様なニーズに対応したカリキュラムを適時に開発し、

研修実施をすることについては、現時点では難しいと考えられる。気候変動分野の国際的潮流に

沿った新たな研修課題に対応し、タイ国内のみならず ASEAN の関係者向けの質の高い研修を実

施していくためには、さらなる能力向上の余地が残されている。

指標 2）については、国際機関、研究機関、大学など、気候変動に関連する国内外の関係機関
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とのネットワーク構築が大きく進展した。TGO 職員と JICA 専門家は気候変動関連の国際会議や

タイ国内外における二国間会合に積極的に参加し、ネットワーク強化のための取り組みを継続的

に実施している。また、プロジェクト終了後の持続的な協力関係の構築のために、CITC は海外

環境協力センター（OYHUVHDV (QYLURQPHQWDO &RRSHUDWLRQ &HQWHU� -DSDQ：OECC）、タマサート大学シリ

ントン国際工学部（SIIT）、プリンスオブソンクラー大学（PSU）とタイ地方自治体協会（NMT）
との間で協力覚書（0HPRUDQGXP RI &RRSHUDWLRQ：MoC）に署名した。一方、ASEAN 関係者向けの

研修を継続的に実施していくうえでは、ASEAN 諸国の関連機関とのさらなるネットワーク強化

に向けた取り組みが依然として重要であると考えられる。

指　標 達成状況

1） CITC のための研修管理、ナレッ

ジ、ロジスティクスシステムが

構築される。

指標 1）は達成された。

・ タイ国内向け研修の管理に係る一連のプロセスがモデ

ルとして確立した。研修実施に必要な情報、文書、様式、

運営管理ツール等が CITC に蓄積されている。

・ 研修実施のための技術や手法を標準化するため、ロジ

スティックチェックシート等の研修管理ツールが作成

された。これらの研修管理ツールは、CB チーム職員

により適宜改良され、プロジェクト終了後のさらなる

サービス品質の向上に活用されることが期待される。

・ CB チーム職員のプロジェクト活動への積極的な参加

を通じて、ロジスティクス技術の向上をはじめ、C/P
職員の能力強化に着実な成果がみられる。

2） 研修プログラムの開発及び実施

のために関係機関との協力が持

続する。

指標 2）は達成された。

・ 研修実施、カリキュラム・教材のアップデートのため

の、タイ国内外の関連機関、大学や研究機関とのネッ

トワーク構築に大きな進展がみられた。

・ IGES や NIES との連携により、LoCARNet の研究者の

ネットワークを活用する基盤が整った。このような

ネットワークは TGO が最新の国際議論や動向をいち

早く研修カリキュラム・教材に取り入れるために役立

てられる。また、将来的な ASEAN 諸国とのネットワー

ク構築への活用も期待される。

・ プロジェクト終了後の継続的な協力関係の構築のた

め、CITC、OECC、SIIT、PSU、NMT との間で協力覚

書が署名された。

３－５　上位目標の達成見込み

上位目標：

気候変動国際研修センター（CITC）が ASEAN 地域の気候変動研修センターとして認知され、ネッ

トワーキングの基盤（プラットフォーム）として機能する。
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CITC により ASEAN 向け研修やセミナーが継続的に実施されれば、プロジェクト終了後 3 年

から 5 年以内に、上位目標が達成される見込みは十分にあると考えられる。ただし CITC の研修

管理能力については、さらなる向上の余地があり、今後も能力強化に向けた取り組みを継続的に

実施していくことが求められる。

プロジェクトの支援の下、タイ国内向けの研修実施のための仕組みとネットワークが構築され

たが、気候変動の世界的な潮流に適時に対応するための CITC の能力は、さらなる向上が求めら

れる。CB チーム職員は質の高い研修を実施するための技術と知識の習得に向けた多大な努力を

続けてきたが、現時点では ASEAN 関係者のさまざまなニーズに対応した研修を提供するための

十分な経験を有しているとはいい難い。CITC が継続的に研修を実施し、職員の知識や経験が蓄

積されていくことにより、ASEAN 諸国を対象とした研修センターとしての CITC の役割がより

広域に認知されていくことが期待される。

また、CITC は、実施した研修のモニタリング・評価を通じたサービス品質の向上と参加者の

満足度の向上への取り組みを重要視しており、ASEAN 諸国のそれぞれのニーズに合致した研修

を提供する努力は、今後より一層積極的に取り組まれる見込みである。

指　標 達成状況

1） ASEAN 開発途上諸国のニーズ

に対応した地域研修やセミナー

が CITC によって継続的に実施

される。

指標 1）については、ASEAN 向けの研修やセミナーの実

施を通じて、指標の達成のための取り組みが継続されて

いる。CITC の能力強化については、ASEAN 関係者向け

研修実施に向けて、さらなる能力強化を行う必要がある。

・ タイ国内・国外で開催された各種気候変動関連会議や

二国間会議の場の機会を利用して、JICA 専門家チーム

と TGO が CITC 及び CITC 活動に関する情報を発信し

ている。

・ 国内 / 国際機関、研究機関や大学などの関係者間のネッ

トワーク構築が進んでおり、プロジェクト期間終了後

にも継続的に ASEAN 諸国のニーズに沿った地域研修

を実施する基盤が整いつつある。

３－６　実施プロセス

JICA 専門家と C/P 職員間の日常的なコミュニケーションに問題はみられない。これは、中間

レビューの提言に対し、タイ側、日本側双方の努力によって改善されたものである。

３－７　貢献・阻害要因

プロジェクト実施における貢献・阻害要因については、以下の項目が挙げられる。

（1）貢献要因

タイ側の強力なオーナーシップがプロジェクトの円滑な実施に貢献している。TGO はプ

ロジェクト活動以外でも、研修施設の改修、広報・PR 資料の作成、グッズ等のデザインと

印刷、国内のワークショップ開催に係る諸経費、タイ国外のイベントへの参加、ネットワー
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キング活動に係る諸経費、e ラーニング構築、一部研修教材等作成などの予算を確保してお

り、CITC の活動に係るオーナーシップは非常に高いといえる。

（2）阻害要因

人材配置と能力開発は技術協力の最も重要な投入の一つであるが、本プロジェクトの直接

的な C/P である CB チーム以外の職員については、プロジェクト活動への直接的な参加が限

定的であったため、技術移転が十分に行われた職員数は限られ、プロジェクト活動実施のう

えでの阻害要因となった。
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第４章　5 項目評価に基づく評価結果

妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性の評価 5 項目については、「非常に高い」「高い」

「中程度」「低い」「非常に低い」という 5 段階の評価基準を用いて評価を行った。

４－１　妥当性：非常に高い

本プロジェクトは、タイの気候変動緩和・適応に関する関係者の能力強化を目的としている。

プロジェクトの内容とアプローチは、タイの国家政策、開発ニーズと合致しており、ASEAN 地

域の開発方針、わが国の対タイ協力方針とも整合していることから、プロジェクトの妥当性は「非

常に高い」と評価した。

（1）国家政策との整合性

本プロジェクトは、気候変動対策能力強化に関するタイの政策、及び戦略と一致してい

る。2014 年 9 月 12 日にタイ国首相より発表された国家政策（GRYHUQPHQW¶s State Policies）の

主要 10 項目のうち、「政策 7：ASEAN 共同体における役割と機会」の項目に ASEAN 地域

のネットワーク構築のための方針が記載されており、「政策 9：天然資源のセキュリティと

保全と持続可能な利用のバランスの維持」の項目に環境・気候変動対策の重要性が明記さ

れている。また、タイ政府は「第 11 次国家経済社会開発計画（1DWLRQDO (FRQRPLF DQG 6RFLDO 
'HYHORSPHQW 3ODQ：NESDP）2012-2016」において、「低炭素社会の実現」「持続的な成長の実

現」「温室効果ガスの排出削減」を掲げており、気候変動に関する能力強化は、現在策定中

の次期開発計画である「第 12 次国家経済社会開発計画 2017-2021」の優先課題の一つとして

国家経済社会開発委員会（NESDB）にも認識されている。さらに、タイの気候変動マスター

プランにおいては、三つの主要項目として、「気候変動への適応」「気候変動管理のための能

力開発」「GHG 排出削減と低炭素社会の推進」を掲げている。以上のことから、プロジェク

トの目的はタイの国家政策、計画と整合しているといえる。

（2）地域政策との整合性

東南アジア地域における気候変動緩和・適応のための情報共有と能力開発をめざす CITC
の役割は、「ASEAN ロードマップ（2009-2015）」の以下の記載、「平等性、柔軟性、有効性、

責任範囲、各個の能力に関する原則に基づいた緩和策・適応策の実施を通じて、ASEAN 諸

国における社会経済開発、保健・環境分野への気候変動の影響を含む、総合的な気候変動の

課題に対処するための地域間及び国際的な協力関係の強化」と合致している。また、「ASEAN
政治・安全保障共同体ブループリント 2025」においては、持続的な気候変動対策の戦略と

して、気候変動適応・緩和のための人材・組織能力開発が掲げられており、CITC の能力強

化を支援する本プロジェクトは ASEAN の地域政策とも整合している。

（3）日本国政府の援助政策との整合性

わが国の「対タイ王国国別援助方針（2012）」では、三つの重点分野の一つに、環境・気

候変動問題が含まれており、本プロジェクトの目的は日本の援助方針と合致している。また、

2014 年 9 月の国連気候変動サミットの本会議では、安倍総理大臣が「気候変動分野におい
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て合計 1 万 ����� 人の人材育成を支援する」ことを宣言しており、プロジェクトは同誓約と

も整合している。

４－２　有効性：高い

プロジェクトが目標とする CITC の能力強化は、成果 1 から成果 3 の達成により、当初プロ

ジェクトが計画していた水準で達成されている。国際的な潮流に合わせたカリキュラム開発や、

ASEAN 諸国を対象とした研修の実施に関する CITC 職員の能力はさらなる向上の余地があるも

のの、プロジェクト目標の指標は既に達成されており、プロジェクトによる支援の成果が十分に

確認されたことから、有効性は「高い」と評価した。

（1）プロジェクト目標の達成状況

「３－４ プロジェクト目標の達成状況」で述べたとおり、さらなる能力強化の推進が望ま

れるものの、プロジェクト目標の指標 1）と 2）は終了時評価時点で既に達成されている。

CITC のための研修管理、ロジスティクス、ナレッジシステムのための仕組みがプロジェク

トの支援の下で構築されており、関係機関とのネットワーク構築が大きく進展した。

研修実施のための各プロセスにおける作業手順は CITC に定着しており、CB チーム職員

は研修管理の経験を着実に蓄積してきた。また、研修実施に用いられる管理ツールが JICA
専門家により導入され、状況に応じた改訂を加えながら有効に活用されている。CB チーム

職員の能力開発については、プロジェクト活動への積極的な参加を通じた研修管理能力の向

上が確認された。研修教材やカリキュラムの開発、更新に向けた、国内外の気候変動関係機

関、研究機関や大学等とのネットワーク構築についても、確実な進展がみられる。

一方で、時々刻々と変化する気候変動関連のニーズに対応した研修カリキュラムの開発に

向けては、今後も継続的な取り組みが必要となる。CB チーム職員は、プロジェクトの残余

期間、及びプロジェクト終了後に計画されている国際研修の実施プロセスにおいて、研修管

理の実践経験を蓄積していくことが求められる。また、ASEAN 関係者向けの研修を継続実

施するためには、さらなるネットワークの拡大、強化を推進していくことが望まれる。

４－３　効率性：中程度

日本側投入（専門家派遣、機材の提供、本邦研修の実施、プロジェクト活動費）、タイ側投入

（C/P 職員の配置、専門家執務室の提供、プロジェクト活動費）ともに、おおむね適切に実施され、

各成果の達成に貢献した。しかしながら、タイ側関係者の一部からは日本人専門家の派遣タイミ

ングについて改善の指摘がなされた。また、タイ側が配置した C/P 職員のうち、直接プロジェク

ト活動に参加した職員数が限られたことが、技術移転の効率性を高めるうえでの課題として挙げ

られる。上記のとおり、日本側、タイ側双方の人員配置において、改善すべき課題がみられたこ

とから効率性は「中程度」と評価した。

（1）日本側投入の効率性

プロジェクトの実施においては、これまで長期専門家 1 名、短期専門家 9 名が派遣されて

おり、専門知識を生かしたプロジェクト活動を実施してきた。ただし、一部の C/P からは短

期専門家の派遣のタイミングをより適切に設定すべき、という意見も挙げられている（タイ
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側 C/P と短期専門家の双方にとって都合の良いスケジュールを調整することが難しかったた

めと考えられる。中間レビューにてこの点を指摘し、その後はより頻繁なコミュニケーショ

ンによって多少の改善がみられた）。供与機材は必要に応じて調達され、プロジェクト活動

の実施において効果的に活用され、CITC によって適切に管理されている。また、本邦研修は、

タイ側の関係者のスキルと知識の向上のために、これまでに 3 回実施され、延べ 27 名が参

加した。

（2）タイ側投入の効率性

人材配置と能力開発は技術協力の最も重要な投入の一つであるが、本プロジェクトの直接

的な C/P である、CB チーム職員に対しては十分な能力開発が行われた。タイ側は CB チー

ム以外の部からも C/P 職員を配置していたが、プロジェクト活動への直接的な参加は限定的

であった。よって、技術移転が十分に行われた職員数は限られたことが課題として挙げられ、

他部署の職員を巻き込むための日本側の積極的な働きかけと、タイ側による協力がさらに必

要であった。また、プロジェクトの実施に必要な設備と JICA 専門家のための執務スペース

は計画どおりタイ側によって提供されている。

４－４　インパクト：高い

CITC が ASEAN 向けの研修を継続的に実施し、CB チーム職員が国際的な研修の経験を蓄積し

ていくことで、CITC の「ASEAN 諸国を対象とした研修センター」としての役割が広域に認知さ

れることが期待される。上位目標の見込みが十分にあると考えられるため、インパクトは「高い」

と評価した。

（1）上位目標の達成の見通し

「３－５ 上位目標の達成見込み」で述べたとおり、プロジェクト終了後数年以内に上位目

標が達成される可能性は十分に高いといえる。プロジェクトの支援の下、タイ国内向け研

修実施のための仕組みが確立され、ネットワークの構築に大きな進展がみられた。しかし、

ASEAN 諸国向けの研修実施については、国際的な気候変動の潮流に適時に対応するための

さらなる能力強化が必要である。また、現時点では、CITC が ASEAN 関係者のための研修

を実施するための十分な経験を有しているとはいい難い。

CB チーム職員は研修管理能力の向上を図るとともに、研修実施後のモニタリング・評価

を通じた研修の品質向上と受講者の満足度向上に取り組んでおり、ASEAN 諸国のそれぞれ

のニーズに合致した研修を提供する努力は、今後も継続される見込みである。プロジェクト

終了後 3 〜 5 年以内に CITC が ASEAN 地域の気候変動研修センターとして認知され、ネッ

トワーキングの基盤として機能するためには、CITC は適切な作業設計と人員予算配分の下

で、ASEAN 諸国を対象としたプログラムを継続的に実施していくことが求められる。

４－５　持続性：高い

プロジェクト終了後にも十分な人材配置と予算配分が求められ、また C/P の継続的な能力強化

に対する取り組みが必要となるが、プロジェクトは既存の国家政策や地域政策と整合しており、

C/P の強いオーナーシップの下で積極的な活動の展開が継続されることが見込まれるため、持続
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性は「高い」と評価した。

（1）政策面

CITC のミッションは、2014 年 9 月にタイ首相によって発表された政府の国家政策に沿っ

たものである。また、タイ政府は気候変動に関する能力開発のための研修センターの重要性

を認識しており、CITC の ASEAN 共同体のための気候変動に関する知的ハブとしての役割

は、2015 年 12 月には 2015 年の MONRE の重要な成果の一つとして発表された。2015 年度

の MONRE アクションプランにおいては、CITC の対象が ASEAN 諸国を含むことについて

も明確に定められている。MONRE の 5 カ年計画（2016-2022）においても、TGO は NAMA
の推進や気候変動対策の能力開発にかかわる組織として指定されている。これらの政策や計

画は、プロジェクトの持続可能性に貢献するものであると考えられる。

（2）財政面

プロジェクト終了後も、CITC の強いオーナーシップの下で、タイの関係者や ASEAN 諸

国を対象とした能力強化活動は継続的に実施、改善されていく予定である。CITC が将来に

向けた明確な方向性をもっていることに加え、CITC の活動が政府の優先事項と整合してい

ることから、TGO による人員配置、予算配分といった財政面での後押しを受けながら活動

を継続していくことが期待される。

（3）組織面

タイ国内外において、気候変動関連の能力開発の重要性が増していくなかで、CITC の認

知度はタイ国内での研修実績を通じて向上している。しかし、常に変化するニーズに対応し、

適切に研修を開発、更新するためには、依然として課題も残る。CITC が適切な研修管理を

行うための仕組みは、プロジェクト実施期間中に既に確立されているものの、ASEAN 諸国

向けの研修を運営していくため CITC の経験は十分とはいい難い。今後の継続的な研修実施

により、CB チーム職員に経験が蓄積され、CITC の能力が向上していくことが組織面の持続

可能性の向上のための鍵となる。

（4）技術面

各 TGO 職員はそれぞれの専門知識を組織内で共有し、他部署間との共同作業を推進する

ことが奨励されている。この方針により、CB チーム外の TGO 職員はそれぞれの専門分野に

応じ、さまざまな形で CITC の活動にかかわってきた。ただし、TGO 職員は技術的な専門知

識を有している一方で、研修講師として効果的な指導を行うためのスキルは十分ではない。

CITC の内部資源を強化し、技術的な持続可能性を高めるためには、指導技術についても向

上させていく余地がある。

（5）CITC の研修運営に係る持続性

CITC は「気候変動緩和・適応に関する能力強化の推進」「気候変動緩和・適応に関する知

識の普及」及び「ネットワーキングプラットフォームの推進」といった三つの役割をもっ

ており、その対象範囲はタイの関係者のみならず、ASEAN 諸国の関係者も含まれている。
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CITC の研修運営に係る持続性を確保するためには、適切な作業計画に基づく、人的資源と

資金の配分を行うことが重要である。

４－６　結　論

本プロジェクトは、タイ国内、及び ASEAN 諸国関係者のニーズに応じた CITC のフォーカル

ポイントとしての TGO の能力強化をめざすものである。本プロジェクトは、タイの国家政策、

地域政策、及び日本政府の援助方針に沿ったものであり、プロジェクトの妥当性は「非常に高い」

と評価された。また、CITC のフォーカルポイントとしての TGO の能力強化については、プロジェ

クト目標が達成されているものの、さらなる継続的な改善の余地があるため有効性は「高い」と

判断された。一方、プロジェクトへの投入、特に人材配置に関していくつかの課題が観察された

ため、効率性は「中程度」と評価される。C/P の継続的な努力により上位目標の達成が十分に見

込まれることからプロジェクトのインパクトは「高い」と評価された。持続性については、十分

な人や予算配分と C/P の継続的な能力強化が必要ではあるものの、プロジェクトは既存の政策と

整合しており、タイ側による継続的な活動の展開が期待されることから「高い」と判断された。
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第５章　提言・教訓

プロジェクトの残余期間、及びプロジェクト完了後のさらなる改善のために、終了時評価団は

以下に示すとおり、提言をまとめた。

５－１　提　言

（1）CB チーム職員のさらなる能力強化

C/P はプロジェクト終了後も ASEAN 諸国向けの研修コース実施を含め、研修実施活動を

さらに拡大させることについて高い意欲をもっている。今後、タイや ASEAN 諸国の研修ニー

ズを調査し、研修コースの具体的な計画に反映し、適正な予算や人材配置の下で研修を実施

することを計画している。今後、より良い研修の成果を残すため、以下に係る CITC 職員の

さらなる能力強化が推奨される。

①　 気候変動分野の国際的潮流に沿った新たな研修課題に対応した研修カリキュラムの開

発

②　 社会経済的状況や環境の多様性を考慮した研修ニーズ評価を含めた ASEAN 諸国向け

の研修管理について、さらなる能力向上

③　 研修コースのモニタリングと評価による、研修の質と研修員の満足度向上

（2）ネットワークのさらなる拡大

ネットワーキングのプラットフォームとしての役割を強化するため、継続的にタイ国内外

のさまざまな関係機関とのネットワークを拡大することが強く推奨される。

５－２　教　訓

2010 年から 2012 年にかけて実施した「タイ王国温室効果ガスの削減に係る組織能力強化プロ

ジェクト」は、2007 年に新設された TGO と JICA の協力関係の下で実施された。同プロジェク

トに引き続いて、2013 年 6 月より東南アジア地域における気候変動緩和と適応の能力開発を目

的とした本プロジェクトが実施されている。C/P である TGO は、これら二つのフェーズを通じて、

気候変動に関するダイナミックな環境下での幅広い関係者の多様なニーズに対応を続けており、

それにより着実に発展を遂げてきている。本プロジェクトは、C/P の強い意志と、JICA 専門家の

尽力や専門性により、TGO と関係者の能力向上に多大な貢献をしてきたといえる。

これらは、JICA の技術支援の下、C/P のリーダーシップ、とりわけ継続的な能力向上に向けた

高い志と、品質保証と顧客満足へのこだわりによって、C/P のビジョンとミッションの大部分が

実現された事例といえる。C/P 機関の基本理念は、能力開発に向けた協力計画の策定と事業実施

を検討するうえで重要な要素の一つであり、他の類似案件にも適用可能な教訓である。

５－３　団長所感

本プロジェクトは、「タイ国内及び ASEAN 開発途上国のニーズに合致した研修プログラム

が開発され、TGO の CITC のフォーカルポイントとしての能力が強化される」ことを目標とし

て 2013 年 6 月より開始され、2016 年 5 月の終了を前に、今回、終了時評価を迎えたものであ

る。本プロジェクトは、その支援によって設立・機能強化された CITC が、タイ国内のみならず
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ASEAN 開発途上諸国への裨益をめざす点に、その特徴があるといえる。

本評価調査は、これまでの活動の実績、プロジェクト目標や成果の達成状況等を確認するとと

もに、CITC の発展に向けた提言を行うことを基本方針として実施した。調査を通じ、専門家チー

ムの支援の下、タイ国内向け研修が CITC により確実に実施され、また ASEAN 開発途上国向け

研修開催に向けた準備も進められており、これらを通じて CITC の研修センターとしての能力が

着実に強化されていることが確認された。2010 年〜 2012 年に実施した「タイ王国温室効果ガス

の削減に係る組織能力強化プロジェクト」及び本案件による TGO への継続的な支援が、人材育

成拠点整備における成果を確実に残しつつあると考えられる。

また協議を通じ、今後 CITC がタイ国内向け及び ASEAN 向け研修において高い成果を残して

いくために、気候変動対策分野の国際的潮流に沿って新たに発生する研修ニーズへの迅速な対応

能力の強化、及び ASEAN 向け研修実施機関としての経験・知見の蓄積やさらなる能力強化が求

められることについて先方との共通認識に至り、これについては合同評価報告書の提言として合

意した。

限られた調査期間であったが、協議全体を通じて、先方関係者のプロジェクトに対する非常に

高いオーナーシップと、CITC がタイ国内及び ASEAN 向けに質の高い研修を提供することにつ

いての強い使命感が感じられた。残り協力期間を含めた今後の継続的な取り組みにより、CITC
がタイ国内向け及び ASEAN 向け研修機関として大きく発展することを期待したい。
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２．終了時評価に使用した PO
３．評価グリッド

４．日本側投入実績

５．タイ側投入実績

６．研修実施進捗状況

７．主要面談者リスト

８．署名済み協議議事録



－ 29 －

１．終了時評価に使用した PDM

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ

ザ
イ
ン

・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス



Pl
an

 o
f O

pe
ra

tio
n 

<
HD

U
:

RU
N 

,WH
P

Ju
n

Ju
l

A
ug

6H
S

O
ct

N
ov

D
ec

Ja
n

)H
E

0
DU

$
SU

M
ay

Ju
n

Ju
l

A
ug

6H
S

O
ct

N
ov

D
ec

Ja
n

)H
E

0
DU

$
SU

M
ay

Ju
n

Ju
l

A
ug

6H
S

O
ct

N
ov

D
ec

Ja
n

)H
E

0
DU

$
SU

M
ay

Ju
n

M
on

th
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
13

14
15

16
17

18
19

20
21

22
23

24
25

26
27

28
29

30
31

32
33

34
35

36
37

࠙
B-

ࠚ4

6H
W X

S 
LQV

WLW
XW

LR
QD

O I
UD

P
HZ

RU
N 

RI
 WK

H 
&

,T
&

࠙
B-

ࠚ5

&
RQ

GX
FW

 Q
HH

GV
 D

VV
HV

VP
HQ

W R
Q 

WD
UJ

HW
 J

UR
XS

V L
Q 

TK
DLO

DQ
G 

DQ
G 

$
6(

$
1

IR
FD

O S
RL

QW
V R

I F
OLP

DW
H 

FK
DQ

JH
,G

HQ
WLI

\ 
WUD

LQL
QJ

 UH
VR

XU
FH

V
࠙

B-
ࠚ8

'
HY

HOR
S 

WUD
LQL

QJ
 F

XU
ULF

XOX
P

 D
QG

 WU
DLQ

JQ
 P

DW
HU

LDO
V

࠙
B-

ࠚ9

6W
UH

QJ
WK

HQ
 LQ

IR
UP

DW
LR

Q 
P

DQ
DJ

HP
HQ

W V
\V

WH
P

 E
\ 

GH
YH

OR
SL

QJ
 /

&
6

LQI
RU

P
DW

LR
Q 

NQ
RZ

OHG
JH

 S
ODW

IR
UP

 D
QG

 Z
HE

VLW
H

࠙
B-

10
ࠚ

'
HY

HOR
S 

DQ
G 

&
RQ

GX
FW

 &
RP

SU
HK

HQ
VLY

H 
&

RX
UV

H 
RQ

 /
RZ

 &
DU

ER
Q 

6R
FLH

W\
࠙

D-
ࠚ6

'
HY

HOR
S 

DQ
G 

&
RQ

GX
FW

 &
RP

SU
HK

HQ
VLY

H 
&

RX
UV

H 
RQ

 G
+

G
 ,Q

YH
QW

RU
\

0
RQ

LWR
ULQ

J 
RI

 F
DS

DF
LW\

 G
HY

HOR
SP

HQ
W S

UR
JU

HV
V

࠙
D-

ࠚ6

3U
HS

DU
DW

LR
Q 

DQ
G 

,P
SO

HP
HQ

WD
WLR

Q 
RI

 T
UD

LQL
QJ

 LQ
 -D

SD
Q

࠙
D-

ࠚ7

'
HY

HOR
S 

VS
HF

LILF
 WU

DLQ
LQJ

 F
RX

UV
H 

IR
U $

6(
$

1
 G

HY
HOR

SL
QJ

 F
RX

QW
ULH

V E
DV

HG
RQ

 WK
H 

QH
HG

V D
VV

HV
VP

HQ
W

࠙
B-

ࠚ6

O
UJ

DQ
L]H

 Z
RU

NV
KR

S 
WR

 VK
DU

H 
WK

H 
NQ

RZ
OHG

JH
 D

QG
 H

[S
HU

LHQ
FH

V R
Q 

FOL
P

DW
H

FK
DQ

JH
 Z

LWK
 IR

FD
O S

HU
VR

QV
 R

I F
OLP

DW
H 

FK
DQ

JH
 LQ

 $
6(

$
1

 G
HY

HOR
SL

QJ
FR

XQ
WUL

HV

&
RQ

GX
FW

 -R
LQW

 &
RR

UG
LQD

WLQ
J 

&
RP

P
LWW

HH
 D

QG
 6

WH
HU

LQJ
 &

RP
P

LWW
HH

&
RQ

GX
FW

 F
DS

DF
LW\

 D
VV

HV
VP

HQ
W I

RU
 T

G
O

 VW
DI

I
࠙

B-
11

ࠚ

3U
HS

DU
DW

LR
Q 

RI
 3

UR
JU

HV
V 5

HS
RU

W �
1

R�
� 

WR
 1

R�
��

࠙
D-

10
ࠚ

0
LG

�WH
UP

 UH
YLH

Z
 D

QG
 T

HP
LQD

O H
YD

OXD
WLR

Q
࠙

E-
ࠚ3

3U
HS

DU
H 

3U
RM

HF
W &

RP
SO

HW
LR

Q 
5H

SR
UW

/H
JH

QG
V：
　
　
　
　
　
　
　

:
RU

N 
LQ

 T
KD

LOD
QG

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

$F
WLY

LWL
HV

 LQ
 -D

SD
Q

6X
EP

LVV
LR

Q 
RI

 WK
H 

5H
SR

UWV

20
15

20
16

3U
HS

DU
DW

LR
Q 

Z
RU

N 
DQ

G 
UH

SR
UWL

QJ

(O
ut

pu
t 1

) P
re

pa
ra

tio
n 

fo
r 

es
ta

bl
is

hm
en

t o
f C

IT
C

 th
ro

ug
h 

co
lla

bo
ra

tio
n 

am
on

g 
TG

O
 a

nd
 r

el
ev

an
t o

rg
an

iz
at

io
ns

(O
ut

pu
t 2

) I
m

pl
em

en
ta

tio
n 

of
 tr

ai
ni

ng
s 

on
 c

lim
at

e 
ch

an
ge

 m
iti

ga
tio

n/
 a

da
pt

at
io

n

(O
ut

pi
t 3

) C
ap

ac
ity

 d
ev

el
op

m
en

t p
ro

gr
am

 o
n 

m
iti

ga
tio

n/
 a

da
pt

at
io

n 
sh

ar
ed

 a
m

on
g 

A
SE

A
N 

de
ve

lo
pi

ng
 c

ou
nt

ri
es

20
13

20
14

－ 30 －



Pl
an

 o
f O

pe
ra

tio
n 

<
HD

U
:

RU
N 

,WH
P

Ju
n

Ju
l

A
ug

6H
S

O
ct

N
ov

D
ec

Ja
n

)H
E

0
DU

$
SU

M
ay

Ju
n

Ju
l

A
ug

6H
S

O
ct

N
ov

D
ec

Ja
n

)H
E

0
DU

$
SU

M
ay

Ju
n

Ju
l

A
ug

6H
S

O
ct

N
ov

D
ec

Ja
n

)H
E

0
DU

$
SU

M
ay

Ju
n

M
on

th
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
13

14
15

16
17

18
19

20
21

22
23

24
25

26
27

28
29

30
31

32
33

34
35

36
37

࠙
B-

ࠚ4

6H
W X

S 
LQV

WLW
XW

LR
QD

O I
UD

P
HZ

RU
N 

RI
 WK

H 
&

,T
&

࠙
B-

ࠚ5

&
RQ

GX
FW

 Q
HH

GV
 D

VV
HV

VP
HQ

W R
Q 

WD
UJ

HW
 J

UR
XS

V L
Q 

TK
DLO

DQ
G 

DQ
G 

$
6(

$
1

IR
FD

O S
RL

QW
V R

I F
OLP

DW
H 

FK
DQ

JH
,G

HQ
WLI

\ 
WUD

LQL
QJ

 UH
VR

XU
FH

V
࠙

B-
ࠚ8

'
HY

HOR
S 

WUD
LQL

QJ
 F

XU
ULF

XOX
P

 D
QG

 WU
DLQ

JQ
 P

DW
HU

LDO
V

࠙
B-

ࠚ9

6W
UH

QJ
WK

HQ
 LQ

IR
UP

DW
LR

Q 
P

DQ
DJ

HP
HQ

W V
\V

WH
P

 E
\ 

GH
YH

OR
SL

QJ
 /

&
6

LQI
RU

P
DW

LR
Q 

NQ
RZ

OHG
JH

 S
ODW

IR
UP

 D
QG

 Z
HE

VLW
H

࠙
B-

10
ࠚ

'
HY

HOR
S 

DQ
G 

&
RQ

GX
FW

 &
RP

SU
HK

HQ
VLY

H 
&

RX
UV

H 
RQ

 /
RZ

 &
DU

ER
Q 

6R
FLH

W\
࠙

D-
ࠚ6

'
HY

HOR
S 

DQ
G 

&
RQ

GX
FW

 &
RP

SU
HK

HQ
VLY

H 
&

RX
UV

H 
RQ

 G
+

G
 ,Q

YH
QW

RU
\

0
RQ

LWR
ULQ

J 
RI

 F
DS

DF
LW\

 G
HY

HOR
SP

HQ
W S

UR
JU

HV
V

࠙
D-

ࠚ6

3U
HS

DU
DW

LR
Q 

DQ
G 

,P
SO

HP
HQ

WD
WLR

Q 
RI

 T
UD

LQL
QJ

 LQ
 -D

SD
Q

࠙
D-

ࠚ7

'
HY

HOR
S 

VS
HF

LILF
 WU

DLQ
LQJ

 F
RX

UV
H 

IR
U $

6(
$

1
 G

HY
HOR

SL
QJ

 F
RX

QW
ULH

V E
DV

HG
RQ

 WK
H 

QH
HG

V D
VV

HV
VP

HQ
W

࠙
B-

ࠚ6

O
UJ

DQ
L]H

 Z
RU

NV
KR

S 
WR

 VK
DU

H 
WK

H 
NQ

RZ
OHG

JH
 D

QG
 H

[S
HU

LHQ
FH

V R
Q 

FOL
P

DW
H

FK
DQ

JH
 Z

LWK
 IR

FD
O S

HU
VR

QV
 R

I F
OLP

DW
H 

FK
DQ

JH
 LQ

 $
6(

$
1

 G
HY

HOR
SL

QJ
FR

XQ
WUL

HV

&
RQ

GX
FW

 -R
LQW

 &
RR

UG
LQD

WLQ
J 

&
RP

P
LWW

HH
 D

QG
 6

WH
HU

LQJ
 &

RP
P

LWW
HH

&
RQ

GX
FW

 F
DS

DF
LW\

 D
VV

HV
VP

HQ
W I

RU
 T

G
O

 VW
DI

I
࠙

B-
11

ࠚ

3U
HS

DU
DW

LR
Q 

RI
 3

UR
JU

HV
V 5

HS
RU

W �
1

R�
� 

WR
 1

R�
��

࠙
D-

10
ࠚ

0
LG

�WH
UP

 UH
YLH

Z
 D

QG
 T

HP
LQD

O H
YD

OXD
WLR

Q
࠙

E-
ࠚ3

3U
HS

DU
H 

3U
RM

HF
W &

RP
SO

HW
LR

Q 
5H

SR
UW

/H
JH

QG
V：
　
　
　
　
　
　
　

:
RU

N 
LQ

 T
KD

LOD
QG

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

$F
WLY

LWL
HV

 LQ
 -D

SD
Q

6X
EP

LVV
LR

Q 
RI

 WK
H 

5H
SR

UWV

20
15

20
16

3U
HS

DU
DW

LR
Q 

Z
RU

N 
DQ

G 
UH

SR
UWL

QJ

(O
ut

pu
t 1

) P
re

pa
ra

tio
n 

fo
r 

es
ta

bl
is

hm
en

t o
f C

IT
C

 th
ro

ug
h 

co
lla

bo
ra

tio
n 

am
on

g 
TG

O
 a

nd
 r

el
ev

an
t o

rg
an

iz
at

io
ns

(O
ut

pu
t 2

) I
m

pl
em

en
ta

tio
n 

of
 tr

ai
ni

ng
s 

on
 c

lim
at

e 
ch

an
ge

 m
iti

ga
tio

n/
 a

da
pt

at
io

n

(O
ut

pi
t 3

) C
ap

ac
ity

 d
ev

el
op

m
en

t p
ro

gr
am

 o
n 

m
iti

ga
tio

n/
 a

da
pt

at
io

n 
sh

ar
ed

 a
m

on
g 

A
SE

A
N 

de
ve

lo
pi

ng
 c

ou
nt

ri
es

20
13

20
14

プ
ラ

ン
・

オ
ブ

・
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

（
PO

）

－ 31 －

２．終了時評価に使用した PO



 
ホ

౯
ࢢ

ࣜ
ࢵ

ࢻ
 

1 
 

タ
イ

⋤
ᅜ

 ᮾ
༡
ア

ジ
ア

ᆅ
ᇦ
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
⦆

࿴
࣭

㐺
ᛂ

⬟
ຊ

ᙉ
໬

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

,� 
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ࡢ
㐩
ᡂ

≧
ἣ

 
ㄪ

ᰝ
㡯
┠

 
ᣦ

ᶆ
࣭
☜

ㄆ
㡯

┠
 

ㄪ
ᰝ

⤖
果

 
኱

㡯
┠

 
ᑠ

㡯
┠

 

��
ᢞ

ධ
ࡢ

ᐇ
᪋

≧
ἣ

 
᪥

ᮏ
ഃ

ᢞ
ධ

ࠝ
ᑓ

㛛
ᐙ

ὴ

㐵
ࠊ
機
ᮦ
౪
୚
ࠊ
カ
࢘
ン
タ

ー
ࣃ

ー
ト

（
C

/P
）

◊
ಟ

ࠊ

ண
⟬
ࠞ
ࡣ
ィ
⏬
࡝
࠾
ࡾ
ᐇ
᪋

ࡉ
ࢀ
࡚
࠸
ࡿ
࠿
㸽

 

1）
ᑓ

㛛
ᐙ

ὴ
㐵

 
㛗

ᮇ
ᑓ

㛛
ᐙ

ࠊ
▷

ᮇ
ᑓ

㛛
ᐙ

 
 

20
13

ᖺ
7
᭶

࠿
ࡽ

㛗
ᮇ

ᑓ
㛛

ᐙ
1
ྡ

ࡀ
ὴ

㐵
ࡉ

ࢀ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
 

 
▷

ᮇ
ᑓ

㛛
ᐙ

9
ྡ

ࡀ
ὴ

㐵
ࡉ

ࢀ
࡚

࠾
ࡾ

ࠊ
᪥

ᮏ
ཬ

ࡧ
タ

イ
࡛

ࡢ
ᴗ

ົ
ࡢ

合
ィ

53
.6

M
M
（

20
15

ᖺ
10

᭶
ᮎ

ࡲ
࡛

）
࡛

࠶
ࡗ

ࡓ
ࠋ
▷

ᮇ
ᑓ

㛛
ᐙ

ࡢ
ᢸ

ᙜ
ศ

㔝
ࡣ

ࠊ
ձ

総
ᣓ

�
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
ᑐ

⟇
ࠊ
ղ

ప
Ⅳ

⣲
㛤

Ⓨ
ࠊ1

ճ
ప

Ⅳ
⣲

㛤
Ⓨ

2�
⦆

࿴
⟇

2�
◊
ಟ

ィ

⏬
ࠊ3

մ
温

室
効

果
ガ

ス
（

G
H

G
）

イ
ン

ベ
ン

ト
ࣜ

ࠊ
յ

㐺
ᛂ

⟇
�
⦆

࿴
⟇

ࠊ1
ն

◊
ಟ

ィ
⏬

ࠊ1
շ

◊
ಟ

ィ
⏬

2�
◊

ಟ
マ

ࢿ
ジ

࣓
ン

ト
ࠊ2

ո
ᴗ

ົ
ㄪ

ᩚ
�
◊

ಟ
マ

ࢿ
ジ

࣓
ン

ト
ࠊ1

չ
ࣅ

ジ
ࢿ

ス
プ

ラ
ン

స
ᡂ

࡛
࠶

ࡿ
ࠋ

 

2）
ᮏ

㑥
◊

ಟ
 

 
ࡇ

ࢀ
ࡲ

࡛
࡟

ᮏ
㑥

◊
ಟ

ࡀ
3
ᅇ

ᐇ
᪋

ࡉ
ࢀ
ࠊ

ᘏ
࡭

27
ྡ

ࡀ
ཧ

ຍ
ࡋ

ࡓ
ࠋ

 
 

➨
1
ᅇ

ᮏ
㑥

◊
ಟ

ࠝ
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
ᅜ

㝿
◊

ಟ
ࢭ

ン
タ

ー
（

C
IT

C
）

୍
⯡

⫋
ဨ

ࡀ
ཧ

ຍ
ࡍ

ࡿ
୍

⯡
◊

ಟ
：ࠞ

ཧ
ຍ

⪅
9
ྡ

�
20

13
ᖺ

11
᭶

25
᪥

㹼
12

᭶
7
᪥

 
 

➨
2
ᅇ

ᮏ
㑥

◊
ಟ
ࠝ

タ
イ

ᅜ
ᐙ
温

室
効

果
ガ

ス
管

理
機

構
（

TG
O
）
理

஦
఍

࣓
ン

バ
ー

➼
ࡢ

ཧ
ຍ

ࡍ
ࡿ

‽
㧗

⣭
◊

ಟ
：ࠞ

ཧ

ຍ
⪅

6
ྡ

�
20

14
ᖺ

1
᭶

15
᪥

㹼
1
᭶

22
᪥

 
 

➨
3
ᅇ

ᮏ
㑥

◊
ಟ

（
TG

O
⫋

ဨ
࡜

タ
イ

ࡢ
ᆅ

᪉
政

府
࣭

኱
Ꮫ

➼
㛵

ಀ
⪅

）
：

12
ྡ

�
20

15
ᖺ

1
᭶

19
᪥

㹼
1
᭶

30
᪥

 

3）
㈨

機
ᮦ

౪
୚

 
 

ス
࢟

ャ
ナ

ー
 1

ྎ
ࠊ

ࣀ
ー

ト
 P

C
2
ྎ

ࠊ
LC

D
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 1
ྎ

ࠊ
㟁

Ꮚ
ⓑ

ᯈ
 1

ྎ
ࠊ

V
D

C
ࣞ

コ
ー

ࢲ
ー

 1
ྎ

ࠊ

ࢸ
ࣞ

ࣅ
ࣔ

ࢽ
タ

ー
 2

ྎ
ࡀ

౪
୚

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࠋ
ㄪ

㐩
㔠

㢠
ࡢ

合
ィ

ࡣ
29

୓
8,

00
0
バ

ー
ࢶ

（
⣙

10
2
୓

2,
73

6
෇

1 ）
ࠋ

 

4）
⌧

ᆅ
ά

ື
㈝

 
 

合
ィ

࡛
1,

36
1
୓

7,
00

0
バ

ー
ࢶ

（
⣙

4,
67

3
୓

3,
54

4
෇

）
ࡀ

ࠊ
⌧

ᆅ
ά

ື
㈝

࡜
ࡋ

࡚
ᨭ

ฟ
ࡉ

ࢀ
ࡓ

ࠋ
 

タ
イ

ഃ
ᢞ

ධ
（

ே
ဨ

ࠊ
ᘓ

≀
࣭
᪋
タ
ࠊ
ண
⟬
）
ࡣ
ィ
⏬

࡝
࠾

ࡾ
ᐇ

᪋
ࡉ

ࢀ
࡚

࠸
ࡿ

࠿
㸽

 

1）
C

/P
ࡢ

ே
ᮦ

㓄
置

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
࣭
ࢹ

࢕
ࣞ

ク
タ
ー

1
ྡ

ࠊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
࣭
マ

ࢿ
ジ

ャ
ー

1
ྡ

ࠊ
C

/P
⫋

ဨ
17

ྡ
（

࠺
ࡕ

C
B
ࢳ

ー
ム

ṇ
つ

⫋
ဨ

6
ྡ

）
ࡀ

㓄
置

ࡉ
ࢀ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ

 

2）
᪋

タ
࣭

タ
ഛ

 
 

JI
C

A
ᑓ

㛛
ᐙ

ࡢ
ᇳ

ົ
ス

࣌
ー

ス
ࡀ

ࠊ
タ

イ
政

府
合

ྠ
庁

舎
ࡢ

TG
O
஦

ົ
ᡤ

内
࡟

タ
置

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࠋ
ࡲ

ࡓ
ࠊ
஦

ົ
ᡤ

ഛ
ရ

ࠊ
ᘓ

≀
タ

ഛ
ࠊ

୪
ࡧ

࡟
ᚲ

せ
࡟

ᛂ
ࡌ

࡚
ࢭ

ミ
ナ

ー
ࠊ

఍
㆟

㛤
ദ

ሙ
ᡤ

ࡀ
ᥦ

౪
ࡉ

ࢀ
ࡓ

ࠋ
 

3）
ロ

ー
カ

ࣝ
コ

ス
ト

 
 

TG
O
ཬ

ࡧ
C

IT
C
ࡢ

ண
⟬

（
ᐇ

㝿
ࡢ

ᇳ
⾜

㢠
）

ࡣ
௨

ୗ
ࡢ

࡜
࠾

ࡾ
ࠋ

 
（

༢
位

：
タ

イ
バ

ー
ࢶ

）
 

఍
ィ

ᖺ
ᗘ

（
10

᭶
㹼

9
᭶

）
 

TG
O
ண

⟬
 

C
IT

C
ண

⟬
 

20
14

ᖺ
ᗘ

�
（

20
13

ᖺ
10

᭶
㹼

20
14

ᖺ
9
᭶

）
 

13
3,

07
1,

19
9 

 
8,

51
5,

48
7 

 
20

15
ᖺ

ᗘ
* 

 （
20

14
ᖺ

10
᭶

㹼
20

15
ᖺ

9
᭶

）
 

12
5,

38
9,

71
0 

 
11

,1
04

,6
04

  
（
㸨
）
ᬻ

ᐃ
㔠

㢠
 

��
ᡂ

果
ࡢ

㐩
ᡂ

≧
ἣ

 
ᡂ

果
 �

 
TG

O
࡜

㛵
ಀ

機
㛵

ࡢ
༠

ຊ
1-

1.
 

C
IT

C
ࡢ

⤌
⧊

図
ࠊ
⥘

㡿
ࠊ
㓄

ศ
ࡉ

ࢀ
ࡿ

ண
⟬

ࡀ
C

IT
C

ࡢ

ᣦ
ᶆ

1-
1
ࡣ

㐩
ᡂ

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࠋ

 
 

20
15

ᖺ
2
᭶

࡟
㛤

ദ
ࡉ

ࢀ
ࡓ

➨
3
ᅇ

合
ྠ

ㄪ
ᩚ

ጤ
ဨ

఍
（

JC
C
）

࡟
࠾

࠸
࡚

ᢎ
ㄆ

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࣅ

ジ
ࢿ

ス
プ

ラ
ン

ࡢ
᭱

᪂
∧

࡟
ࠊ

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
1  1

バ
ー
ࢶ
㸻

3.
43

2
෇
（

JI
C

A
⤫

ไ
ࣞ
ー
ト

20
15

ᖺ
12

᭶
）

 

－ 32 －

３．評価グリッド



 
ホ

౯
ࢢ

ࣜ
ࢵ

ࢻ
 

2 
 

ㄪ
ᰝ

㡯
┠

 
ᣦ

ᶆ
࣭
☜

ㄆ
㡯

┠
 

ㄪ
ᰝ

⤖
果

 
኱

㡯
┠

 
ᑠ

㡯
┠

 

ࢆ
㏻

ࡌ
࡚

C
IT

C
タ

❧
ࡢ

‽

ഛ
ࡀ
࡞
ࡉ
ࢀ
ࡿ
ࠋ

 
ᩥ

᭩
࡟

グ
㍕

ࡉ
ࢀ

ࡿ
ࠋ

 
C

IT
C
ࡢ

⤌
⧊

図
ࠊ

ά
ື

ィ
⏬

ࠊ
ᡓ

␎
ࠊ

サ
ー

ࣅ
ス

内
ᐜ

ࠊ
཰

┈
ィ

⏬
ࡀ

᫂
グ

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࠋ

 
 

TG
O
ࡼ

ࡾ
㓄

㈿
ࡉ

ࢀ
ࡿ

C
IT

C
ࡢ

ண
⟬

࡟
ࡘ

࠸
࡚

ࡣ
ࠊ

TG
O
ࡢ

ᖺ
ᗘ

ண
⟬

ィ
⏬

࡟
グ

ࡉ
ࢀ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ

 

1-
2.

 
࢘

ェ
ࣈ

サ
イ

ト
࡟

ࡼ
ࡿ

᝟
ሗ

ఏ
㐩

ࡍ
ࡿ

ࡓ
ࡵ

ࡢ
▱

㆑
プ

ラ

ࢵ
ト

ࣇ
࢛

ー
ム

ࡀ
☜

❧
ࡉ

ࢀ

ࡿ
ࠋ

 

ᣦ
ᶆ

1-
2
ࡣ

㐩
ᡂ

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࠋ

 
 

TG
O

ࡣ
C

IT
C

࣏
ー

タ
ࣝ

サ
イ

ト
ࡢ

内
ᐜ
ࢆ

⥅
⥆

ⓗ
࡟

᭦
᪂

ࡋ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
୺

࡞
内

ᐜ
ࡣ

ࠊ
ձ

◊
ಟ

カ
ࣜ

࢟
ࣗ

ラ
ム

࡜
ᐇ

᪋

ス
ࢣ

ジ
ࣗ

ー
ࣝ

ࠊ
ղ

C
IT

C
イ

ベ
ン

ト
࡟

㛵
ࡍ

ࡿ
᝟

ሗ
ࠊ
ճ

イ
ベ

ン
ト

ࡢ
ᵝ

Ꮚ
ࡸ

ཧ
ຍ

⪅
イ

ン
タ

ࣅ
ࣗ

ー
ࡢ

ࣅ
ࢹ

オ
ス

ト
ࣜ

ー
ミ

ン
ࢢ

㓄
ಙ

࡜
࡞

ࡗ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
࢘

ェ
ࣈ
サ

イ
ト

ࡢ
コ

ン
ࢸ

ン
ࢶ

ࡣ
௒

ᚋ
ࡶ

ࡉ
ࡽ

࡟
඘

ᐇ
ࡉ

ࢀ
ࡿ

ぢ
㎸

ࡳ
࡛

࠶
ࡿ

ࠋ
 

 
e
ラ

ー
ࢽ

ン
ࢢ

ࢩ
ス

ࢸ
ム

ࡢ
タ

ィ
ཬ

ࡧ
ࣔ

ジ
ࣗ

ー
ࣝ

㛤
Ⓨ

ィ
⏬

࡟
㛵

ࡍ
ࡿ

఍
合

ࠊ
༠

㆟
ࢆ

⾜
࠸

ࠊ
20

15
ᖺ

ᮎ
࡟

e
ラ

ー
ࢽ

ン

ࢢ
ࢩ

ス
ࢸ

ム
ࡀ

᏶
ᡂ

ࡋ
ࡓ

ࠋ
TG

O
ࡣ

JI
C

A
ᑓ

㛛
ᐙ

ࡢ
ᢏ

⾡
ⓗ

࡞
ຓ

ゝ
ࢆ

ཷ
ࡅ

ࡘ
ࡘ

ࠊ
⮬

ᕫ
ண

⟬
࡛

ࢩ
ス

ࢸ
ム

タ
ィ

ࠊ
㐠

⏝

ᡭ
ἲ

ࡢ
構

⠏
ࠊ

ᨵ
ၿ

ࢆ
⾜

ࡗ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
 

1-
3.

 
≉

ᐃ
ࡢ

◊
ಟ

プ
ロ

ࢢ
ラ

ム
࡟

ࡘ
࠸

࡚
◊

ಟ
ᩍ

ᮦ
（

タ
イ

ㄒ

ཬ
ࡧ

ⱥ
ㄒ

）
ࡀ

㛤
Ⓨ

ࡉ
ࢀ

ࡿ
ࠋ

ᣦ
ᶆ

1-
3
ࡣ

㐩
ᡂ

ࡉ
ࢀ

ࡿ
ぢ

㎸
ࡳ

ࠋ
 

 
◊

ಟ
ᩍ

ᮦ
ࠊ

ࡶ
ࡋ

ࡃ
ࡣ

プ
ࣞ

ࢮ
ン

ࢸ
ー

ࢩ
ࣙ

ン
㈨

ᩱ
ࡀ

୐
ࡘ

ࡢ
コ

ー
ス

࡟
ࡘ

࠸
࡚

స
ᡂ

῭
ࡳ

࡛
࠶

ࡿ
ࠋ

 
 

⤊
஢

᫬
ホ

౯
᫬

Ⅼ
࡛

A
SE

A
N

ྥ
ࡅ

ࡢ
3
コ

ー
ス

࡟
ࡘ

࠸
࡚

ࡣ
◊

ಟ
ᩍ

ᮦ
ࡢ

స
ᡂ

୰
࡛

࠶
ࡿ

ࡀ
ࠊ

ࡇ
ࢀ

ࡽ
ࡢ

◊
ಟ

ᩍ
ᮦ

ࡣ

20
16

ᖺ
2
᭶

ࡲ
࡛

࡟
᏶

஢
ࡍ

ࡿ
ண

ᐃ
࡜

࡞
ࡗ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ

 
 

◊
ಟ

コ
ー

ス
ᑐ

㇟
�
◊

ಟ
ྡ

 
◊

ಟ
カ

ࣜ
࢟

ࣗ
ラ

ム
⟇

ᐃ
≧

ἣ
 

G
H

G
イ

ン
ベ

ン
ト

ࣜ
管

理
 

タ
イ
୰
ኸ
政
府
ࡢ
ᐇ
ົ
⪅
コ
ー
ス

  
᏶
஢
（
ⱥ
ㄒ
ࠊ
タ
イ
እ
㒊
ᑓ
㛛
ᐙ
࡟
ࡼ
ࡾ
⟇
ᐃ
）

 
タ
イ
ᆅ
᪉
政
府
ࡢ
ᐇ
ົ
⪅
コ
ー
ス

 
ᘏ
ᮇ
（
ᑗ
᮶
᳨
ウ
）

 
A

SE
A

N
୰
ኸ
政
府
ࡢ
ᐇ
ົ
⪅
コ
ー
ス

 
㛤
Ⓨ
ண
ᐃ

 
A

SE
A

N
ᆅ
᪉
政
府
ࡢ
ᐇ
ົ
⪅
コ
ー
ス

 
㛤
Ⓨ
ண
ᐃ

 
ప

Ⅳ
⣲

࡛
ࣞ

ジ
ࣜ

࢚
ン

ト
࡞

♫
఍

㛤
Ⓨ

 
タ
イ
୰
ኸ
政
府
ࡢ
ᖿ
㒊
コ
ー
ス

 
᏶
஢
（
ᩍ
⛉
᭩
タ
イ
ㄒ
ࠊ
プ
ࣞ
ࢮ
ン
㈨
ᩱ
ⱥ
࣭
タ
イ
ㄒ
）

 
タ
イ
୰
ኸ
政
府
ࡢ
ᐇ
ົ
⪅
コ
ー
ス

 
᏶
஢
（
ᩍ
⛉
᭩
タ
イ
ㄒ
ࠊ
プ
ࣞ
ࢮ
ン
㈨
ᩱ
ⱥ
࣭
タ
イ
ㄒ
）

 
タ
イ
ᆅ
᪉
政
府
ࡢ
ᐇ
ົ
⪅
コ
ー
ス

 
᏶
஢
（
ⱥ
ㄒ
ࠊ
タ
イ
ㄒ
）

 
タ
イ
ᆅ
᪉
政
府
ࡢ
政
⟇
⟇
ᐃ
⪅
コ
ー
ス

 
᏶
஢
（
ⱥ
ㄒ
ࠊ
タ
イ
ㄒ
）

 
A

SE
A

N
㛵
ಀ
⪅
コ
ー
ス

 
ࣆ
ア
ࣞ
ࣅ
ࣗ
ー
఍
㆟
ࢆ
ཷ
ࡅ
࡚
ᨵ
ゞ
୰

 
⦆

࿴
࣓

カ
ࢽ

ࢬ
ム

 
タ
イ
㛵
ಀ
⪅
コ
ー
ス

 
᏶
஢
（
タ
イ
ㄒ
ࠊ
タ
イ
እ
㒊
ᑓ
㛛
ᐙ
࡟
ࡼ
ࡾ
⟇
ᐃ
）

 
A

SE
A

N
㛵
ಀ
⪅
コ
ー
ス

 
ࣆ
ア
ࣞ
ࣅ
ࣗ
ー
఍
㆟
ࢆ
ཷ
ࡅ
࡚
ᨵ
ゞ
୰

 
ᣢ

⥆
ⓗ

࡞
G

H
G
管

理
 

Ẽ
ೃ
ኚ
ື
⤒
῭
Ꮫ
（
タ
イ
）

 
᏶
஢
（
タ
イ
ㄒ
ࠊ
タ
イ
እ
㒊
ᑓ
㛛
ᐙ
࡟
ࡼ
ࡾ
⟇
ᐃ
）

 
Ẽ
ೃ
ኚ
ື
ࣇ
࢓
イ
ナ
ン
ス
（

A
SE

A
N
）

 
◊
ಟ
ࢽ
ー
ࢬ
ホ
౯
（

TN
A
）
ࢆ
ཷ
ࡅ
࡚
ᨵ
ゞ
ࢆ
᳨
ウ
୰

 

－ 33 －



 
ホ

౯
ࢢ

ࣜ
ࢵ

ࢻ
 

3 
 

ㄪ
ᰝ

㡯
┠

 
ᣦ

ᶆ
࣭
☜

ㄆ
㡯

┠
 

ㄪ
ᰝ

⤖
果

 
኱

㡯
┠

 
ᑠ

㡯
┠

 

ᡂ
果

 �
 

TG
O

࡜
タ

イ
ࡢ

㛵
ಀ

機
㛵

࡟
ࡼ

ࡗ
࡚

⦆
࿴

�
㐺

ᛂ
࡟

㛵

ࡍ
ࡿ
◊
ಟ
ࡀ
ᐇ
᪋
ࡉ
ࢀ
ࡿ
ࠋ

 

2-
1.

 
≉

ᐃ
ࡢ

◊
ಟ

コ
ー

ス
࡟

࠾
࠸

࡚
ࠊ

◊
ಟ

ト
ࣞ

ー
ナ

ー
ࡀ

⫱

ᡂ
ࡉ

ࢀ
ࡿ

ࠋ
 

ᣦ
ᶆ

2-
1
ࡣ

㐩
ᡂ

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࠋ

 
 

ྛ
◊

ಟ
ཷ

ㅮ
⪅

ࡢ
࡞

࠿
࠿

ࡽ
㑅

ᐃ
ࡉ

ࢀ
ࡓ
ே

ᮦ
ࢆ

ᑐ
㇟

࡟
ᣦ

ᑟ
⪅

⫱
ᡂ

◊
ಟ
（

TT
T）

ࢆ
ᐇ

᪋
ࡋ
ࡓ

ࠋ
TT

T
ࡢ

ཧ
ຍ

⪅
ࡣ

ᘏ

࡭
10

7
ྡ

࡜
࡞

ࡗ
࡚

࠾
ࡾ

ࠊ
༑

ศ
࡞

ᩘ
ࡢ

◊
ಟ

ᣦ
ᑟ

ဨ
ೃ

⿵
⪅

ࡀ
⫱

ᡂ
ࡉ

ࢀ
ࡓ

࡜
⪃

࠼
ࡽ

ࢀ
ࡿ

ࠋ
ྛ

コ
ー

ス
ࡢ

◊
ಟ

ᣦ
ᑟ

ဨ
ೃ

⿵
⪅

ࡢ
内

ヂ
ࡣ

ࠊ
ࠕ

G
H

G
イ

ン
ベ

ン
ト

ࣜ
管

理
ࠖ

࡛
19

ྡ
ࠊ
ࠕ

ప
Ⅳ

⣲
࡛

ࣞ
ジ

ࣜ
࢚

ン
ト

࡞
♫

఍
㛤

Ⓨ
ࠖ

࡛
33

ྡ
ࠊ

ࠕ
ᣢ

⥆
ⓗ

࡞
G

H
G
管

理
�
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
⤒

῭
ࠖ
࡛

13
ྡ

ࠕࠊ
⦆

࿴
࣓

カ
ࢽ

ࢬ
ム

ࠖ
࡛

42
ྡ

࡛
࠶

ࡿ
（

TT
T
ࡢ

ヲ
⣽

ࡣ
ࠕ

ά
ື

2-
2
ࡢ

㐍
ᤖ

≧
ἣ

ࠖ
ࡢ

内
ヂ

ࢆ
ཧ

↷
）
ࠋ

 

2-
2.

 
◊

ಟ
ཧ

ຍ
⪅

࡟
ࡼ

ࡿ
◊

ಟ
‶

㊊
ᗘ

ࡀ
☜

ಖ
ࡉ

ࢀ
ࡿ

ࠝ
70

㸣

௨
ୖ

ࡢ
ཧ

ຍ
⪅

ࡀ
‶

㊊

（
80

㸣
௨

ୖ
ࡢ

㧗
ホ

౯
）

࡜

ᅇ
⟅

ࡍ
ࡿ

ࠞ
ࠋ

 

ᣦ
ᶆ

2-
2
ࡣ

㐩
ᡂ

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࠋ

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ࡀ
┤

᥋
ᐇ

᪋
ᨭ

᥼
ࢆ

ࡋ
ࡓ

◊
ಟ

コ
ー

ス
࡟

࠾
࠸

࡚
ࡣ

ࠊ
ᣦ

ᶆ
ࡀ

㐩
ᡂ

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࠋ

 
 

ᐇ
᪋

ண
ᐃ

ࡢ
コ

ー
ス

࡟
ࡘ

࠸
࡚

ࡣ
⌧

᫬
Ⅼ

࡛
ุ

᩿
ࡀ

࡛
ࡁ

࡞
࠸

ࡶ
ࡢ

ࡢ
ࠊ

ᐇ
᪋

῭
ࡳ

ࡢ
◊

ಟ
࡟

ࡘ
࠸

࡚
ࡣ

ࡍ
࡭

࡚
㧗

࠸
ホ

౯
ࢆ

ཷ
ࡅ

࡚
࠾

ࡾ
ࠊ

C
B

ࢳ
ー

ム
⫋

ဨ
ࡢ

◊
ಟ

管
理

⬟
ຊ

ࠊ
୪

ࡧ
࡟

TN
A

ࢆ
㏻

ࡌ
ࡓ

◊
ಟ

カ
ࣜ

࢟
ࣗ

ラ
ム

ࡢ
⟇

ᐃ
࡟

࠾
࠸

࡚
ࡶ

╔
ᐇ

࡞
ᡂ

果
ࡀ

ࡳ
ࡽ

ࢀ
ࡿ

ࡇ
࡜

࠿
ࡽ

ࠊ
௒

ᚋ
ᐇ

᪋
ண

ᐃ
ࡢ

◊
ಟ

࡟
ࡘ

࠸
࡚

ࡶ
㐺

ษ
࡟

◊
ಟ

ࡀ
㐠

Ⴀ
ࡉ

ࢀ
ࡿ

ྍ
⬟

ᛶ
ࡀ

㧗
࠸

ࠋ
 

 

ప
Ⅳ
⣲

࡛
ࣞ

ジ
ࣜ

࢚
ン

ト
࡞

♫
఍

㛤
Ⓨ

 
◊

ಟ
コ

ー
ス

 
ᐇ

᪋
᫬

ᮇ
 

‶
㊊

ᗘ
 

タ
イ

୰
ኸ

政
府

ࡢ
管

理
⪅

コ
ー

ス
 

20
15

ᖺ
8
᭶

31
᪥

 
88

㸣
ࡢ

ཷ
ㅮ

⪅
ࡀ

4.
0
௨

ୖ
ࡢ

ホ
౯
（

ᖹ
ᆒ

Ⅼ

3.
8）

 
タ

イ
୰

ኸ
政

府
ࡢ

ᐇ
ົ

⪅
コ

ー
ス

 
20

15
ᖺ

8
᭶

31
᪥

㹼
9
᭶

2
᪥

 
タ

イ
ᆅ

᪉
政

府
ࡢ

ᐇ
ົ

⪅
コ

ー
ス

 
20

14
ᖺ

12
᭶

17
㹼

19
᪥

 
10

0㸣
ࡢ

ཷ
ㅮ

⪅
ࡀ

4.
0
௨

ୖ
ࡢ

ホ
౯
（

ᖹ
ᆒ

Ⅼ

4.
7）

 
タ

イ
ᆅ

᪉
政

府
ࡢ

管
理

⪅
コ

ー
ス

 
20

15
ᖺ

3
᭶

5㹼
6
᪥

�
࣡

ー
ク

ࢩ

ࣙ
ࢵ

プ
ᙧ

ᘧ
 

10
0㸣

ࡢ
ཷ

ㅮ
⪅

ࡀ
4.

0
௨

ୖ
ࡢ
ホ

౯
（

ᖹ
ᆒ

Ⅼ
4.

5）
 

ᡂ
果

 �
 

⦆
࿴

�
㐺

ᛂ
࡟

㛵
ࡍ

ࡿ
◊

ಟ

プ
ロ

ࢢ
ラ

ム
ࡀ

A
SE

A
N
ㅖ

ᅜ
ࡢ
࡞
࠿
࡛
ඹ
᭷
ࡉ
ࢀ
ࡿ
ࠋ

 

3-
1.

 
A

SE
A

N
㛤

Ⓨ
㏵

ୖ
ㅖ

ᅜ
ྥ

ࡅ
࡟

ࢭ
ミ

ナ
ー

࣭
࣡

ー
ク

ࢩ

ࣙ
ࢵ

プ
࣭

◊
ಟ

ࡀ
ᐇ

᪋
ࡉ

ࢀ

ࡿ
ࠋ

  

ᣦ
ᶆ

3-
1
ࡣ

㐩
ᡂ

ࡉ
ࢀ

ࡿ
ぢ

㎸
ࡳ

࡛
࠶

ࡿ
ࠋ

 
 

A
SE

A
N
ྥ

ࡅ
ࡢ

࣡
ー

ク
ࢩ

ࣙ
ࢵ

プ
ࡀ

ࡇ
ࢀ
ࡲ

࡛
࡟

2
ᅇ

㛤
ദ

ࡉ
ࢀ

ࡓ
（

➨
1
ᅇ
┠

20
14

ᖺ
5
᭶

8
᪥

ཬ
ࡧ

9
᪥

ࡢ
2
᪥

㛫
ࠊ

➨
2
ᅇ

┠
20

15
ᖺ

6
᭶

22
᪥

㹼
24

᪥
ࡢ

3
᪥

㛫
ࠋ

➨
3
ᅇ

┠
20

16
ᖺ

3
᭶

࡟
ᐇ

᪋
ண

ᐃ
）
ࠋ

 
 

20
16

ᖺ
2
᭶

ࠊ
3
᭶

࡟
A

SE
A

N
㛵

ಀ
⪅

ྥ
ࡅ

ࡢ
◊

ಟ
ࡀ

3
コ

ー
ス

ᐇ
᪋

ࡉ
ࢀ

ࡿ
ண

ᐃ
࡜

࡞
ࡗ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ
ண

ᐃ
ࡉ

ࢀ
࡚

࠸
ࡿ

◊
ಟ

コ
ー

ス
ࡣ

ࠊ
ձ

ࠕ
ᣢ

⥆
ྍ

⬟
࡞

㛤
Ⓨ

ࡢ
ࡓ

ࡵ
ࡢ

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

（
C

C
SD

）ࠖ
ࠊ

ղ
ࠕ

⦆
࿴

࣓
カ

ࢽ
ࢬ

ム
ࠊࠖ

ճ
ࠕ

ᣢ
⥆

ⓗ
࡞

G
H

G
（

A
SE

A
N
ྥ

ࡅ
Ẽ

ೃ
ࣇ

࢓
イ

ナ
ン

ス
）ࠖ

࡛
࠶

ࡿ
ࠋ

 
 

A
SE

A
N
ㅖ

ᅜ
ࡢ

㛵
ಀ

⪅
ࢆ

ࣞ
ࣅ

ࣗ
࣡

ー
࡜

ࡋ
ࡓ

ࣆ
ア

ࣞ
ࣅ

ࣗ
ー

఍
㆟

ࢆ
㛤

ദ
ࡋ

ࠊ
◊

ಟ
カ

ࣜ
࢟

ࣗ
ラ

ム
ࡢ

ᨵ
ゞ

ࢆ
⾜

ࡗ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
 

��
 
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

┠
ᶆ

ࡢ
㐩

ᡂ
≧

ἣ
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

┠
ᶆ

 
タ
イ
ᅜ
内
ཬ
ࡧ

A
SE

A
N

㛤

Ⓨ
㏵

ୖ
ㅖ

ᅜ
ࡢ

ࢽ
ー

ࢬ
࡟

合
⮴

ࡋ
ࡓ

◊
ಟ

プ
ロ

ࢢ
ラ

ム
ࡀ

㛤
Ⓨ

ࡉ
ࢀ

ࠊ
TG

O
ࡢ

1）
 C

IT
C
ࡢ

ࡓ
ࡵ

ࡢ
◊

ಟ
管

理
ࠊ

ナ
ࣞ

ࢵ
ジ

ࠊ
ロ

ジ
ス

ࢸ
࢕

ク

ス
ࢩ

ス
ࢸ

ム
ࡀ

構
⠏

ࡉ
ࢀ

ࡿ
ࠋ

 

ᣦ
ᶆ

1）
ࡣ

㐩
ᡂ

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࠋ

 
 

タ
イ

ᅜ
内

ྥ
ࡅ

◊
ಟ

ࡢ
管

理
࡟

ಀ
ࡿ

୍
㐃
ࡢ

プ
ロ

ࢭ
ス

ࡀ
ࣔ

ࢹ
ࣝ

࡜
ࡋ

࡚
☜

❧
ࡋ

ࡓ
ࠋ
◊

ಟ
ᐇ

᪋
࡟

ᚲ
せ

࡞
᝟

ሗ
ࠊ
ᩥ

᭩
ࠊ

ᵝ
ᘧ

ࠊ
㐠

Ⴀ
管

理
ࢶ

ー
ࣝ

➼
ࡀ

C
IT

C
࡟

⵳
✚

ࡉ
ࢀ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ

 
 

◊
ಟ

ᐇ
᪋

ࡢ
ࡓ

ࡵ
ࡢ

ᢏ
⾡

ࡸ
ᡭ

ἲ
ࢆ

ᶆ
‽

໬
ࡍ

ࡿ
ࡓ

ࡵ
ࠊ

ロ
ジ

ス
ࢸ

࢕
ࢵ

ク
ࢳ

ェ
ࢵ

ク
ࢩ

ー
ト

➼
ࡢ

◊
ಟ

管
理

ࢶ
ー

ࣝ
ࡀ

స
ᡂ

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࠋ
ࡇ

ࢀ
ࡽ

ࡢ
◊

ಟ
管

理
ࢶ

ー
ࣝ

ࡣ
ࠊ

C
B
ࢳ

ー
ム
（

⬟
ຊ

㛤
Ⓨ
࣭
ア
࢘

ト
ࣜ

ー
ࢳ

オ
ࣇ

࢕
ス

）
⫋

ဨ
࡟

ࡼ
ࡾ

㐺

－ 34 －



 
ホ

౯
ࢢ

ࣜ
ࢵ

ࢻ
 

4 
 

ㄪ
ᰝ

㡯
┠

 
ᣦ

ᶆ
࣭
☜

ㄆ
㡯

┠
 

ㄪ
ᰝ

⤖
果

 
኱

㡯
┠

 
ᑠ

㡯
┠

 

C
IT

C
ࡢ

ࣇ
࢛

ー
カ

ࣝ
࣏

イ

ン
ト

࡜
ࡋ

࡚
ࡢ

⬟
ຊ

ࡀ
ᙉ

໬
ࡉ
ࢀ
ࡿ
ࠋ

 

ᐅ
ᨵ

Ⰻ
ࡉ

ࢀ
ࠊ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

⤊
஢

ᚋ
ࡢ

ࡉ
ࡽ

࡞
ࡿ

サ
ー

ࣅ
ス

ရ
㉁

ࡢ
ྥ

ୖ
࡟

ά
⏝

ࡉ
ࢀ

ࡿ
ࡇ

࡜
ࡀ

ᮇ
ᚅ

ࡉ
ࢀ

ࡿ
ࠋ

 
 

C
B
ࢳ

ー
ム

⫋
ဨ

ࡢ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ά

ື
࡬

ࡢ
✚

ᴟ
ⓗ

࡞
ཧ

ຍ
ࢆ

㏻
ࡌ

࡚
ࠊ
ロ

ジ
ス

ࢸ
࢕

ク
ス

ᢏ
⾡

ࡢ
ྥ

ୖ
ࢆ

ࡣ
ࡌ

ࡵ
ࠊ

C
/P

⫋
ဨ

ࡢ
⬟

ຊ
ᙉ

໬
࡟

╔
ᐇ

࡞
ᡂ

果
ࡀ

ࡳ
ࡽ

ࢀ
ࡿ

ࠋ
 

2）
 ◊

ಟ
プ

ロ
ࢢ

ラ
ム

ࡢ
㛤

Ⓨ
ཬ

ࡧ
ᐇ

᪋
ࡢ

ࡓ
ࡵ

࡟
㛵

ಀ
機

㛵

࡜
ࡢ

༠
ຊ

ࡀ
ᣢ

⥆
ࡍ

ࡿ
ࠋ

 

ᣦ
ᶆ

2）
ࡣ

㐩
ᡂ

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࠋ

 
 

◊
ಟ

ᐇ
᪋

ࠊ
カ

ࣜ
࢟

ࣗ
ラ

ム
࣭

ᩍ
ᮦ

ࡢ
ア

ࢵ
プ

ࢹ
ー

ト
ࡢ

ࡓ
ࡵ

ࡢ
ࠊ

タ
イ

ᅜ
内

እ
ࡢ

㛵
㐃

機
㛵

ࠊ
኱

Ꮫ
ࡸ

◊
✲

機
㛵

࡜
ࡢ

ࢿ
ࢵ

ト
࣡

ー
ク

構
⠏

࡟
኱

ࡁ
࡞

㐍
ᒎ

ࡀ
ࡳ

ࡽ
ࢀ

ࡓ
ࠋ

 
 

ᆅ
⌫

⎔
ቃ

ᡓ
␎

◊
✲

機
㛵

（
IG

ES
）

ࡸ
ᅜ

❧
⎔

ቃ
◊

✲
ᡤ

（
N

IE
S）

࡜
ࡢ

㐃
ᦠ

࡟
ࡼ

ࡾ
ࠊ

ప
Ⅳ

⣲
ア

ジ
ア

◊
✲

ࢿ
ࢵ

ト
࣡

ー
ク

（
Lo

C
A

R
N

et
）

ࡢ
◊

✲
⪅

ࡢ
ࢿ

ࢵ
ト

࣡
ー

ク
ࢆ

ά
⏝

ࡍ
ࡿ

ᇶ
┙

ࡀ
ᩚ

ࡗ
ࡓ

ࠋ
ࡇ

ࡢ
ࡼ

࠺
࡞

ࢿ
ࢵ

ト
࣡

ー
ク

ࡣ
TG

O
ࡀ

᭱
᪂

ࡢ
ᅜ

㝿
㆟

ㄽ
ࡸ

ື
ྥ

ࢆ
࠸

ࡕ
᪩

ࡃ
◊

ಟ
カ

ࣜ
࢟

ࣗ
ラ

ム
࣭
ᩍ

ᮦ
࡟

ྲྀ
ࡾ
ධ

ࢀ
ࡿ

ࡓ
ࡵ

࡟
ᙺ

❧
࡚

ࡽ
ࢀ

ࡿ
ࠋ
ࡲ

ࡓ
ࠊ
ᑗ

᮶
ⓗ

࡞
A

SE
A

N
ㅖ

ᅜ
࡜

ࡢ
ࢿ

ࢵ
ト

࣡
ー

ク
構

⠏
࡬

ࡢ
ά

⏝
ࡶ

ᮇ
ᚅ

ࡉ
ࢀ

ࡿ
ࠋ

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

⤊
஢

ᚋ
ࡢ

⥅
⥆

ⓗ
࡞

༠
ຊ

㛵
ಀ

ࡢ
構

⠏
ࡢ

ࡓ
ࡵ

ࠊ
C

IT
C
ࠊ

ᾏ
እ

⎔
ቃ

༠
ຊ

ࢭ
ン

タ
ー

（
O

EC
C
）
ࠊ

タ
マ

サ

ー
ト

኱
Ꮫ

ࢩ
ࣜ

ン
ト

ン
ᅜ

㝿
ᕤ

Ꮫ
㒊

（
SI

IT
）
ࠊ

プ
ࣜ

ン
ス

オ
ࣈ

ࢯ
ン

ク
ラ

ー
኱

Ꮫ
（

PS
U
）
ࠊ

タ
イ

ᅜ
ᆅ

᪉
⮬

἞
య

༠
఍

（
N

M
T）

࡜
ࡢ

㛫
࡛

༠
ຊ

ぬ
᭩

ࡀ
⨫

ྡ
ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࠋ

 

��
 
ୖ

位
┠

ᶆ

ࡢ
㐩

ᡂ
≧

ἣ
࣭

ぢ
㎸

ࡳ
 

ୖ
位

┠
ᶆ

 
C

IT
C

ࡀ
A

SE
A

N
ᆅ
ᇦ
ࡢ

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

◊
ಟ

ࢭ
ン

タ
ー

࡜
ࡋ
࡚
ㄆ
▱
ࡉ
ࢀ
ࠊ
ࢿ
ࢵ
ト

࣡
ー
࢟
ン
ࢢ
ࡢ
ᇶ
┙
（
プ
ラ

ࢵ
ト
ࣇ
࢛
ー
ム
）
࡜
ࡋ
࡚
機

⬟
ࡍ
ࡿ
ࠋ

 

1）
 A

SE
A

N
㛤

Ⓨ
㏵

ୖ
ㅖ

ᅜ
ࡢ

ࢽ
ー

ࢬ
࡟

ᑐ
ᛂ

ࡋ
ࡓ

ᆅ
ᇦ

◊

ಟ
ࡸ

ࢭ
ミ

ナ
ー

ࡀ
C

IT
C
࡟

ࡼ
ࡗ

࡚
⥅

⥆
ⓗ

࡟
ᐇ

᪋
ࡉ

ࢀ

ࡿ
ࠋ

 

ᣦ
ᶆ

1）
࡟

ࡘ
࠸

࡚
ࡣ

ࠊ
A

SE
A

N
ྥ

ࡅ
ࡢ

◊
ಟ

ࡸ
ࢭ

ミ
ナ

ー
ࡢ

ᐇ
᪋

ࢆ
㏻

ࡌ
࡚

ࠊ
ᣦ

ᶆ
ࡢ

㐩
ᡂ

ࡢ
ࡓ

ࡵ
ࡢ

ྲྀ
ࡾ

⤌
ࡳ

ࡀ
⥅

⥆

ࡉ
ࢀ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ

C
IT

C
ࡢ

⬟
ຊ

ᙉ
໬

࡟
ࡘ

࠸
࡚

ࡣ
ࠊ

A
SE

A
N

㛵
ಀ

⪅
ྥ

ࡅ
◊

ಟ
ᐇ

᪋
࡟

ྥ
ࡅ

࡚
ࠊ

ࡉ
ࡽ

࡞
ࡿ

⬟
ຊ

ᙉ
໬

ࢆ
⾜

࠺
ᚲ

せ
ࡀ

࠶
ࡿ

ࠋ
 

 
タ

イ
ᅜ

内
࣭

ᅜ
እ

࡛
㛤

ദ
ࡉ

ࢀ
ࡓ

ྛ
✀

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

㛵
㐃

఍
㆟

ࡸ
஧

ᅜ
㛫

఍
㆟

ࡢ
ሙ

ࡢ
機

఍
ࢆ

฼
⏝

ࡋ
࡚

ࠊ
JI

C
A

ᑓ
㛛

ᐙ
ࢳ

ー
ム

࡜
TG

O
ࡀ

C
IT

C
ཬ

ࡧ
C

IT
C
ά

ື
࡟

㛵
ࡍ

ࡿ
᝟

ሗ
ࢆ

Ⓨ
ಙ

ࡋ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
 

 
ᅜ

内
�
ᅜ

㝿
機

㛵
ࠊ
◊

✲
機

㛵
ࡸ

኱
Ꮫ

࡞
࡝

ࡢ
㛵

ಀ
⪅

㛫
ࡢ

ࢿ
ࢵ

ト
࣡

ー
ク

構
⠏

ࡀ
㐍

ࢇ
࡛

࠾
ࡾ

ࠊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ᮇ

㛫
⤊

஢
ᚋ

࡟
ࡶ

⥅
⥆

ⓗ
࡟

A
SE

A
N
ㅖ

ᅜ
ࡢ

ࢽ
ー
ࢬ

࡟
ἢ

ࡗ
ࡓ

ᆅ
ᇦ

◊
ಟ

ࢆ
ᐇ

᪋
ࡍ

ࡿ
ᇶ

┙
ࡀ

ᩚ
࠸

ࡘ
ࡘ

࠶
ࡿ

ࠋ
 

 

－ 35 －



 
ホ

౯
ࢢ

ࣜ
ࢵ

ࢻ
 

5 
 ,,

��
ᐇ

᪋
プ
ロ
ࢭ

ス
ࡢ
᳨

ド
 

ㄪ
ᰝ

㡯
┠

 
☜

ㄆ
㡯
┠

 
ㄪ

ᰝ
⤖

果
 

኱
㡯

┠
 

ᑠ
㡯

┠
 

��
 
ά

ື
ィ

⏬

ࡢ
㐍

ᤖ
≧

ἣ
 

ᡂ
果

1
࡟
ಀ
ࡿ

ά
ື

 
ά

ື
1-

ࡢ1
㐍

ᤖ
≧

ἣ
 

C
IT

C
ࡢ

⤌
⧊

ࣇ
ࣞ

ー
ム

࣡
ー

ク
ࡢ

タ

❧
ࠋ

 

 
C

IT
C
ࣅ

ジ
ࢿ

ス
プ

ラ
ン

ࡀ
స

ᡂ
ࡉ

ࢀ
ࠊ

20
15

ᖺ
2
᭶

࡟
㛤

ദ
ࡉ

ࢀ
ࡓ

JC
C
࡟

࠾
࠸

࡚
᭱

᪂
∧

ࡀ
ᢎ

ㄆ
ࡉ

ࢀ
ࡓ

ࠋ
ࡲ

ࡓ
ࠊ

◊
ಟ

プ
ロ

ࢢ
ラ

ム
ࡢ

㛤
Ⓨ

࠿
ࡽ

ᐇ
᪋

࡟
⮳

ࡿ
ྛ

プ
ロ

ࢭ
ス

࡛
㛵

୚
ࠊ

༠
ຊ

ࠊ
ཧ

ຍ
ࢆ

ᚓ
ࡿ

タ
イ

ᅜ
内

እ
ࡢ

㛵
ಀ

機
㛵

ࢆ
≉

ᐃ
ࡋ

ࠊ
ࢿ

ࢵ
ト

࣡
ー

ク
ࡢ

ᙉ
໬

ࢆ
᥎

㐍
ࡋ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ

 

ά
ື

1-
ࡢ2

㐍
ᤖ

≧
ἣ

 
タ

イ
㛵

ಀ
機

㛵
ࠊ

A
SE

A
N
ࡢ

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

ࣇ
࢛

ー
カ

ࣝ
࣏

イ
ン

ト
ࢆ

ᑐ
㇟

࡜
ࡋ

ࡓ

ࢽ
ー

ࢬ
ㄪ

ᰝ
ࡢ

ᐇ
᪋

ࠋ
 

 
TG

O
࡜ 

ඹ
ྠ

࡛
ࠊ

C
IT

C
࡟ 

ಀ
ࡿ

◊
ಟ

ࢽ
ー

ࢬ
ホ

౯
（

TN
A
）

ࢆ
ᐇ

᪋
ࠋ

 
◊

ಟ
ࢸ

ー
マ

TN
A
ᑐ

㇟
⪅

 
ᐇ

᪋
᫬

ᮇ
/ᡭ

ẁ
 

G
H

G
イ

ン
ベ

ン
ト

ࣜ
管

理

୰
ኸ

政
府

ᐇ
ົ

⪅
ྥ

ࡅ
  

20
13

ᖺ
8
᭶

 ㉁
ၥ

⚊
ࠊ

20
13

ᖺ
11

᭶
࣡

ー

ク
ࢩ

ࣙ
ࢵ

プ
 

A
SE

A
N

 㛵
ಀ

⪅
ྥ

ࡅ
  

20
14

ᖺ
8
᭶

 ㉁
ၥ

⚊
ࠊ

࣡
ー

ク
ࢩ

ࣙ
ࢵ

プ
 

ప
Ⅳ

⣲
࡛

ࣞ

ジ
ࣜ

࢚
ン

ト

࡞
♫

఍
㛤

Ⓨ

୰
ኸ

政
府

ᐇ
ົ

⪅
ࠊ

管
理

⪅
 

20
13

ᖺ
6
᭶

 ㉁
ၥ

⚊
ࠊ

20
13

ᖺ
8
᭶

఍
㆟

 
ᆅ

᪉
ᐇ

ົ
⪅

ࠊ
管

理
⪅

 
20

14
ᖺ

8
᭶

 ཧ
ຍ

ᆺ
࣡

ー
ク

ࢩ
ࣙ

ࢵ
プ

 
A

SE
A

N
㛵

ಀ
⪅

 
20

14
ᖺ

5
᭶

 ㉁
ၥ

⚊
ࠊ

࣡
ー

ク
ࢩ

ࣙ
ࢵ

プ
 

A
SE

A
N
ㅖ

ᅜ
୰

ኸ
ࠊ
ᆅ

᪉
政

府
ࠊ
Ꮫ

⾡
㛵

ಀ
⪅

20
15

ᖺ
6
᭶

 ㉁
ၥ

⚊
ࠊ 

࣡
ー

ク
ࢩ

ࣙ
ࢵ

プ
 

⦆
࿴

࣓
カ

ࢽ

ࢬ
ム

 
タ

イ
ᅜ

内
4
ᆅ

ᇦ
࡟
࠾

ࡅ
ࡿ

ᆅ
᪉

政
府

ᖿ
㒊

ࠊ

ᐇ
ົ

⪅
 

20
14

ᖺ
11

᭶
 ㉁

ၥ
⚊

ࠊ
࣡

ー
ク

ࢩ
ࣙ

ࢵ
プ

 

A
SE

A
N
ㅖ

ᅜ
୰

ኸ
ࠊ
ᆅ

᪉
政

府
ࠊ
Ꮫ

⾡
㛵

ಀ
⪅

20
15

ᖺ
6
᭶

 ㉁
ၥ

⚊
ࠊ 

࣡
ー

ク
ࢩ

ࣙ
ࢵ

プ
 

ᣢ
⥆

ⓗ
࡞

G
H

G
管

理
 

A
SE

A
N
ㅖ

ᅜ
ࡢ

୰
ኸ
政

府
ࠊ
Ꮫ

⾡
㛵

ಀ
⪅

ࠊ
タ

イ
ࡢ

ᆅ
᪉

政
府

ࠊ
Ẹ

㛫
௻

ᴗ
ࠊ

㔠
⼥

㛵
ಀ

⪅
 

20
15

ᖺ
10

᭶
 ㉁

ၥ
⚊

ࠊ 
࣡

ー
ク

ࢩ
ࣙ

ࢵ
プ

 

ά
ື

1-
ࡢ3

㐍
ᤖ

≧
ἣ

 
ࢸ

ー
マ

ࡈ
࡜

ࡢ
タ

イ
㛵

ಀ
⪅

ࠊ
A

SE
A

N
Ⓨ

ᒎ
㏵

ୖ
ㅖ

ᅜ
࡜

ࡢ
ㄪ

ᩚ
ࢆ

㏻
ࡌ

ࡓ
◊

ಟ
ࣜ

ࢯ
ー

ス
ࡢ

᫂
☜

໬
ࠋ

 

 
A

SE
A

N
ྛ

ᅜ
ࡢ

◊
ಟ

ࣜ
ࢯ

ー
ス

ࢆ
≉
ᐃ

ࡋ
ࠊ

༠
ຊ

㛵
ಀ

ࡢ
構

⠏
ࢆ

᥎
㐍

ࡋ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ࡢ

ᨭ
᥼

ࡢ
ୗ

ࠊ
N

IE
S
ࡸ

IG
ES

ࠊ
ࡲ

ࡓ
ࠊ

Lo
C

A
R

N
et
ࡸ

ア
ジ

ア
ኴ

ᖹ
ὒ

ᆅ
⌫

ኚ
ື

◊
✲

ࢿ
ࢵ

ト
࣡

ー

ク
（

A
PA

N
）
࡜

࠸
ࡗ

ࡓ
機

㛵
࣭
ࢿ

ࢵ
ト

࣡
ー

ク
࡜

┤
᥋

コ
ン

タ
ク

ト
ࡋ

ࠊ
ㅮ

ᖌ
ࡢ

㑅
ᐃ

ࡸ
ᩍ

ᤵ
内

ᐜ
ࡢ

඘
ᐇ

࡟
ྲྀ

ࡾ

⤌
ࢇ

࡛
࠸

ࡿ
ࠋ

 

ά
ື

1-
ࡢ4

㐍
ᤖ

≧
ἣ

 
◊

ಟ
カ

ࣜ
࢟

ࣗ
ラ

ム
ࡢ

⟇
ᐃ

ࠋ
 

 
ࠕ

ప
Ⅳ

⣲
࡛

ࣞ
ジ

ࣜ
࢚

ン
ト

࡞
♫

఍
構

⠏
ࠖ

࡟
ࡘ

࠸
࡚

ձ
タ

イ
୰

ኸ
政

府
ࡢ

ᖿ
㒊

コ
ー

ス
ࠊ

ղ
タ

イ
୰

ኸ
政

府
ࡢ

ᐇ

ົ
⪅

コ
ー

ス
ࠊ

ճ
タ

イ
ᆅ

᪉
政

府
ࡢ

ᐇ
ົ

⪅
コ

ー
ス

ࠊ
մ

タ
イ

ᆅ
᪉

政
府

ࡢ
政

⟇
⟇

ᐃ
⪅

コ
ー

ス
ࡢ

◊
ಟ

カ
ࣜ

࢟
ࣗ

ラ
ム

࡜
◊

ಟ
ᩍ

ᮦ
ࢆ

TG
O
࡜

స
ᡂ

ࡋ
ࠊ
カ

ࣜ
࢟

ࣗ
ラ

ム
స

ᡂ
ࡢ

㝿
ࡢ

࣏
イ

ン
ト

ࡸ
◊

ಟ
ᩍ

ᮦ
ࡢ

ᢏ
⾡

ⓗ
࡞

内
ᐜ

➼
࡟

ࡘ
࠸

࡚
TG

O
⫋

ဨ
࡟

ᑐ
ࡋ

࡚
ᢏ

⾡
⛣

㌿
ࢆ

⾜
ࡗ

ࡓ
ࠋ

 
 

ࠕ
ᣢ

⥆
ⓗ

࡞
G

H
G
管

理
Ẽࠖ

ೃ
ኚ

ື
ࣇ

࢓
イ

ナ
ン

ス
コ

ー
ス

࡟
ࡘ

࠸
࡚

ࡣ
TN

A
ࢆ

ཷ
ࡅ

カ
ࣜ

࢟
ࣗ

ラ
ム

ࡢ
ᨵ

ゞ
୰

ࠋ
 

 
A

SE
A

N
ྥ

ࡅ
ࡢ

᭱
ึ

ࡢ
◊

ಟ
コ

ー
ス

࡜
࡞

ࡿ
ࠕ

ప
Ⅳ

⣲
࡛

ࣞ
ジ

ࣜ
࢚

ン
ト

࡞
♫

఍
㛤

Ⓨ
ཬࠖ

ࡧ
ࠕ

⦆
࿴

࣓
カ

ࢽ
ࢬ

ム
ࠖ

ࡣ
ࠊ

ࣆ
ア

ࣞ
ࣅ

ࣗ
ー

ࢆ
ཷ

ࡅ
࡚

◊
ಟ
カ

ࣜ
࢟

ࣗ
ラ

ム
ࡢ

ᨵ
ゞ

୰
࡛

࠶
ࡿ

ࠋ
 

 
ࠕ

G
H

G
イ

ン
ベ

ン
ト

ࣜ
管

理
ࠖ
タ

イ
୰

ኸ
政

府
ᐇ

ົ
⪅

コ
ー

ス
ࠕࠊ

⦆
࿴

࣓
カ

ࢽ
ࢬ

ム
ࠖ
タ

イ
㛵

ಀ
⪅

コ
ー

ス
ࠕࠊ

ᣢ

⥆
ⓗ

࡞
G

H
G
管

理
タࠖ

イ
ᅜ

内
ྥ

ࡅ
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
⤒

῭
Ꮫ

コ
ー

ス
ࡣ

タ
イ

ࡢ
እ

㒊
ᑓ

㛛
ᐙ

࡟
ࡼ

ࡾ
◊

ಟ
カ

ࣜ
࢟

ࣗ
ラ

ム

ࡢ
స

ᡂ
ࡀ

᏶
஢

ࡋ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
 

－ 36 －



 
ホ

౯
ࢢ

ࣜ
ࢵ

ࢻ
 

6 
 

ㄪ
ᰝ

㡯
┠

 
☜

ㄆ
㡯
┠

 
ㄪ

ᰝ
⤖

果
 

኱
㡯

┠
 

ᑠ
㡯

┠
 

ά
ື

1-
ࡢ5

㐍
ᤖ

≧
ἣ

 
᝟

ሗ
ナ

ࣞ
ࢵ

ジ
プ

ラ
ࢵ

ト
ࣇ

࢛
ー

ム
ࠊ

࢘
ェ

ࣈ
サ

イ
ト

ࡢ
構

⠏
ࢆ

㏻
ࡌ

ࡓ
᝟

ሗ

管
理

య
ไ

ࡢ
ᙉ

໬
ࠋ

 

 
◊

ಟ
ࡸ

イ
ベ

ン
ト

࡟
㛵

ࡍ
ࡿ

᝟
ሗ

Ⓨ
ಙ

ࠊ
タ

イ
ᅜ

内
ࠊ

A
SE

A
N
ㅖ

ᅜ
ࡢ

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

㛵
ಀ

⪅
࡜

ࡢ
᝟

ሗ
ඹ

᭷
ࠊ
ࢿ

ࢵ
ト

࣡
ー

ク
構

⠏
ࡢ

ᡭ
ẁ

ࠊ
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
⦆

࿴
࣭

㐺
ᛂ

࡟
㛵

ࡍ
ࡿ

᝟
ሗ

プ
ラ

ࢵ
ト

ࣇ
࢛

ー
ム

࡜
ࡋ

࡚
ࠊ

TG
O

࡟
ࡼ

ࡾ
C

IT
C

ࡢ
࢘

ェ
ࣈ

サ
イ

ト
ࡀ

㛤
タ

ࡉ
ࢀ

ࠊ
୍

⯡
࡟

බ
㛤

ࡉ
ࢀ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ

 
 

JI
C

A
ᑓ

㛛
ᐙ

ࡢ
ᢏ

⾡
ⓗ

࡞
ຓ

ゝ
ࢆ

㋃
ࡲ

࠼
ࠊ
TG

O
ࡢ

⮬
ᕫ

㈨
㔠

࡟
ࡼ

ࡗ
࡚

eラ
ー

ࢽ
ン

ࢢ
ࢩ

ス
ࢸ

ム
ࡀ

構
⠏

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࠋ

TG
O
ࡣ

⥅
⥆

ⓗ
࡟

ࢩ
ス

ࢸ
ム

タ
ィ

ࠊ
㐠

⏝
ᡭ

ἲ
ࡢ

構
⠏

ࠊ
ᨵ

ၿ
࡟

ྲྀ
ࡾ

⤌
ࢇ

࡛
࠸

ࡿ
ࠋ

 

ᡂ
果

2
࡟
ಀ
ࡿ

ά
ື

 
ά

ື
2-

ࡢ1
㐍

ᤖ
≧

ἣ
 

ᑐ
㇟

ࢸ
ー

マ
࡟

ᛂ
ࡌ

ࡓ
◊

ಟ
ࡢ

ᐇ
᪋

ࠋ

 
◊

ಟ
ࡢ

‽
ഛ

ࠊ
ᐇ

᪋
ࠊ

஦
ᚋ

ホ
౯

ࡢ
ྛ

ẁ
㝵

࡛
ࠊ

TG
O

 ⫋
ဨ

࡟
ᑐ

ࡋ
࡚

⬟
ຊ

ᙉ
໬

ࢆ
⾜

ࡗ
ࡓ

࡯
࠿

ࠊ
TG

O
 ⫋

ဨ
ࡶ

◊
ಟ

࡟
⫈

ㅮ
⏕

࡜
ࡋ

࡚
✚

ᴟ
ⓗ

࡟
ཧ
ຍ

ࡍ
ࡿ

ࡼ
࠺

ಁ
ࡍ

ࡇ
࡜

࡛
ࠊ

ᢏ
⾡

ⓗ
࡞

࢟
ャ

ࣃ
ࢩ

ࢸ
࢕

ࡢ
ྥ

ୖ
ࢆ

図
ࡗ

ࡓ
ࠋ

 
 

⤊
஢

᫬
ホ

౯
᫬

Ⅼ
࡛

௨
ୗ

ࡢ
◊

ಟ
コ
ー

ス
ࡀ

ᐇ
᪋

ࡉ
ࢀ

ࠊ
ᘏ

࡭
42

6
ྡ

ࡀ
ཧ

ຍ
ࡋ

ࡓ
ࠋ

 
G

H
G
イ

ン
ベ

ン
ト

ࣜ
管

理
 

ཷ
ㅮ

⪅
 

タ
イ

㛵
ಀ

⪅
ྥ

ࡅ
 

20
14

ᖺ
8
᭶

㹼
9
᭶

ࠊ
20

15
ᖺ

5
᭶

ࠊ
7
᭶

 
14

3
ྡ

 
ప

Ⅳ
⣲

࡛
ࣞ

ジ
ࣜ

࢚
ン

ト
࡞

♫
఍

㛤
Ⓨ

 
 

タ
イ

ᆅ
᪉

政
府

ᐇ
ົ

⪅
ྥ

ࡅ
 

20
14

ᖺ
12

᭶
 

38
ྡ

 
タ

イ
ᆅ

᪉
政

府
管

理
⪅

ྥ
ࡅ

 
20

15
ᖺ

3
᭶

 
59

ྡ
 

タ
イ

୰
ኸ

政
府

ᐇ
ົ

⪅
ཬ

ࡧ
管

理
⪅

ྥ
ࡅ

20
15

ᖺ
9
᭶

 
37

ྡ
 

⦆
࿴

࣓
カ

ࢽ
ࢬ

ム
 

 
タ

イ
㛵

ಀ
⪅

ྥ
ࡅ

 
20

15
ᖺ

9
᭶

 
88

ྡ
 

ᣢ
⥆

ⓗ
࡞

G
H

G
管

理
 

 
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
⤒

῭
Ꮫ

（
タ

イ
ྥ

ࡅ
）

 
20

15
ᖺ

3
᭶

ࠊ
5
᭶

㹼
6
᭶

 
61

ྡ
 

合
�

ィ
 

42
6
ྡ

 
 

 
௨

ୗ
ࡢ

◊
ಟ

コ
ー

ス
ࡣ

௒
ᚋ

ᐇ
᪋

ࡉ
ࢀ

ࡿ
ண

ᐃ
࡜

࡞
ࡗ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ

 
G

H
G
イ

ン
ベ

ン
ト

ࣜ
管

理
 

タ
イ

ᆅ
᪉

政
府

ᐇ
ົ

⪅
ྥ

ࡅ
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ᮇ
㛫

⤊
஢

ᚋ
࡟

ᐇ
᪋

ண
ᐃ

 
A

SE
A

N
୰

ኸ
政

府
ᐇ

ົ
⪅

ྥ
ࡅ

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ᮇ

㛫
⤊

஢
ᚋ

࡟
ᐇ

᪋
ண

ᐃ
 

ᣢ
⥆

ྍ
⬟

࡞
㛤

Ⓨ
ࡢ

ࡓ
ࡵ

ࡢ
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
2  

A
SE

A
N
㛵

ಀ
⪅

ྥ
ࡅ

 
20

16
ᖺ

2
᭶

29
᪥

㹼
3
᭶

4
᪥

 
⦆

࿴
࣓

カ
ࢽ

ࢬ
ム

 
A

SE
A

N
㛵

ಀ
⪅

ྥ
ࡅ

 
20

16
ᖺ

2
᭶

㹼
3
᭶

 
ᣢ

⥆
ⓗ

࡞
G

H
G
管

理
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
2  2

01
5
ᖺ

11
᭶

ࡼ
ࡾ
ࠊ
◊
ಟ
コ
ー
ス
ࠕ
ప
Ⅳ
⣲
࡛

ࣞ
ジ

ࣜ
࢚

ン
ト

࡞
♫

఍
㛤

Ⓨ
（

Lo
w

 C
ar

bo
n 

an
d 

R
es

ili
en

t S
oc

ie
ty

 D
ev

el
op

m
en

t：
 L

C
R

S）ࠖ
ࡢ

◊
ಟ

ྡ
ࡀ
ࠕ

ᣢ
⥆

ⓗ
࡞

㛤
Ⓨ

ࡢ
ࡓ

ࡵ
ࡢ

Ẽ
ೃ

ኚ
（ື

C
lim

at
e 

C
ha

ng
e 

M
an

ag
em

en
t f

or
 S

us
ta

in
ab

le
 D

ev
el

op
m

en
t：

C
C

SD
）

ࠖ
࡟

ኚ
᭦

࡜
࡞

ࡗ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
  

－ 37 －



 
ホ

౯
ࢢ

ࣜ
ࢵ

ࢻ
 

7 
 

ㄪ
ᰝ

㡯
┠

 
☜

ㄆ
㡯
┠

 
ㄪ

ᰝ
⤖

果
 

኱
㡯

┠
 

ᑠ
㡯

┠
 

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

ࣇ
࢓

イ
ナ

ン
ス

 
20

16
ᖺ

3
᭶

 

ά
ື

2-
ࡢ2

㐍
ᤖ

≧
ἣ

 
TT

T࡟
ࡼ

ࡿ
ト
ࣞ

ー
ナ

ー
ࡢ

⫱
ᡂ

ࠋ
 

 
⤊

஢
᫬

ホ
౯

᫬
Ⅼ

࡛
௨

ୗ
ࡢ

TT
T
ࡀ
ᐇ

᪋
ࡉ

ࢀ
ࠊ

ᘏ
࡭

10
7
ྡ
ࡀ

ཧ
ຍ

ࡋ
ࡓ

ࠋ
ࡇ

ࢀ
࡟

ࡼ
ࡾ

ࠊ
◊

ಟ
ᣦ

ᑟ
ဨ

ೃ
⿵

⪅

ࡢ
⫱

ᡂ
ࡀ

㐍
ࡵ

ࡽ
ࢀ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ

 
◊

ಟ
コ

ー
ス

 
ᑐ

㇟
⪅

 
ᐇ

᪋
᫬

ᮇ
 

ཷ
ㅮ

⪅
 

G
H

G
イ

ン
ベ

ン
ト

ࣜ
管

理
 

タ
イ

୰
ኸ

政
府

ᐇ
ົ

⪅
 

20
14

ᖺ
8
᭶

㹼
9
᭶

19
ྡ

 
ప

Ⅳ
⣲

࡛
ࣞ

ジ
ࣜ

࢚
ン

ト
࡞

♫
఍

㛤
Ⓨ

 
タ

イ
ᆅ

᪉
政

府
ᐇ

ົ
⪅

 
20

14
ᖺ

12
᭶

 
33

ྡ
 

ᣢ
⥆

ⓗ
࡞

G
H

G
管

理
�
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
⤒

῭
 

タ
イ

୰
ኸ

政
府

㛵
ಀ

⪅
 

20
15

ᖺ
3
᭶

 
20

15
ᖺ

5
᭶

㹼
6
᭶

13
ྡ

 

⦆
࿴

࣓
カ

ࢽ
ࢬ

ム
 

タ
イ

୰
ኸ

政
府

ᐇ
ົ

⪅
 

20
15

ᖺ
9
᭶

 
42

ྡ
 

合
�

ィ
 

10
7
ྡ

 

ᡂ
果

3
࡟
ಀ
ࡿ

ά
ື

 
ά

ື
3-

ࡢ1
㐍

ᤖ
≧

ἣ
 

ࢽ
ー

ࢬ
ホ

౯
࡟

ᇶ
࡙

࠸
ࡓ

ࠊ
A

SE
A

N
Ⓨ

ᒎ
㏵

ୖ
ㅖ

ᅜ
ྥ

ࡅ
ࡢ

◊
ಟ

コ
ー

ス
（

カ

ࣜ
࢟

ࣗ
ラ

ム
）

ࡢ
㛤

Ⓨ
ࠋ

 

 
A

SE
A

N
ྥ

ࡅ
ࡢ

୕
ࡘ

ࡢ
◊

ಟ
コ

ー
ス
（

ձ
ప

Ⅳ
⣲

࡛
ࣞ

ジ
ࣜ

࢚
ン

ト
࡞

♫
఍

㛤
Ⓨ

ࠊ
ղ

⦆
࿴

࣓
カ

ࢽ
ࢬ

ム
ࠊ
ճ

ᣢ
⥆

ⓗ
࡞

G
H

G
管

理
�
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
ࣇ

࢓
イ

ナ
ン

ス
）

࡟
ࡘ

࠸
࡚

ࠊ
◊

ಟ
ࢽ

ー
ࢬ

ࡢ
ᢕ

ᥱ
ࢆ

⾜
࠸

ࠊ
◊

ಟ
カ

ࣜ
࢟

ࣗ
ラ

ム
࡜

◊
ಟ

ᩍ
ᮦ

ࡢ
స

ᡂ
ࢆ

㛤
ጞ

ࡋ
ࡓ

ࠋ
TN

A
ࢆ

ᐇ
᪋

ࡍ
ࡿ

࡟
࠶

ࡓ
ࡾ

ࠊ
TN

A
ᑐ

㇟
⪅

ࡢ
㑅

ᐃ
ࡢ

࣏
イ

ン
ト

ࡸ
TN

A
ᡭ

ἲ
ࠊ

㉁
ၥ

⚊
ࡢ

᭩
ࡁ

᪉
➼

࡟
ࡘ

࠸
࡚

TG
O
⫋

ဨ
࡟

ᑐ
ࡋ

࡚
ᢏ

⾡
⛣

㌿
ࢆ

⾜
ࡗ

ࡓ
ࠋ

 

ά
ື

3-
ࡢ2

㐍
ᤖ

≧
ἣ

 
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
࡟

㛵
ࡍ

ࡿ
▱

㆑
࡜

⤒
㦂

ࡢ
ඹ

᭷
ࡢ

ࡓ
ࡵ

ࡢ
࣡

ー
ク

ࢩ
ࣙ

ࢵ
プ

ࡢ
㛤

ദ
ࠋ

 

 
➨

1
ᅇ

A
SE

A
N
࣡

ー
ク

ࢩ
ࣙ

ࢵ
プ
ࡀ

ࠊ
20

14
ᖺ

5
᭶

8
᪥

ࠊ
9
᪥

ࡢ
2
᪥

㛫
࡟

ࢃ
ࡓ

ࡾ
ࠊ

ࣃ
タ

ࣖ
࡛

㛤
ദ

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࠋ

A
SE

A
N
ㅖ

ᅜ
8
カ

ᅜ
࠿

ࡽ
ࡣ

15
ྡ
ࡀ

ฟ
ᖍ

ࡋ
ࡓ

（
カ

ン
ボ

ジ
ア

2
ྡ

ࠊ
イ

ン
ࢻ

ࢿ
ࢩ

ア
2
ྡ

ࠊ
ラ

オ
ス

2
ྡ

ࠊ
マ

ࣞ
ー

ࢩ
ア

1
ྡ

ࠊ
ミ

ャ
ン

マ
ー

2
ྡ

ࠊ
ࣇ

࢕
ࣜ

ࣆ
ン

2
ྡ

ࠊ
タ

イ
2
ྡ

ࠊ
ベ

ト
ナ

ム
2
ྡ

）
ࠋ

 
 

➨
2ᅇ

┠
A

SE
A

N
࣡

ー
ク

ࢩ
ࣙ

ࢵ
プ

ࡀ
20

15
ᖺ

6᭶
22

᪥
㹼

24
᪥

ࡢ
ᮇ

㛫
࡛

ࠊ
バ

ン
コ

ク
࡛

㛤
ദ

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࠋ
A

SE
A

N
ㅖ

ᅜ
8
カ

ᅜ
࠿
ࡽ

ࡣ
17

ྡ
ࡀ

ฟ
ᖍ

ࡋ
ࡓ

（
ࣈ

ࣝ
ࢿ

イ
1
ྡ

ࠊ
カ
ン

ボ
ジ

ア
2
ྡ
ࠊ

イ
ン

ࢻ
ࢿ

ࢩ
ア

3
ྡ

ࠊ
ラ

オ
ス

4
ྡ

ࠊ
マ

ࣞ
ー

ࢩ
ア

2
ྡ

ࠊ
ミ

ャ
ン

マ
ー

3
ྡ

ࠊ
ࢩ

ン
ガ

࣏
ー

ࣝ
1
ྡ

ࠊ
ベ

ト
ナ

ム
1
ྡ

）
ࠋ

 

��
 
ᢏ

⾡
⛣

㌿

ࡢ
᪉

ἲ
࣭

内
ᐜ

 
ᢏ
⾡
⛣
㌿
ࡢ
᪉
ἲ

 
ᢏ

⾡
⛣

㌿
ࡀ

C
/P
࡟

ᑐ
ࡋ

࡚
ⓗ

☜
࡟

⾜

ࢃ
ࢀ

ࡓ
࠿

ࠋ
 

 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
㛤

ጞ
᫬

࡟
ࡣ

ࠊ
C

B
ࢳ

ー
ム

ࡣ
◊

ಟ
‽

ഛ
ཬ

ࡧ
㐠

Ⴀ
ࡢ

ᇶ
ᮏ

ⓗ
࡞

᪉
ἲ

࡟
ࡘ

࠸
࡚

ࡣ
理

ゎ
ࡋ

࡚
࠸

ࡓ
ࡶ

ࡢ
ࡢ

ࠊ
効

⋡
ⓗ

࡟
‽

ഛ
స

ᴗ
ࢆ

㐍
ࡵ

ࡿ
ࡓ

ࡵ
ࡢ

㐍
ᤖ

管
理

ࡢ
ᡭ

ἲ
࡟

ࡘ
࠸

࡚
ࡣ

▱
ぢ

ࡀ
୙

㊊
ࡋ

࡚
࠸

ࡓ
ࠋ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

࡛
ࡣ

ࠊ
1 

ᖺ
ḟ

ࠊ
2 

ᖺ
ḟ

࠿
ࡽ

⥅
⥆

ࡋ
࡚

ࠊ
ᑓ

㛛
ᐙ

ࢳ
ー

ム
࡜

 T
G

O
ࡀ

ඹ
ྠ

࡛
ロ

ジ
‽

ഛ
㡯

┠
ࣜ

ス
ト

ࢆ
స

ᡂ
࣭

㐠
⏝

ࡍ
ࡿ

ࡇ
࡜

ࢆ
㏻

ࡌ
࡚

࣡
ー

ク
ࢩ

ࣙ
ࢵ

プ
ཬ

ࡧ
◊

ಟ
ࡢ

‽
ഛ

࡜
㐠

Ⴀ
࡟

㛵
ࡍ

ࡿ
ᢏ

⾡
⛣

㌿
ࢆ

⾜
ࡗ

ࡓ
ࠋ

 
 

A
SE

A
N

 ࣡
ー

ク
ࢩ

ࣙ
ࢵ

プ
࡞

࡝
ࡢ

ᅜ
㝿

఍
㆟

࡛
ࡣ

ࠊྛ
ᅜ

࠿
ࡽ

ࡢ
ཧ

ຍ
⪅

ࢆ
ᣍ

ࡃ
ࡓ

ࡵ
ࠊ
‽

ഛ
స

ᴗ
࡜

఍
㆟

㐠
Ⴀ

ࡣ

ᢤ
ࡅ

࡞
ࡃ

効
⋡

ⓗ
࡟

ᐇ
᪋

ࡍ
ࡿ

ࡇ
࡜

ࡀ
ồ

ࡵ
ࡽ

ࢀ
ࡓ

ࠋ
TG

O
 ⫋

ဨ
ࡣ

ࠊ
ࡇ

ࡢ
ロ

ジ
‽

ഛ
㡯

┠
ࣜ

ス
ト

࡜
ᐃ

ᮇ
ⓗ

࡞
㐍

ᤖ
☜

ㄆ
࡟

ࡼ
ࡗ

࡚
ࠊ

వ
⿱

ࢆ
ࡶ

ࡗ
࡚

ᅜ
㝿

఍
㆟

ࡸ
◊

ಟ
ࡢ

‽
ഛ

ࠊ
㐠

Ⴀ
ࡀ

࡛
ࡁ

ࡿ
ࡼ

࠺
࡟

࡞
ࡗ

ࡓ
ࠋ

 
 

TG
O

 ⫋
ဨ

࡟
࡜

ࡗ
࡚

ࠊ
A

SE
A

N
 ㅖ

ᅜ
ྥ

ࡅ
ࡢ

◊
ಟ

ࢽ
ー

ࢬ
ホ

౯
（

TN
A
）
ࡣ

ึ
ࡵ

࡚
ࡢ

⤒
㦂

࡛
࠶

ࡿ
ࡓ

ࡵ
ࠊ
ࡑ

ࡢ

ᡭ
ἲ

ࡢ
㑅

ᐃ
࡟

࠶
ࡓ

ࡗ
࡚

ࡣ
ࠊ

ᡭ
ἲ

ࡢ
㛗

ᡤ
ࠊ

▷
ᡤ

࠿
ࡽ

ጞ
ࡲ

ࡾ
 T

N
A

 ཧ
ຍ
⪅

ࡢ
᫬

㛫
ⓗ

࡞
ไ

⣙
ࡸ

ᢏ
⾡

ⓗ
࡞

▱

㆑
ࣞ

ベ
ࣝ

ࠊ
コ

ス
ト

ࠊ
効

⋡
ᛶ

ࡢ
ࡳ

࡞
ࡽ

ࡎ
ࠊ

C
IT

C
ࡢ 

ㄆ
▱

ᗘ
ࡢ

ྥ
ୖ

ࡸ
ᇦ

内
ࡢ

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

㛵
ಀ

⪅
ࠊ
ᑓ

㛛
ᐙ

㛫
ࡢ

ࢿ
ࢵ

ト
࣡

ー
ク

構
⠏

࡟
㈨

ࡍ
ࡿ

࠿
࡝

࠺
࠿

➼
ࡶ

ྵ
ࡵ

ࠊ
総

合
ⓗ

࡞
ど

Ⅼ
࠿

ࡽ
ᢏ

⾡
⛣

㌿
ࢆ

ᐇ
᪋

ࡋ
ࡓ

ࠋ
 

 
C

IT
C

ࡢ 
◊

ಟ
カ
ࣜ

࢟
ࣗ

ラ
ム

ࡣ
ࠊ

TG
O

 ⫋
ဨ

࡟
ࡼ

ࡿ
◊

ಟ
カ

ࣜ
࢟

ࣗ
ラ

ム
ࡢ

⣲
᱌

స
ࡾ

࠿
ࡽ

◊
ಟ

ᐇ
᪋

ࡢ
ྛ

ス
ࢸ

ࢵ
プ

࡟
࠾

࠸
࡚

ࠊ
ᑓ

㛛
ᐙ

ࡸ
እ

㒊
㛵

ಀ
⪅

ࡢ
ព

ぢ
ࠊ

ࢽ
ー

ࢬ
ࢆ

཯
ᫎ

ࡋ
ࡓ

ࠋ
 

－ 38 －



 
ホ

౯
ࢢ

ࣜ
ࢵ

ࢻ
 

8 
 

ㄪ
ᰝ

㡯
┠

 
☜

ㄆ
㡯
┠

 
ㄪ

ᰝ
⤖

果
 

኱
㡯

┠
 

ᑠ
㡯

┠
 

 
C

IT
C

 ◊
ಟ

ࡢ
内

ᐜ
ࡸ

ရ
㉁

ࢆ
ྥ

ୖ
ࡉ

ࡏ
ࡿ

ࡓ
ࡵ

ࠊ
◊

ಟ
஦

ᚋ
ホ

౯
ࡢ

ᡭ
ἲ

ࡢ
᳨

ウ
ࡸ

㉁
ၥ

⚊
ࡢ

స
ᡂ

ཬ
ࡧ

ᅇ
཰

⤖
果

ࡢ
ศ

ᯒ
ࠊ
ᚓ

ࡽ
ࢀ

ࡓ
⤖

果
ࡸ

ࢽ
ー

ࢬ
᝟

ሗ
ࢆ

ḟ
ᅇ

ࡢ
◊

ಟ
࡟

཯
ᫎ

ࡍ
ࡿ

㝿
ࡢ

࣏
イ

ン
ト

࡟
ࡘ

࠸
࡚

ࠊ
TG

O
 ⫋

ဨ
࡟

ᢏ

⾡
⛣

㌿
ࢆ

⾜
ࡗ

ࡓ
ࠋ

  
 

ᐃ
ᮇ

ⓗ
࡞

ㅮ
⩏

ᙧ
ᘧ

࡛
ࡣ

࡞
ࡃ

ࠊ
᪥

ࠎ
ࡢ

ࢹ
࢕

ス
カ

ࢵ
ࢩ

ࣙ
ン

ࠊ
ᡂ

果
≀

（
ࡢ

内
ᐜ

࡟
㛵

ࡍ
ࡿ

ࡸ
ࡾ

࡜
ࡾ

）
ࢆ

㏻
ࡌ

࡚
⬟

ຊ
ᙉ

໬
ᨭ

᥼
ࢆ

ᐇ
᪋

ࡋ
ࡓ

ࠋ
 

��
 
ά

ື
ࡢ

ኚ

᭦
 

ኚ
᭦
ࡶ
ࡋ
ࡃ
ࡣ
ࠊ
㏣
ຍ
ࠊ
๐

㝖
ࡉ
ࢀ
ࡓ
ά
ື
ࡢ
᭷
↓

 
ኚ

᭦
ࡶ

ࡋ
ࡃ

ࡣ
ࠊ

㏣
ຍ

ࠊ
๐

㝖
ࡉ

ࢀ
ࡓ

ά
ື

ࡀ
࠶

ࡗ
ࡓ

࠿
ࠋ

 
 

 
ᅜ

㝿
ⓗ

࡞
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
ᑐ

⟇
࡟

ಀ
ࡿ

₻
ὶ

࡟
ἢ

࠸
タ

イ
ഃ

ࡢ
᪉

㔪
ࠊ

せ
ᮃ

࡟
ᛂ

࠼
ࡿ

ࡓ
ࡵ

ࠊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
㛤

ጞ
ᙜ

ึ

࡟
ẚ

࡭
ࠊ

◊
ಟ

ࡢ
ᑐ

㇟
⠊

ᅖ
ࠊ

ᑐ
㇟
⪅

ࡀ
ᗈ

ࡃ
࡞

ࡗ
ࡓ

ࠋ
 

 
A

SE
A

N
ྥ

ࡅ
ࡢ

◊
ಟ

ࡣ
ࠊ

ᙜ
ึ

ண
ᐃ

ࡋ
࡚

࠸
࡞

࠿
ࡗ

ࡓ
ࡀ

ࠊ
ᚲ

せ
ᛶ

ࢆ
࠿

ࢇ
ࡀ

ࡳ
࡚

ᐇ
᪋

ࡍ
ࡿ

ࡇ
࡜

࡜
ࡋ

ࡓ
ࠋ

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

㛤
ጞ

ᙜ
ึ

ࡣ
C

IT
C
ࡢ

᪉
㔪

࡜
ࡋ

࡚
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ࢻ

࢟
ࣗ

࣓
ン

ト
ࢆ

స
ᡂ

ࡋ
࡚

࠸
ࡓ

ࡀ
ࠊ
ࡼ

ࡾ
ල

య

ⓗ
࡞

ィ
⏬

ࢆ
ྵ

ࡴ
ࣅ

ジ
ࢿ

ス
プ

ラ
ン

ࡢ
⟇

ᐃ
ࢆ

ᨭ
᥼

ࡋ
ࡓ

ࠋ
ࡲ

ࡓ
ࠊ

ࣅ
ジ

ࢿ
ス

プ
ラ

ン
ࡢ

⟇
ᐃ

ࡢ
ࡓ

ࡵ
࡟

ࠊ
ᑓ

㛛
ᐙ

ࢆ
㏣

ຍ
࡛

ὴ
㐵

ࡋ
ࡓ

ࠋ
 

 
タ

イ
ࡢ

ᆅ
᪉

政
府

ྥ
ࡅ

 G
H

G
 イ

ン
ベ

ン
ト

ࣜ
管

理
コ

ー
ス

࡟
ࡘ

࠸
࡚

ࡣ
ࠊ

ձ
タ

イ
ᅜ

内
ࡢ

ᆅ
᪉

政
府

ྥ
ࡅ

 G
H

G
 

イ
ン

ベ
ン

ト
ࣜ

࡟
࠿

࠿
ࢃ

ࡿ
ἲ

ᚊ
ࡸ

⤌
⧊

ไ
ᗘ

ࡀ
ᮍ

ᩚ
ഛ

࡛
࠶

ࡿ
Ⅼ

ࠊ
ղ

イ
ン

ベ
ン

ト
ࣜ

స
ᡂ

࡟
࠶

ࡓ
ࡾ

‽
ᣐ

ࡍ
࡭

ࡁ
ガ

イ
ࢻ

ラ
イ

ン
ࡀ

Ỵ
ᐃ

ࡉ
ࢀ

࡚
࠸

࡞
࠸

Ⅼ
ࠊ

ճ
௚

ࡢ
◊

ಟ
コ

ー
ス

（
ప

Ⅳ
⣲

࡛
ࣞ

ジ
ࣜ

࢚
ン

ト
࡞

♫
఍

㛤
Ⓨ

ཬ
ࡧ

⦆
࿴

࣓
カ

ࢽ
ࢬ

ム
）
ࡢ

࡞
࠿

࡛
ᆅ

᪉
政

府
ྥ

ࡅ
ࡢ

イ
ン

ベ
ン

ト
ࣜ

స
ᡂ

࡟
ࡘ

࠸
࡚

ྲྀ
ࡾ

ᢅ
ࡗ

࡚
࠸

ࡿ
Ⅼ

ࠊ
ࢆ

⪃
៖

ࡋ
ࠊ

ᮏ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ᮇ

㛫
୰

࡟
ࡣ

◊
ಟ

プ
ロ

ࢢ
ラ

ム
ࢆ

⟇
ᐃ

ࡋ
࡞

࠸
ࡇ

࡜
࡛

 T
G

O
 ഃ

࡜
合

ព
ࡋ

ࡓ
ࠋ

 

��
 
ス

ࢸ
ー

ク

࣍
ࣝ

ࢲ
ー

࡜
ࡢ

㛵
ಀ

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ࢳ
ー

ム
࡜

ス
ࢸ

ー
ク

࣍
ࣝ

ࢲ
ー

࡜
ࡢ

㛵
ಀ

 

ᐃ
ᮇ

఍
㆟

ࠊ
JC

C
ࡀ

㛤
ദ

ࡉ
ࢀ

ࠊ
ㄢ

㢟
ゎ

Ỵ
ࡢ

ࡓ
ࡵ

࡟
機

⬟
ࡋ

࡚
࠸

ࡿ
࠿

ࠋ
 

᪥
ᮏ

ே
ᑓ

㛛
ᐙ

࡜
C

/P
㛫

ࡢ
コ

ミ
ࣗ

ࢽ

ࢣ
ー

ࢩ
ࣙ

ン
ࡣ

༑
ศ

࡟
⾜

ࢃ
ࢀ

࡚
࠸

ࡿ

࠿
ࠋ

ᣦ
᥹

࿨
௧

⣔
⤫

ࡸ
ᙺ

๭
ศ

ᢸ
ࡀ

࡛

ࡁ
ࡿ

య
ไ

ࡀ
構

⠏
ࡉ

ࢀ
࡚

࠸
ࡿ

࠿
ࠋ

 

 
20

13
 ᖺ

 9
 ᭶

 6
 ᪥

࡟
➨

1
ᅇ

合
ྠ
ㄪ

ᩚ
ጤ

ဨ
఍

（
JC

C
）

ࢆ
㛤

ദ
ࡋ

ࠊ
╔

ᡭ
ሗ

࿌
᭩

ࡢ
内

ᐜ
ࢆ

ㄝ
᫂

ࠊ
ྠ

ጤ
ဨ

఍

ࡢ
ᢎ

ㄆ
ࢆ

ᚓ
ࡓ

ࠋ
 

 
20

14
 ᖺ

 7
 ᭶

 2
1 

᪥
࡟

➨
2
ᅇ

JC
C
ࢆ

㛤
ദ

ࡋ
ࠊ

➨
1
ᖺ

ḟ
ࡢ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ࡢ
㐍

ᤖ
≧

ἣ
࡜

ア
࢘

ト
プ

ࢵ
ト

࡟

㛵
ࡍ

ࡿ
ሗ

࿌
ࠊ
ᨵ

ゞ
∧

 C
IT

C
ࣅ 

ジ
ࢿ

ス
プ

ラ
ン

ࡢ
ᴫ

せ
࡜

௒
ᖺ

ᗘ
ࡢ

ά
ື

ィ
⏬

࡟
ࡘ

࠸
࡚

ㄝ
᫂

ࠊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
࣭

ࢹ
ࢨ

イ
ン

࣭
マ

ト
ࣜ

ࢵ
ク

ス
（

PD
M
）
ࡢ

ᨵ
ゞ

࡟
㛵

ࡍ
ࡿ

ᢎ
ㄆ

ࡀ
⾜

ࢃ
ࢀ

ࡓ
ࠋ

 
 

20
15

 ᖺ
 2

 ᭶
 2

7 
᪥

࡟
➨

 3
 ᅇ

 J
C

C
ࢆ

㛤
ദ

ࡋ
ࠊ
୰

㛫
ࣞ

ࣅ
ࣗ

ー
ホ

౯
ࡢ

⤖
果

ࢆ
ྵ

ࡴ
ᮏ

ᴗ
ົ

ࡢ
㐍

ᤖ
ࡢ

ሗ
࿌

ࠊ

C
IT

C
ࣅ 

ジ
ࢿ

ス
プ

ラ
ン

ᨵ
ゞ

∧
࡜

 2
01

5 
ᖺ

 9
 ᭶

ࡲ
࡛

ࡢ
 C

IT
C

 ஦
ᴗ

ィ
⏬

ࡢ
ᢎ

ㄆ
ࡀ

⾜
ࢃ

ࢀ
ࡓ

ࠋ
 

 
᪥

ᖖ
ᴗ

ົ
࡟

࠾
ࡅ

ࡿ
᪥

ᮏ
ே

ᑓ
㛛

ᐙ
࡜

C
/P

㛫
ࡢ

コ
ミ

ࣗ
ࢽ

ࢣ
ー

ࢩ
ࣙ

ン
࡟

ၥ
㢟

ࡣ
ࡳ

ࡽ
ࢀ

࡞
࠸

ࠋ
⌧

ᆅ
ὴ

㐵
ᮇ

㛫

୰
ࡢ

┤
᥋

ⓗ
࡞

コ
ミ

ࣗ
ࢽ

ࢣ
ー

ࢩ
ࣙ
ン

࡟
ຍ

࠼
ࠊ
ὴ

㐵
ᮇ

㛫
እ

࡟
ࡶ

E
࣓

ー
ࣝ

ࡸ
イ

ン
タ

ー
ࢿ

ࢵ
ト

㟁
ヰ

ࠊ
SM

S
サ

ー
ࣅ

ス
ࢆ

⏝
࠸

ࡓ
㐃

⤡
ㄪ

ᩚ
ࡸ

ࠊ
ᅜ

㝿
఍

㆟
➼

ࡢ
機

఍
ࢆ

฼
⏝

ࡋ
ࡓ

༠
㆟

࡞
࡝

ࠊ
✚

ᴟ
ⓗ

࡞
ព

ᛮ
␯

㏻
ࢆ

⾜
ࡗ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ

ࡲ
ࡓ

ࠊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ࡢ

㐍
ᤖ

ሗ
࿌

᭩
ࡣ

㐺
ᐅ

ⱥ
ㄒ

∧
ࡀ

ඹ
᭷

ࡉ
ࢀ

࡚
࠾

ࡾ
ࠊ

ᚲ
せ

࡟
ᛂ

ࡌ
ࡓ

ࣁ
イ

ࣞ
ベ

ࣝ
࡬

ࡢ
ሗ

࿌
ࡶ

㝶
᫬

⾜
ࡗ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ
୍

᪉
࡛

ࠊ
C

/P
ࡀ

ከ
ᛁ

࡛
࠶

ࡿ
ࡇ

࡜
࠿

ࡽ
ࠊ
ண

ᐃ
ࡢ

ኚ
᭦

࡟
ࡼ

ࡾ
ス

ࢣ
ジ

ࣗ
ー

ࣝ
ࡢ

ㄪ

ᩚ
ࡀ

ᅔ
㞴

࡞
ࢣ

ー
ス

ࡶ
࠶

ࡗ
ࡓ

ࡀ
ࠊ
カ

ࣞ
ン

ࢲ
ー

ࢆ
ᇶ

࡟
ண

ᐃ
ࢆ

ㄪ
ᩚ

ࡍ
ࡿ

࡞
࡝

ࠊ
཮

᪉
ࡢ

✚
ᴟ

ⓗ
࡞

ດ
ຊ

࡟
ࡼ

ࡾ
ࠊ

༑
ศ

࡞
ព

ᛮ
␯

㏻
ࡀ

࡛
ࡁ

࡚
࠸

ࡿ
ࡶ

ࡢ
࡜

⪃
࠼

ࡽ
ࢀ

ࡿ
ࠋ

 

��
 
オ

ー
ナ

ー

ࢩ
ࢵ

プ
 

C
/P

ࡢ
オ
ー
ナ
ー
ࢩ
ࢵ
プ
ࡢ

᭷
↓

 
タ

イ
ᅜ

㛵
ಀ

⪅
ࠊ

C
/P
ࡣ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ά
ື

࡟
༑

ศ
ཧ

ຍ
ࡋ

࡚
࠸

ࡿ
࠿

ࠋ
 

ඛ
᪉

ண
⟬

ࡣ
ィ

⏬
࡝

࠾
ࡾ

☜
ಖ

ࠊ
ᨭ

ฟ

ࡉ
ࢀ

࡚
࠸

ࡿ
࠿

ࠋ
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ά

ື
௨

እ
࡛

ࡣ
ࠊ

TG
O
内

ࡢ
◊

ಟ
᪋

タ
ࡢ

ᨵ
ಟ

ࠊ
ᗈ

ሗ
࣭

PR
㈨

ᩱ
ࡢ

స
ᡂ

ࠊ
ࢢ
ࢵ

ࢬ
➼

ࡢ
ࢹ

ࢨ
イ

ン

࡜
༳

ๅ
ࠊ

ᅜ
内

ࡢ
࣡

ー
ク

ࢩ
ࣙ

ࢵ
プ

㛤
ദ

࡟
ಀ

ࡿ
ㅖ

⤒
㈝

ࠊ
タ

イ
ᅜ

እ
ࡢ

イ
ベ

ン
ト

ฟ
ᖍ

ࠊ
ࢿ

ࢵ
ト

࣡
ー

࢟
ン

ࢢ
ά

ື
࡟

ಀ
ࡿ

ㅖ
⤒

㈝
ࠊ

e
ラ

ー
ࢽ

ン
ࢢ

構
⠏

ࠊ
୍

㒊
◊

ಟ
ᩍ

ᮦ
స

ᡂ
➼

࡞
࡝

ࡢ
ண

⟬
ࢆ

☜
ಖ

ࡋ
࡚

࠾
ࡾ

ࠊ
C

IT
C
ࡢ

ά
ື

࡟
ಀ

ࡿ
オ

ー
ナ

ー
ࢩ

ࢵ
プ

ࡣ
㠀

ᖖ
࡟

㧗
࠸

ࠋ
 

－ 39 －



 
ホ

౯
ࢢ

ࣜ
ࢵ

ࢻ
 

9 
 

ㄪ
ᰝ

㡯
┠

 
☜

ㄆ
㡯
┠

 
ㄪ

ᰝ
⤖

果
 

኱
㡯

┠
 

ᑠ
㡯

┠
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ά

ື
࡟

୺
య

ⓗ
࡟

ྲྀ
ࡾ

⤌
ࡴ

ࡇ
࡜

࡛
ࠊ

C
/P

⫋
ဨ

ಶ
ࠎ

ࡢ
オ

ー
ナ

ー
ࢩ

ࢵ
プ

ព
㆑

ࡶ
㔊

ᡂ
ࡉ

ࢀ
࡚

࠸

ࡿ
ࠋ

 
 

タ
イ

ᅜ
࡟

ࡼ
ࡿ

C
/P

࡬
ࡢ

ண
⟬

㢠
ࡀ

ῶ
㢠

ࡉ
ࢀ

ࡿ
࡞

࠿
ࠊ

C
IT

C
㐠

Ⴀ
ண

⟬
ࡶ

ᙜ
ึ

ィ
⏬

࡝
࠾

ࡾ
࡟

ᨭ
ฟ

ࠊ
☜

ಖ
ࡉ

ࢀ

࡚
࠸

࡞
࠸

ࡀ
ࠊ

㝈
ࡽ

ࢀ
ࡓ

ࣜ
ࢯ

ー
ス
ࡢ

࡞
࠿

ཬ
ࡧ

᭱
኱

㝈
ࡢ

ດ
ຊ

ࡢ
ୗ

࡛
ࢭ

ン
タ

ー
ࡢ

㐠
Ⴀ

ࢆ
⾜

ࡗ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
 

 
◊

ಟ
ࡸ

イ
ベ

ン
ト

㛤
ദ

ࡢ
ロ

ジ
㠃

ࡢ
⬟

ຊ
࡟

ࡘ
࠸

࡚
ࠊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
㛤

ጞ
ᙜ

ึ
ࡣ

C
/P

ࡢ
⤒

㦂
୙

㊊
ࡶ

࠶
ࡗ

ࡓ
ࡀ

ࠊ

◊
ಟ

管
理

ࢶ
ー

ࣝ
ࢆ

ά
⏝

ࡋ
࡞

ࡀ
ࡽ

㛤
ദ

⤒
㦂

ࢆ
㔜

ࡡ
╔

ᐇ
࡟

⬟
ຊ

ࡀ
ྥ

ୖ
ࡋ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ

ࡇ
࠺

ࡋ
ࡓ

プ
ロ

ࢭ
ス

ࡢ
࡞

࠿
࡛

ࠊ
ᡂ

ຌ
⿬

࡟
◊

ಟ
ࡸ

イ
ベ

ン
ト
ࢆ

᏶
஢

ࡉ
ࡏ

ࡿ
ᡂ

ຌ
య

㦂
ࢆ

ࡋ
ࡓ

ࡇ
࡜

࡟
ࡼ

ࡾ
ࠊ

C
/P

ࡢ
ࣔ

ࢳ
ベ

ー
ࢩ

ࣙ
ン

ࡀ
㧗

ࡲ
ࡗ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ

 

��
 
ࣔ

ࢽ
タ

ࣜ

ン
ࢢ

࣭
ホ

౯
 

ࣔ
ࢽ
タ
ࣜ
ン
ࢢ
࣭
ホ
౯
ࡢ
⤖

果
ཬ

ࡧ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ࡢ

㐩
ᡂ
≧
ἣ

 

ࣔ
ࢽ

タ
ࣜ

ン
ࢢ

࣭
ホ

౯
࣭

ࣇ
࢕

ー
ࢻ

バ

ࢵ
ク

ࡢ
ᐇ

᪋
య

ไ
ࡣ

構
⠏

ࡉ
ࢀ

࡚
࠸

ࡿ

࠿
ࠋ

 

 
◊

ಟ
ᚋ

ࡢ
㉁

ၥ
⚊

ㄪ
ᰝ

➼
ࢆ

㏻
ࡌ

ࡓ
◊

ಟ
ホ

౯
࡟

ࡼ
ࡾ

ࠊ
◊

ಟ
内

ᐜ
ࡢ

ᨵ
ၿ

࡟
ࡘ

࡞
ࡆ

ࡿ
ྲྀ

ࡾ
⤌

ࡳ
ࡀ

⾜
ࢃ

ࢀ
࡚

࠸

ࡿ
ࠋ

 
 

◊
ಟ

⤊
஢

ᚋ
ࡢ

ཷ
ㅮ

⪅
ࡢ

ࣇ
࢛

ロ
ー
ア

ࢵ
プ

ࡢ
㔜

せ
ᛶ

ࡣ
C

IT
C
࡟

ㄆ
㆑

ࡉ
ࢀ

࡚
࠸

ࡿ
ࡶ

ࡢ
ࡢ

ࠊ
ே

ⓗ
㈨

※
ࡀ

㝈
ᐃ

ࡉ

ࢀ
࡚

࠸
ࡿ

ࡇ
࡜

࡟
ࡼ

ࡾ
ࠊ

ᐇ
᪋

࡟
ࡣ

⮳
ࡗ

࡚
࠸

࡞
࠸

ࠋ
 

��
 㜼

ᐖ
ࠊ
㈉
⊩

せ
ᅉ

 
ά
ື
㐍
ᤖ
ࠊ
ᡂ
果
㐩
ᡂ
ࠊ
┠

ᶆ
㐩
ᡂ
࡟
㜼
ᐖ
ࠊ
㈉
⊩
ࡍ
ࡿ

せ
ᅉ
ࡢ
᭷
↓

 

ᐇ
⦼

࡟
ᙳ

㡪
ࢆ

୚
࠼

ࡿ
ࡼ

࠺
࡞

せ
ᅉ

ࡣ

࠶
ࡗ

ࡓ
࠿

ࠋ
 

（
ᐇ

᪋
య

ไ
ࠊ

政
⟇

ࠊ
♫

఍
ⓗ

⎔
ቃ

࡞

࡝
）

 

㈉
⊩

せ
ᅉ

 
 

㐺
ᛂ

⟇
࡟

ࡘ
࠸

࡚
ࡣ

ࠊ
C

/P
ഃ

࡟
඲

ࡃ
⤒

㦂
ࡀ

࡞
࠿

ࡗ
ࡓ

ࡀ
ࠊ

TG
O
ࡢ

⫋
ᤸ

࡟
㐺

ᛂ
ࡀ

ṇ
ᘧ

࡟
ྵ

ࡲ
ࢀ

ࡓ
ࠋ

 
 

C
IT

C
ࡢ

タ
❧

࣭
㐠

Ⴀ
ࡣ

ኳ
↛

㈨
※

࣭
⎔

ቃ
┬

（
M

O
N

R
E）

ࡢ
ࣇ

ラ
ࢵ

ࢢ
ࢩ

ࢵ
プ

஦
ᴗ

࡜
ࡋ

࡚
位

置
࡙

ࡅ
ࡽ

ࢀ
࡚

࠾

ࡾ
ࠊ

タ
イ

政
府

ࡢ
㛵

ᚰ
ࡀ

㧗
࠿

ࡗ
ࡓ

ࠋ
ࡲ

ࡓ
ࠊ

管
理

⪅
ࡢ

ᙉ
࠸

イ
ࢽ

ࢩ
ア

ࢸ
࢕

ࣈ
ࠊ

⫋
ဨ

ࡢ
㧗

࠸
ࣔ

ࢳ
ベ

ー
ࢩ

ࣙ
ン

ࡀ
㈉

⊩
せ

ᅉ
࡛

࠶
ࡗ

ࡓ
ࠋ

 
 

ྛ
ᅜ

ࡀ
⮬

୺
ⓗ

࡟
Ỵ

ᐃ
ࡍ

ࡿ
⣙

᮰
ⲡ

᱌
（

IN
D

C
）

ࡢ
ᥦ

ฟ
ࠊ

タ
イ

政
府

࡜
᪥

ᮏ
政

府
ࡢ

஧
ᅜ

㛫
ク

ࣞ
ジ

ࢵ
ト

ไ
ᗘ

（
JC

M
）

⥾
⤖

ࠊ
ᅜ

㐃
SD

G
（

ᣢ
⥆
ྍ

⬟
࡞

㛤
Ⓨ

┠
ᶆ

）
ࡢ

᥇
ᢥ

࡜
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
㛵

ಀ
⪅

ࡢ
ே

ᮦ
⫱

ᡂ
ᨭ

᥼
ࡢ

Ⓨ
⾲

࡞

࡝
ࡀ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ᐇ
᪋

ࡢ
㏣

࠸
㢼

࡜
࡞

ࡗ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
ࡲ

ࡓ
ࠊ
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
ᯟ

⤌
ࡳ

᮲
⣙

➨
21

ᅇ
⥾
⣙

ᅜ
఍

㆟
（

C
O

P2
1）

ࡢ
Ỵ

㆟
࡞

࡝
ࡶ

㈉
⊩

せ
ᅉ

࡜
࡞

ࡿ
࡜

⪃
࠼

ࡽ
ࢀ

ࡿ
ࠋ

 
㜼

ᐖ
せ

ᅉ
 

 
TG

O
内

㒊
ࡢ

ே
ဨ

㓄
置

ࡀ
JC

M
ࡸ
カ

ー
ボ

ン
ࣇ

ࢵ
ト

プ
ࣜ

ン
ト

➼
௚

ࡢ
ྲྀ

ࡾ
⤌

ࡳ
࡟

ከ
ࡃ

ࢆ
๭

࠿
ࢀ

ࠊ
C

IT
C
࡟
ᚲ

ࡎ
ࡋ

ࡶ
༑

ศ
࡞

㓄
置

ࡀ
ࡉ

ࢀ
࡞

࠸
࡜
࠸

࠺
ไ

⣙
ࡀ

࠶
ࡗ

ࡓ
ࠋ
ࡲ

ࡓ
ࠊ

C
IT

C
㐠

Ⴀ
ࢆ

⾜
࠺

C
B
ࢳ

ー
ム

௨
እ

ࡢ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
࡬

ࡢ
㛵

୚
ࡶ

㝈
ᐃ

ⓗ
࡛

࠶
ࡗ
ࡓ

ࠋ
 

 
ᢸ

ᙜ
⪅

ࣞ
ベ

ࣝ
ࡢ

⫋
ဨ

ࡢ
㢖

⦾
࡞

ே
஦

␗
ື

ࡀ
ᢏ

⾡
⛣

㌿
ࡢ

ᡂ
果

ࡢ
㜼

ᐖ
せ

ᅉ
࡜

࡞
ࡗ

ࡓ
ྍ

⬟
ᛶ

ࡀ
࠶

ࡿ
ࠋ

 
 

✺
Ⓨ

ⓗ
࡞

ண
ᐃ

ࡢ
ኚ

᭦
ࠊ
タ

イ
ᅜ

内
ࡢ
᝟

ໃ
ࡢ

ኚ
໬

࡟
ࡼ

ࡾ
ィ

⏬
࡝

࠾
ࡾ

ࡢ
ά

ື
ࡀ

ᅔ
㞴

࡞
᫬

ᮇ
（

1
ᖺ

ḟ
ࠊ

2
ᖺ

ḟ
）

ࡀ
࠶

ࡗ
ࡓ

ࠋ
 

  
 

－ 40 －



 
ホ

౯
ࢢ

ࣜ
ࢵ

ࢻ
 

10
 

 ,,
,� 

ホ
౯

�
㡯

┠
 

ㄪ
ᰝ

㡯
┠

 
ㄪ

ᰝ
ࡢ
ど

Ⅼ
�
ㄪ

ᰝ
஦

㡯
 

ホ
౯

㡯
┠

 
ㄪ

ᰝ
⤖

果
 

 
ᑠ

㡯
┠

 
妥 当 性 

1.
ᅜ

ᐙ
政

⟇
࡟

ࡳ
ࡿ

ඃ

ඛ
ㄢ
㢟

 
タ
イ
ᅜ
ᐙ
政
⟇
࡜
ࡢ

ᩚ
合

ᛶ
 

ୗ
ࡢ

タ
イ

ᅜ
政

⟇
࡜

ࡢ
ᩚ

合
ᛶ

ࢆ
☜

ㄆ
ࠋ

 
- 

➨
11

ḟ
ᅜ

ᐙ
⤒

῭
♫

఍
㛤

Ⓨ
ィ

⏬
20

12
-2

01
6 

- 
タ

イ
ᅜ

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン

20
14

-2
05

0
➼

 

 
20

14
ᖺ

9
᭶

12
᪥
࡟

タ
イ

ᅜ
㤳

┦
ࡼ

ࡾ
Ⓨ

⾲
ࡉ

ࢀ
ࡓ

ᅜ
ᐙ

政
⟇

（
G

ov
er

nm
en

t’s
 S

ta
te

 P
ol

ic
ie

s）
ࡢ

୺
せ

10
㡯

┠
ࡢ

࠺
ࡕ

ࠕࠊ
政

⟇
7：

A
SE

A
N

 ඹ
ྠ

య
࡟

࠾
ࡅ

ࡿ
ᙺ

๭
࡜

機
఍

ࡢࠖ
㡯

┠
࡟

A
SE

A
N

ᆅ
ᇦ

ࡢ
ࢿ

ࢵ
ト

࣡
ー
ク

構
⠏

ࡢ
ࡓ

ࡵ
ࡢ

᪉
㔪

ࡀ
グ

㍕
ࡉ

ࢀ
࡚

࠾
ࡾ

ࠕࠊ
政

⟇
9：

ኳ
↛

㈨
※

ࡢ
ࢭ

࢟
ࣗ

ࣜ
ࢸ

࢕
࡜

ಖ
඲

࡜
ᣢ

⥆
ྍ

⬟
࡞

฼
⏝

ࡢ
バ

ラ
ン

ス
ࡢ

⥔
ᣢ

ࠖ
ࡢ

㡯
┠

࡟
⎔

ቃ
࣭
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
ᑐ

⟇
ࡢ

㔜

せ
ᛶ

ࡀ
᫂

グ
ࡉ

ࢀ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
 

 
➨

11
ḟ

ᅜ
ᐙ

⤒
῭

♫
఍

㛤
Ⓨ

ィ
⏬
（

20
12

ᖺ
-2

01
6
ᖺ

）
ࡢ

࡞
࠿

࡛
ࠊ
温

室
効

果
ガ

ス
ࡢ

⦆
࿴

ࠊ
ప

Ⅳ
⣲

♫
఍

（
LC

S）
ཬ

ࡧ
ᣢ

⥆
ྍ

⬟
࡞

㛤
Ⓨ

ࡀ
᫂

グ
ࡉ

ࢀ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
 

 
タ

イ
ᅜ

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
（

20
14

ᖺ
-2

05
0
ᖺ

）
ࡢ

࡞
࠿

࡛
ࠕࠊ

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

࡟
㛵

ࡍ
ࡿ

㐺
ᛂ

ࠖ

ࠕ
G

H
G
᤼

ฟ
๐

ῶ
࡜

ప
Ⅳ

⣲
♫

఍
ࡢ

᥎
㐍

ࠕࠖ
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
管

理
ࡢ

ࡓ
ࡵ

ࡢ
⬟

ຊ
㛤

Ⓨ
ࠖ
ࡢ

୕
ࡘ

ࡢ
୺

せ
ᡓ

␎
ࡀ

᫂
グ

ࡉ
ࢀ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ

 
 

M
O

N
R

E
ࡢ

ࣇ
ラ

ࢵ
ࢢ

ࢩ
ࢵ

プ
஦

ᴗ
࡜

ࡋ
࡚

位
置

࡙
ࡅ

ࡽ
ࢀ

ࡿ
C

IT
C
ࡢ

タ
❧࣭

㐠
Ⴀ

࡟
ྥ

ࡅ
ࠊ

TG
O

ࡢ
࡞

࠿
࡛

C
IT

C
㐠
Ⴀ

➼
ᐇ

ົ
ࢆ

ᢸ
ᙜ

ࡍ
ࡿ

C
B
ࢳ

ー
ム

ࡢ
ᢏ

⾡
⫋

ဨ
」

ᩘ
ྡ

ࢆ
ᑐ

㇟
࡟

ࠊ
⬟

ຊ
ᙉ

໬
ࢆ

⾜
ࡗ

ࡓ
ࠋ

 
 

A
SE

A
N
ロ

ー
ࢻ

マ
ࢵ

プ
20

09
-2

01
ࠊ5

政
἞
࣭
Ᏻ

඲
ಖ

㞀
ඹ

ྠ
య

ࣈ
ࣝ

ー
プ

ࣜ
ン

ト
20

25
࡜

ᩚ
合

ࠋ
 

2.
ᚲ
せ
ᛶ

 
ཷ
┈
⪅
ࡢ
ࢽ
ー
ࢬ

࡜
ࡢ

ᩚ
合

ᛶ
タ

イ
ഃ

ࡢ
ࢽ

ー
ࢬ

࡜
合

⮴
ࡋ

࡚
࠸

ࡿ

࠿
ࠋ

 
A

SE
A

N
㛤

Ⓨ
㏵

ୖ
ㅖ

ᅜ
ࡢ

ࢽ
ー

ࢬ
࡜

合
⮴

ࡋ
࡚

࠸
ࡿ

࠿
ࠋ

 

 
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
ᑐ

⟇
ࢆ

࡜
ࡾ

ࡲ
ࡃ

ᅜ
㝿

ⓗ
࡞

₻
ὶ

ࡢ
ኚ

໬
࡟

ᛂ
ࡌ

࡚
ࠊ
タ

イ
ഃ

ࡢ
ࢽ

ー
ࢬ

࡟
ࡶ

ኚ
໬

ࡀ
⏕

ࡌ
ࡓ

ࡀ
ࠊ
ࡑ

ࡢ
ࡼ

࠺
࡞

ࢽ
ー

ࢬ
࡟

ἢ
ࡗ

࡚
ࠊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
㛤

ጞ
᫬

ཬ
ࡧ

2
ᖺ

ḟ
࡟

ά
ື

ࡢ
ぢ

┤
ࡋ

ࢆ
⾜

࠸
ࠊ

ᑓ
㛛

ᐙ
ࡢ

ቑ
ဨ

ࠊ
ᑓ

㛛
ᐙ

ࢳ
ー

ム
内

࡛
ࡢ

෌
㓄

置
࡞

࡝
ࢆ

⾜
ࡗ

ࡓ
ࠋ

 
 

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

⦆
࿴

࣭
㐺

ᛂ
࡟

㛵
ࡍ

ࡿ
᝟

ሗ
ඹ

᭷
ࠊ

⬟
ຊ

㛤
Ⓨ

ࡣ
A

SE
A

N
ඹ

ྠ
య

ロ
ー

ࢻ
マ

ࢵ
プ

（
20

09
-2

01
5）

࡜
ᩚ

合
ࡋ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ

 

3.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ア

プ
ロ
ー
ࢳ
ࡢ
㐺
ษ
ᛶ

 
C

/P
㑅
ᐃ
ࡢ
ጇ
ᙜ

ᛶ
 

C
/P

ࡢ
ே

ᩘ
ࠊ

㑅
ᐃ

᪉
ἲ

ࡣ
㐺

ษ
࠿

ࠋ
 

C
/P

࡟
༑

ศ
࡞

⤒
㦂

ࠊ
⬟

ຊ
ࡀ

ഛ
ࢃ

ࡗ
࡚

࠸
ࡿ

࠿
ࠋ

 

 
TG

O
⫋

ဨ
ࡣ

༑
ศ

࡞
⬟

ຊ
ࢆ

᭷
ࡋ

࡚
࠸

ࡿ
ࡀ

ࠊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ά

ື
࡟

࠾
࠸

࡚
୰

ᚰ
࡜

࡞
ࡿ

C
/P

ṇ
つ

⫋
ဨ

ࡀ
6
ྡ

࡜
ᑡ

ே
ᩘ

࡛
࠶

ࡿ
ࡇ

࡜
࡟

ຍ
࠼

ࠊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ά

ື
௨

እ
ࡢ

㏻
ᖖ

ᴗ
ົ

࡟
ࡶ

ᚑ

஦
ࡋ

࡚
࠸

ࡿ
ࡓ

ࡵ
ࠊ

ே
ဨ

୙
㊊

࡛
࠶

ࡿ
ࡇ

࡜
ࡣ

ྰ
ࡵ

࡞
࠸

ࠋ
C

/P
⫋

ဨ
ࡢ

⬟
ຊ

ࠊ
⤒

㦂
࡟

ࡘ
࠸

࡚
ࡣ

≉
࡟

ၥ
㢟

ࡣ
ࡳ

ࡽ
ࢀ

࡞
࠿

ࡗ
ࡓ

ࠋ
 

᪥
ᮏ
ࡢ
ᢏ
⾡
ࡢ
ඃ

位
ᛶ

 
᪥

ᮏ
ࡢ

ᢏ
⾡

ࡢ
ඃ

位
ᛶ

ࢆ
⏕

࠿
ࡋ

ࡓ
஦

౛
ࡀ

࠶
ࡗ

ࡓ
࠿

ࠋ
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ࡢ

ᨭ
᥼

ࡢ
ୗ

ࠊ
N

IE
S
ࡸ

IG
ES

ࠊ
ࡲ

ࡓ
ࠊ

Lo
C

A
R

N
et
ࡸ

A
PA

N
࡜

࠸
ࡗ

ࡓ
機

㛵
࡜

┤
᥋

コ
ン

タ
ク

ト
ࢆ

ࡍ
ࡿ

ࡇ
࡜

࡛
ࠊ

ࢿ
ࢵ

ト
࣡

ー
ク

ࡢ
ᙉ

໬
ࢆ

⾜
ࡗ

ࡓ
ࠋ

 
 

ᮏ
㑥

◊
ಟ

࡟
࠾

࠸
࡚

ࠊ
᪥

ᮏ
ࡢ

ᆅ
᪉

⾜
政

ࡢ
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
ᑐ

⟇
࡟

㛵
ࡍ

ࡿ
ඃ

Ⰻ
஦

౛
࡟

ゐ
ࢀ

ࡓ
ࠋ
ࡑ

ࡢ

㝿
࡟

構
⠏

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ே

⬦
ࢆ

㏻
ࡌ

࡚
ࠊ

◊
ಟ

ㅮ
ᖌ

ࢆ
ᣍ

࠸
ࡓ

ࠋ
 

4㸬
᪥
ᮏ
政
府
᥼
ຓ
᪉
㔪

࡜
ࡢ
ᩚ
合

 
᪥

ᮏ
ࡢ

O
D

A
࡟

࠾
ࡅ

ࡿ
ඃ

ඛ

ㄢ
㢟
࡜
ࡢ
ᩚ
合
ᛶ

 
ࢃ

ࡀ
ᅜ

ࡢ
政

⟇
࣭

ィ
⏬

࡜
ࡢ

ᩚ
合

ᛶ
ࡢ

☜
ㄆ

ࠋ
 

 
ࠕ

⨾
ࡋ

࠸
ᫍ

࡬
ࡢ

⾜
ື

 2
.0

 （
A

C
E 

2.
0）ࠖ

࡜
ᩚ

合
（

20
20

ᖺ
࡟

⌧
ᅾ

ࡢ
1.

3
ಸ

ࠊ
ᐁ

Ẹ
合

ࢃ
ࡏ

࡚

ᖺ
㛫

⣙
1
඙

3,
00

0
൨

෇
ࡢ

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

ᑐ
⟇

ࡢ
஦

ᴗ
ࡀ

㏵
ୖ

ᅜ
࡛

ᐇ
᪋

ࡉ
ࢀ

ࡿ
ࡼ

࠺
࡟

ࡍ
ࡿ

）
ࠋ

 
 

20
14

ᖺ
9
᭶

ࡢ
ᅜ

㐃
総

఍
࡛

ࡢ
බ

⣙
࡜

ᩚ
合
（

௒
ᚋ

3
ᖺ

㛫
࡟

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

ศ
㔝

࡛
1
୓

4,
00

0
ே

ࡢ

ே
ⓗ

㈨
※

㛤
Ⓨ

ࢆ
ᨭ

᥼
ࡍ

ࡿ
）
ࠋ

 
 

᪥
ᮏ

ࡢ
ᑐ

タ
イ

ᅜ
ᅜ

ู
᥼

ຓ
᪉

㔪
࡜

ᩚ
合

ࠋ
 

－ 41 －



 
ホ

౯
ࢢ

ࣜ
ࢵ

ࢻ
 

11
 

 

ㄪ
ᰝ

㡯
┠

 
ㄪ

ᰝ
ࡢ
ど

Ⅼ
�
ㄪ

ᰝ
஦

㡯
 

ホ
౯

㡯
┠

 
ㄪ

ᰝ
⤖

果
 

 
ᑠ

㡯
┠

 

᭷ ຠ 性 

1.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
┠

ᶆ
ࡢ
㐩
ᡂ
ぢ
㎸
ࡳ

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
┠

ᶆ
㐩

ᡂ
ࡢ

≧

ἣ
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

┠
ᶆ

㐩
ᡂ

ࡢ
≧

ἣ
࣭

ྍ

⬟
ᛶ

ࡢ
☜

ㄆ
ࠋ

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ࡀ
┠
ᶆ

࡜
ࡍ

ࡿ
C

IT
C
ࡢ

⬟
ຊ

ᙉ
໬

ࡣ
ࠊ

ᡂ
果

1
࠿

ࡽ
ᡂ

果
3
ࡢ
㐩

ᡂ
࡟

ࡼ
ࡾ

ࠊ
ᙜ

ึ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ࡀ
ィ

⏬
ࡋ

࡚
࠸

ࡓ
Ỉ

‽
࡛

㐩
ᡂ

ࡉ
ࢀ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ
ᅜ

㝿
ⓗ

࡞
₻

ὶ
࡟

合
ࢃ

ࡏ
ࡓ

カ
ࣜ

࢟
ࣗ

ラ
ム

㛤
Ⓨ

ࡸ
ࠊ

A
SE

A
N

ㅖ
ᅜ

ࢆ
ᑐ

㇟
࡜

ࡋ
ࡓ

◊
ಟ

ࡢ
ᐇ

᪋
࡟

㛵
ࡍ

ࡿ
C

IT
C

⫋
ဨ

ࡢ
⬟

ຊ
ࡣ

ࡉ
ࡽ

࡞
ࡿ

ྥ
ୖ

ࡢ
వ

ᆅ
ࡀ

࠶
ࡿ

ࡶ
ࡢ

ࡢ
ࠊ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

┠
ᶆ

ࡢ
ᣦ

ᶆ
ࡣ

᪤
࡟

㐩
ᡂ

ࡉ
ࢀ

࡚
࠾

ࡾ
ࠊ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

࡟
ࡼ

ࡿ
ᨭ

᥼
ࡢ

ᡂ
果

ࡀ
༑

ศ
࡟

☜
ㄆ

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࠋ

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

┠
ᶆ

㐩
ᡂ

࡟
࠿

࠿
ࢃ

ࡿ

ಁ
㐍

ࠊ
㜼

ᐖ
せ

ᅉ
ࡢ

☜
ㄆ

ࠋ
 

 
JI

C
A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
㛤

ጞ
᫬

ࡢ
ウ

㆟
㆟

஦
㘓
（

R
�

D
）
࡟

グ
㍕

ࡉ
ࢀ

ࡓ
㝈

ᐃ
ⓗ

࡞
◊

ಟ
コ

ー
ス

࡟
࡜

ࡽ
ࢃ

ࢀ
ࡎ

ࠊ
ᅜ

㝿
ⓗ

࡞
㆟

ㄽ
ࡸ

ື
ྥ

ࠊ
タ

イ
ᅜ

内
ࡸ

A
SE

A
N
ㅖ

ᅜ
ࡢ

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

࡟
㛵

ࡍ
ࡿ

ࢽ
ー

ࢬ

ࢆ
ⓗ

☜
࡟

ᢕ
ᥱ

ࡋ
࡚

ࠊ
⮫

機
ᛂ

ኚ
࡟

JI
C

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ࡢ

タ
ー

ム
ࢬ

࣭
オ

ࣈ
࣭

ࣞ
ࣇ

࢓
ࣞ

ン
ス

（
TO

R
）

ࢆ
ኚ

᭦
ࡋ
ࠊ

ᅄ
ࡘ

ࡢ
ᰕ

ࡢ
◊

ಟ
コ

ー
ス

࡟
⤌

ࡳ
❧

࡚
ࡓ

ࠋ
 

 
IG

ES
ࡸ

N
IE

S
࡜

ࡢ
㐃

ᦠ
࡟

ࡼ
ࡗ

࡚
ࠊ
タ

イ
ᅜ

内
ࡸ

᪥
ᮏ

ࠊ
Lo

C
A

R
N

et
ࡢ

◊
✲

⪅
ࡢ

ࢿ
ࢵ

ト
࣡

ー

ク
ࢆ

ά
⏝

࡛
ࡁ

ࡿ
ᅵ

ྎ
ࡀ

࡛
ࡁ

ࡓ
ࡇ

࡜
࡟

ࡼ
ࡗ

࡚
ࠊ᭱

᪂
ࡢ

ᅜ
㝿

ⓗ
࡞

㆟
ㄽ

ࡸ
ື

ྥ
ࢆ

࠸
ࡕ

᪩
ࡃ

◊

ಟ
カ

ࣜ
࢟

ࣗ
ラ

ム
࣭

ᩍ
ᮦ

࡟
ྲྀ

ࡾ
ධ

ࢀ
ࡓ

ࠋ
 

2.
 ᡂ

果
࡜

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

┠
ᶆ

ࡢ
㛫

ࡢ
ᅉ

果

㛵
ಀ

 

ྛ
ᡂ

果
ࡢ

㐩
ᡂ

ᗘ
ཬ

ࡧ
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
┠
ᶆ
㐩
ᡂ

࡬
ࡢ

ᐤ
୚

 
ྛ

ᡂ
果

ࡢ
☜

ㄆ
㡯

┠
࡟

ᇶ
࡙

࠸
ࡓ

㐩
ᡂ

ᗘ
ཬ

ࡧ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
┠

ᶆ
㐩

ᡂ
࡬

ࡢ

㈉
⊩

ᗘ
ࡢ

☜
ㄆ

ࠋ
 

 
C

IT
C

ࡢ
タ

❧
‽

ഛ
（

ᡂ
果

1）
ࠊ

⦆
࿴

�
㐺

ᛂ
࡟

㛵
ࡍ

ࡿ
◊

ಟ
ᐇ

᪋
（

ᡂ
果

2）
ࠊ

◊
ಟ

プ
ロ

ࢢ
ラ

ム

ࡢ
A

SE
A

N
ㅖ

ᅜ
内

࡛
ࡢ

ඹ
᭷

（
ᡂ

果
3）

ࢆ
㏻

ࡌ
࡚

ࠊ
タ

イ
ᅜ

内
ཬ

ࡧ
A

SE
A

N
㛤

Ⓨ
㏵

ୖ
ㅖ

ᅜ

ࡢ
ࢽ

ー
ࢬ

࡟
合

⮴
ࡋ

ࡓ
◊

ಟ
プ

ロ
ࢢ

ラ
ム

ࡢ
㛤

Ⓨ
࡜

TG
O

ࡢ
⬟

ຊ
ᙉ

໬
ࢆ

⾜
࠺

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

┠
ᶆ

）
࡜

࠸
࠺

ࠊ
ྛ
ᡂ

果
࡜

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

┠
ᶆ

ࡢ
ᅉ

果
㛵

ಀ
࡟

஋
㞳

ࡣ
ࡳ

ࡽ
ࢀ

࡞
࠸

ࠋ
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

┠
ᶆ

㐩
ᡂ

࡟
ᙳ

㡪
ࡍ
ࡿ
እ
㒊
ࡢ
≧

ἣ
 

እ
㒊

᮲
௳

：
ࠕ

タ
イ

ᅜ
政

府
ࡀ

ࠊ
C

IT
C

ࡢ
ά

ື
ࢆ

⥅
⥆

ࠊ
ᣑ

኱
ࡍ

ࡿ
ࡓ

ࡵ
ࡢ

ᡓ

␎
ⓗ

ࣃ
ー

ト
ナ

ー
ࢆ

ồ
ࡵ

ண
⟬

ࢆ
☜

ಖ

ࡍ
ࡿ

ࡇ
࡜

࡛
C

IT
C

ࡢ
ά

ື
ࡢ

ᨭ
᥼

ࢆ

⥅
⥆

ࡍ
ࡿ

ࠖ
ࡣ

‶
ࡓ

ࡉ
ࢀ

࡚
࠸

ࡿ
࠿

ࠋ

 
⌧

᫬
Ⅼ

࡛
ࡣ

ࠊ
タ

イ
政

府
ࡀ

C
IT

C
ࡢ

ά
ື

ண
⟬
ࢆ

☜
ಖ

ࡋ
࡚

࠾
ࡾ

C
IT

C
ࡢ

ά
ື

࡬
ࡢ

ᨭ
᥼

ࡀ
⾜

ࢃ
ࢀ

࡚
࠸

ࡿ
ࡓ

ࡵ
ࠊ

እ
㒊

᮲
௳

ࡣ
‶

ࡓ
ࡉ

ࢀ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
 

ࡑ
ࡢ

௚
ࠊ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

┠
ᶆ

㐩
ᡂ

࡟

ᙳ
㡪

ࡍ
ࡿ

እ
㒊

᮲
௳

ࡀ
࠶

ࡗ
ࡓ

࠿
ࠋ

 
 

≉
࡟

࡞
ࡋ

 

ຠ ⋡ 性 

1㸬
ᢞ
ධ
ࡢ
㐍
ᤖ

 
ᢞ
ධ
㐍
ᤖ
ࡢ
≧
ἣ

 
᪥

ᮏ
ഃ

：
ᑓ

㛛
ᐙ

ὴ
㐵

ࠊ
機

ᮦ
౪

୚
ࠊ

ᮏ
㑥

◊
ಟ

ࠊ
ロ

ー
カ

ࣝ
コ

ス
ト

 
 

ࠕ
I. 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
ࡢ

㐩
ᡂ

≧
ἣ

 1
㸬

ᢞ
ධ

ࡢ
ᐇ

᪋
≧

ἣ
ࠖ

ࢆ
ཧ

↷
ࠋ

 

タ
イ

ഃ
：

C
/P

ே
ဨ

ࡢ
㓄

置
ࠊ
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

㐠
Ⴀ

⤒
㈝

 
 

C
/P

ᢸ
ᙜ

⪅
ࡣ

㧗
࠸
ព

ḧ
࡜

㈐
௵

ឤ
ࢆ

ࡶ
ࡗ

࡚
ཧ

ຍ
ࡋ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ

ࡋ
࠿

ࡋ
ࠊ

ᢸ
ᙜ

⪅
ࣞ

ベ
ࣝ

࡟
࠾

࠸

࡚
ࠊ
ே

ᩘ
ࠊ
⬟
ຊ

ࠊ
ཧ

ຍ
ᗘ

合
࠸

ࡢ
࠸

ࡎ
ࢀ

ࡶ
ไ

⣙
ࡀ

኱
ࡁ

ࡃ
ࠊ
ᚲ

ࡎ
ࡋ

ࡶ
༑

ศ
࡜

ࡣ
࠸

࠼
࡞

࠿
ࡗ

ࡓ
ࠋ
ࠕ

I. 
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

ࡢ
㐩

ᡂ
≧

ἣ
 1

㸬
ᢞ

ධ
ࡢ

ᐇ
᪋

≧
ἣ

ࠖ
ࢆ

ཧ
↷

ࠋ
 

－ 42 －



 
ホ

౯
ࢢ

ࣜ
ࢵ

ࢻ
 

12
 

 

ㄪ
ᰝ

㡯
┠

 
ㄪ

ᰝ
ࡢ
ど

Ⅼ
�
ㄪ

ᰝ
஦

㡯
 

ホ
౯

㡯
┠

 
ㄪ

ᰝ
⤖

果
 

 
ᑠ

㡯
┠

 

ᢞ
ධ
ࡢ
㐺
ษ
ᛶ

 
᪥

ᮏ
ࠊ

タ
イ

ഃ
ࡢ

ᢞ
ධ

ࡢ
᫬

ᮇ
ࠊ

ရ
㉁

ཬ
ࡧ

㔞
ࡢ

‶
㊊

ᗘ
ࠊ

ᮏ
㑥

◊
ಟ

ཧ
ຍ

⪅

ࡢ
‶

㊊
ᗘ

ࠊ
ᮏ

㑥
◊

ಟ
ࡢ

ᡂ
果

ࡢ
☜

ㄆ
ࠋ

 
᪥

ᮏ
ே

ᑓ
㛛

ᐙ
ࡢ

ὴ
㐵

ࡣ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ᮇ

㛫
୰

࡟
෌

᳨
ウ

ࡉ
ࢀ

ࠊ
M

/M
ࡢ

㏣
ຍ

ᢞ
ධ
（

ࣅ
ジ

ࢿ
ス

プ
ラ

ン
స

ᡂ
ᢸ

ᙜ
ᑓ

㛛
ᐙ

）
ࠊ

ே
ဨ

㓄
置

ࡢ
ኚ

᭦
ࡀ

࠶
ࡗ

ࡓ
ࠋ

 
 

タ
イ

ഃ
㛵

ಀ
⪅

ࡢ
୍

㒊
࠿

ࡽ
ࡣ

᪥
ᮏ

ே
ᑓ

㛛
ᐙ

ࡢ
ὴ

㐵
タ

イ
ミ

ン
ࢢ

࡟
ࡘ

࠸
࡚

ᨵ
ၿ

ࡢ
ᣦ

᦬
ࡀ

࡞

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࠋ
ࡲ

ࡓ
ࠊ
タ

イ
ഃ

ࡀ
㓄

置
ࡋ

ࡓ
C

/P
⫋

ဨ
ࡢ

࠺
ࡕ

ࠊ
┤

᥋
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ά

ື
࡟

ཧ
ຍ

ࡋ
ࡓ

C
B

ࢳ
ー

ム
ࡢ

⫋
ဨ

ᩘ
ࡀ

㝈
ࡽ

ࢀ
࡚

࠸
ࡓ

ࡇ
࡜

ࡀ
ࠊ

ᢏ
⾡

⛣
㌿

ࡢ
効

⋡
ᛶ

ࢆ
㧗

ࡵ
ࡿ

࠺
࠼

࡛
ࡢ

ㄢ
㢟

࡜
ࡋ

࡚
ᣲ

ࡆ
ࡽ

ࢀ
ࡿ

ࠋ
 

2㸬
ᡂ
果
ࡢ
㐩
ᡂ
≧
ἣ

 
ᡂ
果

1
࠿
ࡽ
ᡂ

果
3
ࡢ

㐩
ᡂ

≧

ἣ
 

ᣦ
ᶆ

࡟
ࡳ

ࡿ
ᡂ

果
㐩

ᡂ
ࡢ

≧
ἣ

ࡢ
☜

ㄆ
ࠋ

 
 

ྛ
ᣦ

ᶆ
ࡣ

࠾
࠾

ࡴ
ࡡ
ィ

⏬
࡝

࠾
ࡾ

࡟
㐩

ᡂ
ࡉ

ࢀ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ṧ

వ
ᮇ

㛫
࡛

ᐇ
᪋

ࡉ
ࢀ

ࡿ

ά
ື
（

A
SE

A
N
◊

ಟ
ᐇ

᪋
࡞

࡝
）
ࡶ

ከ
ࡃ

࠶
ࡿ

ࡀ
ࠊ
ᣦ

ᶆ
ࡣ

࠾
࠾

ࡴ
ࡡ

㐩
ᡂ

ࡉ
ࢀ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ
ࡲ

ࡓ
ࠊ

ᮍ
㐩

ᡂ
ࡢ

ᣦ
ᶆ

࡟
ࡘ

࠸
࡚

ࡶ
ࠊ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

⤊
஢

᫬
ࡲ

࡛
࡟

ࡍ
࡭

࡚
㐩

ᡂ
ࡉ

ࢀ
ࡿ

ぢ
㎸

ࡳ
࡛

࠶

ࡿ
ࠋ

 

3㸬
ᢞ
ධ
ࠊ
ά
ື
ཬ
ࡧ
ᡂ

果
ࡢ
㛫
ࡢ
ᅉ
果
㛵
ಀ

 
ᡂ
果
㐩
ᡂ
ࡢ
ࡓ
ࡵ

ࡢ
ᢞ

ධ
ࡢ

ጇ

ᙜ
ᛶ

 
ே

ဨ
➼

ࡢ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
࣭

ࣜ
ࢯ

ー
ス

ᢞ
ධ

࡟
࠾

ࡅ
ࡿ

㐣
୙

㊊
ࡢ

☜
ㄆ

ࠋ
 

タ
イ

ഃ
ά

ື
㈝

ࡢ
ᨭ

ฟ
≧

ἣ
ࡢ

☜
ㄆ

ࠋ

 
タ

イ
ഃ

ࡣ
㝈

ࡽ
ࢀ

ࡓ
ࣜ

ࢯ
ー

ス
ࡢ

࡞
࠿

ཬ
ࡧ

᭱
኱

㝈
ࡢ

ດ
ຊ

ࡢ
ୗ

࡛
ࢭ

ン
タ

ー
ࡢ

㐠
Ⴀ

ࢆ
⾜

ࡗ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ࡢ

┤
᥋

ⓗ
࡞

C
/P

࡛
࠶

ࡿ
ࠊ

C
B

ࢳ
ー

ム
⫋

ဨ
ࡢ

ே
ᩘ

ࡣ
㝈

ࡽ
ࢀ

࡚
࠸

ࡓ
ࠋ

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
ࡢ

ᐇ
᪋

࡟
ᚲ

せ
࡞

タ
ഛ

࡜
JI

C
A

ᑓ
㛛

ᐙ
ࡢ

ࡓ
ࡵ

ࡢ
ᇳ

ົ
ス

࣌
ー

ス
ࡣ

ィ
⏬

࡝
࠾

ࡾ
タ

イ
ഃ

࡟
ࡼ

ࡗ
࡚

ᥦ
౪

ࡉ
ࢀ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
 

ᡂ
果
㐩
ᡂ
ࡢ
እ
㒊

≧
ἣ

ࡢ
ᙳ

㡪
ᡂ

果
㐩

ᡂ
ࡢ

ࡓ
ࡵ

ࡢ
እ

㒊
᮲

௳
ࡣ

࠶
ࡿ

࠿
ࠋ

 
 

≉
࡟

࡞
ࡋ

ࠋ
 

4㸬
㢮
ఝ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

࡜
ࡢ
㐃
ᦠ

 
JI

C
A
ࡢ
㢮
ఝ
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ཬ

ࡧ
௚

ࢻ
ナ

ー
ࡢ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

࡜
ࡢ
㐃
ᦠ
࣭
┦
஌

効
果

 

௚
ࡢ

JI
C

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
࡜

ࡢ
㐃

ᦠ
࣭

┦
஌

効
果

ࡀ
࠶

ࡗ
ࡓ

࠿
ࠋ

 
 

ࣇ
ェ

ー
ࢬ

1
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

࡛
⫱

ᡂ
ࡉ

ࢀ
ࡓ

ே
ᮦ

ࡀ
ࠊ

ᮏ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ࡢ

C
/P

࡜
࡞

ࡗ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ

୧
ࣇ

ェ
ー

ࢬ
ࢆ

㏻
ࡋ
࡚

ࡢ
⥅

⥆
ⓗ

࡞
ᨭ

᥼
ࠊ

༠
ຊ

㛵
ಀ

ࡣ
TG

O
ࡢ

⬟
ຊ

ᙉ
໬

ࠊ
ミ

ࢵ
ࢩ

ࣙ
ン

ࡢ
ᐇ

⌧
࡟

኱
ࡁ

ࡃ
㈉

⊩
ࡋ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ

 
 

ࡲ
ࡓ

ࠊ
ᑗ

᮶
ⓗ

࡟
ࡣ

JI
C

A
ࡀ

ᐇ
᪋

୰
ࡢ

௚
᱌

௳
࡜

ࡢ
㐃

ᦠ
ࡀ

ᮃ
ࡲ

ࢀ
ࡿ

ࠋ
 

௚
ࢻ

ナ
ー

ࡢ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
࡜

ࡢ
㐃

ᦠ
࣭

┦
஌

効
果

ࡀ
࠶

ࡗ
ࡓ

࠿
ࠋ

 
 

タ
イ

ࡢ
政

府
機

㛵
ࠝ

ኳ
↛

㈨
※

⎔
ቃ

政
⟇

࣭
ィ

⏬
ᒁ

（
O

N
EP

）
ࠊ

ᅜ
ᐙ

⤒
῭

♫
఍

㛤
Ⓨ

ጤ
ဨ

఍

（
N

ES
D

B
）ࠞ

ࡸ
タ
イ

ᅜ
内

ࡢ
኱

Ꮫ
ࠝ

ア
ジ

ア
ᕤ
⛉

኱
Ꮫ

㝔
（

A
IT
）
ࠊ
タ

マ
サ

ー
ト
኱

Ꮫ
ࠊ
ࢳ

ェ
ン

マ
イ

኱
Ꮫ

ࠊ
ࢯ

ン
ク

ラ
ー

኱
Ꮫ

ࠊࠞ
᪥

ᮏ
ࡢ

◊
✲

機
㛵

ࠝ
IG

ES
ࠊ

O
EC

C
ࠊ

N
IE

Sࠊ
温

室
効

果
ガ

ス

イ
ン

ベ
ン

ト
ࣜ

オ
ࣇ

࢕
ス

（
G

IO
）ࠞ

ࠊ
ᅜ

㐃
㛤

Ⓨ
ィ

⏬
（

U
N

D
P）

ࠊ
ᅜ

㐃
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
ᯟ

⤌
ࡳ

᮲
⣙

（
U

N
FC

C
C
）
ࠊ

ᆅ
᪉

⮬
἞

య
༠

఍
（

N
M

T）
ࠊ

タ
イ

ᅜ
内

ࡢ
ᆅ

᪉
⮬

἞
య

ࠊ
U

N
FC

C
C

஦
ົ
ᒁ

ࡸ

A
PA

N
ࠊ

A
SE

A
N
஦

ົ
ᒁ

࡜
༠

ຊ
ά

ື
ࡀ

⾜
ࢃ

ࢀ
ࡓ

ࠋ
 

࢖ ࣥ ࣃ ࢡ  ࢺ

1.
 ୖ

位
┠

ᶆ
㐩

ᡂ
ࡢ

ぢ
㎸
ࡳ

 
ୖ
位
┠
ᶆ
㐩
ᡂ
ࡢ

ぢ
㎸

ࡳ
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

┠
ᶆ

ࡢ
㐩

ᡂ
≧

ἣ
࡟

ᇶ

࡙
ࡃ

ୖ
位

┠
ᶆ

㐩
ᡂ

ࡢ
ぢ

㎸
ࡳ

 
 

C
IT

C
ࡀ

A
SE

A
N
ྥ

ࡅ
ࡢ

◊
ಟ

ࢆ
⥅

⥆
ⓗ

࡟
ᐇ

᪋
ࡋ

ࠊ
C

B
ࢳ

ー
ム

⫋
ဨ

ࡀ
ᅜ

㝿
ⓗ

࡞
◊

ಟ
ࡢ

⤒
㦂

ࢆ
⵳

✚
ࡋ

࡚
࠸

ࡃ
ࡇ

࡜
࡛

ࠊ
C

IT
C
ࡢ
ࠕ

A
SE

A
N
ㅖ

ᅜ
ࢆ

ᑐ
㇟

࡜
ࡋ

ࡓ
◊

ಟ
ࢭ

ン
タ

ー
ࠖ
࡜

ࡋ
࡚

ࡢ

ᙺ
๭

ࡀ
ᗈ

ᇦ
࡟

ㄆ
▱

ࡉ
ࢀ

ࡿ
ࡇ

࡜
ࡀ

ᮇ
ᚅ

ࡉ
ࢀ

ࡿ
ࠋ

 
 

ࠕ
I. 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
ࡢ

㐩
ᡂ

≧
ἣ

 4
㸬
ୖ

位
┠

ᶆ
ࡢ

㐩
ᡂ

≧
ἣ
࣭
ぢ

㎸
ࡳ

ࠖ
࡛

㏙
࡭

ࡓ
࡜

࠾
ࡾ

ࠊ
ୖ

位
┠

ᶆ
ࡢ

㐩
ᡂ

ぢ
㎸

ࡳ
ࡣ

㧗
࠸

ࡀ
ࠊ

A
SE

A
N

ㅖ
ᅜ

ྥ
ࡅ

ࡢ
◊

ಟ
ࡸ

ࢭ
ミ

ナ
ー

ࢆ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
⤊

஢
ᚋ

࡟
⥅

⥆
ᐇ

᪋
ࡍ

ࡿ
ࡓ

ࡵ
࡟

ࡣ
ࠊ

C
IT

C
ண

⟬
㠃

࡛
ࡢ

ㄢ
㢟

ࠊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ࢆ

௓
ࡉ

࡞
࠸

A
SE

A
N
ㅖ

ᅜ
㛵

ಀ
ㅖ

ᅜ
࡜

ࡢ
ロ

ジ
㠃

ࡢ
ㄪ

ᩚ
࡟

࠾
࠸

࡚
ㄢ

㢟
ࡀ

ṧ
ࡿ

ࠋ
 

－ 43 －



 
ホ

౯
ࢢ

ࣜ
ࢵ

ࢻ
 

13
 

 

ㄪ
ᰝ

㡯
┠

 
ㄪ

ᰝ
ࡢ

ど
Ⅼ
�
ㄪ
ᰝ

஦
㡯

 
ホ

౯
㡯
┠

 
ㄪ

ᰝ
⤖

果
 

 
ᑠ

㡯
┠

 
ୖ
位
┠
ᶆ
࡟
ྥ
ࡅ

ࡓ
እ

㒊
᮲

௳
እ

㒊
᮲

௳
：

ࠕ
A

SE
A

N
㛤

Ⓨ
㏵

ୖ
ㅖ

ᅜ
ࡀ

⬟
ຊ

ᙉ
໬

࡜
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
ᑐ

⟇
ࡢ

ࡓ
ࡵ

࡟
ࠊ

C
IT

C
ࢆ

ά
⏝

ࡍ
ࡿ

ࠖ
ࡣ

‶
ࡓ

ࡉ
ࢀ

ࡿ
ぢ

㎸
ࡳ

࠿
ࠋ

  

 
A

SE
A

N
ㅖ

ᅜ
ࡣ

ࠊ
ࣃ

ࣜ
༠

ᐃ
ࡢ

Ỵ
ᐃ

ࢆ
ཷ

ࡅ
ࠊ

IN
D

C
s
ࢆ

ᐇ
㝿

࡟
ᐇ

⾜
ࡋ

5
ᖺ

ࡈ
࡜

࡟
ᨵ

ᐃ
ࡋ

࡚

࠸
ࡃ

ᚲ
せ

ࡀ
࠶

ࡿ
ࡓ
ࡵ

ࠊ
⮬

ᅜ
ࡢ

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

㛵
ಀ

⪅
ࡢ

⬟
ຊ

ࡢ
ྥ

ୖ
ࡢ

ࡓ
ࡵ

࡟
C

IT
C
ࢆ

ά
⏝

ࡍ
ࡿ

機
఍

ࡀ
ቑ

࠼
ࡿ

࡜
⪃

࠼
ࡽ

ࢀ
ࡿ

ࠋ
 

ୖ
位
┠
ᶆ
ࡢ
㜼
ᐖ

せ
ᅉ

 
ୖ

位
┠

ᶆ
㐩

ᡂ
ࢆ

ಁ
㐍

࣭
㜼

ᐖ
ࡍ

ࡿ
せ

ᅉ
ࡢ

☜
ㄆ

ࠋ
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ᮇ

㛫
୰

࡟
ࡣ

C
B
ࢳ

ー
ム

⫋
ဨ

ࡢ
㞳

⫋
ࡀ

㢖
⦾

࡟
㉳

ࡁ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
࡟

ࡼ
ࡗ

࡚
⵳

✚
ࡉ

ࢀ
ࡓ
ス

࢟
ࣝ

ࡸ
ࣀ

࢘
ࣁ

࢘
ࡢ

TG
O

⤌
⧊

内
࡛

ࡢ
ඹ

᭷
࡜

◊
ಟ

カ
ࣜ

࢟
ࣗ

ラ
ム

ࡸ
ᩍ

ᮦ
ࢆ

ア
ࢵ

プ
ࢹ

ー
ト

ࡋ
࡚

࠸
ࡃ

ࡓ
ࡵ

࡟
ࠊ
ᢏ

⾡
㠃

࡛
ᨭ

᥼
ࢆ

ཷ
ࡅ

ࡽ
ࢀ

ࡿ
እ

㒊
ே

ᮦ
࡜

ࡢ
⥅

⥆
ⓗ

࡞

㐃
ᦠ

ࡀ
㔜

せ
࡛

࠶
ࡿ

ࠋ
 

2.
 ᅉ

果
㛵
ಀ

 
ୖ

位
┠

ᶆ
࡜

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

┠

ᶆ
ࡢ
ᅉ
果
㛵
ಀ

 
ୖ

位
┠

ᶆ
࡜

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

┠
ᶆ

ࡀ
஋

㞳
ࡋ

࡚
࠸

࡞
࠸

࠿
ࠋ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

┠

ᶆ
ࡢ

㐩
ᡂ

ࡀ
ࠊ

ୖ
位

┠
ᶆ

ࡢ
㐩

ᡂ
࡟

ᐤ

୚
ࡍ

ࡿ
࠿

ࠋ
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
┠

ᶆ
ࠕ

タ
イ

ᅜ
内

ཬ
ࡧ

A
SE

A
N
㛤

Ⓨ
㏵

ୖ
ㅖ

ᅜ
ࡢ

ࢽ
ー

ࢬ
࡟

合
⮴

ࡋ
ࡓ

◊
ಟ

プ
ロ

ࢢ
ラ

ム
ࡀ

㛤
Ⓨ

ࡉ
ࢀ
ࠊ

TG
O
ࡢ

C
IT

C
ࡢ

ࣇ
࢛

ー
カ

ࣝ
࣏

イ
ン

ト
࡜

ࡋ
࡚

ࡢ
⬟

ຊ
ࡀ

ᙉ
໬

ࡉ
ࢀ

ࡿ
ࠖ

ࡇ
࡜

࡟
ࡼ

ࡾ
ࠊ

⥅
⥆
ⓗ

࡟
タ

イ
ᅜ

内
ࠊ

A
SE

A
N

ྥ
ࡅ

ࡢ
◊

ಟ
ࡀ

ᐇ
᪋

ࡉ
ࢀ

ࠊ
ࣅ

ジ
ࢿ

ス
プ

ラ
ン

࡟

ἢ
ࡗ

ࡓ
C

IT
C
ࡢ

㐠
Ⴀ

ࡀ
⾜

ࢃ
ࢀ

ࢀ
ࡤ

ࠊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
⤊

஢
ᚋ

3㹼
5
ᖺ

ᚋ
࡟

ࠊୖ
位

┠
ᶆ
ࠕ

C
IT

C
ࡀ

A
SE

A
N
ᆅ

ᇦ
ࡢ

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

◊
ಟ

ࢭ
ン

タ
ー

࡜
ࡋ

࡚
ㄆ

▱
ࡉ

ࢀ
ࠊ
ࢿ

ࢵ
ト

࣡
ー

࢟
ン

ࢢ
ࡢ

ᇶ
┙
（

プ

ラ
ࢵ

ト
ࣇ

࢛
ー

ム
）
࡜

ࡋ
࡚

機
⬟

ࡍ
ࡿ

ࠖ
ࡢ

㐩
ᡂ

࡟
ᐤ

୚
ࡍ

ࡿ
࡜

⪃
࠼

ࡽ
ࢀ

ࡿ
ࠋ

 

3.
 ṇ

ࡢ
イ
ン
ࣃ
ク
ト

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
࡟

㉳
ᅉ

ࡍ
ࡿ

ṇ

ࡢ
イ
ン
ࣃ
ク
ト
ࡢ

᭷
↓

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
࡟

㉳
ᅉ

ࡍ
ࡿ

ṇ
ࡢ

イ
ン

ࣃ
ク

ト
ࡀ

࠶
ࡗ

ࡓ
࠿

ࠋ
 

 
Ẽ

ೃ
ኚ

ື
ᑐ

⟇
࡟

ಀ
ࡿ

ᖜ
ᗈ

࠸
ࢿ

ࢵ
ト

࣡
ー

ク
ࡀ

ᙧ
ᡂ

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ࡀ

ࠊ
ᑗ

᮶
ⓗ

࡟
ࡶ

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

࡟
㛵

ࡍ

ࡿ
ᅜ

㝿
₻

ὶ
࡜

ࠊ
A

SE
A

N
ㅖ

ᅜ
ࡢ

ከ
ᵝ

࡞
ࢽ

ー
ࢬ

࡟
ᑐ

ᛂ
ࡍ

࡭
ࡃ

ࠊ
ࡉ

ࡽ
࡞

ࡿ
ࢿ

ࢵ
ト

࣡
ー

ク
ࡢ

ᙉ
໬

ࡀ
ᚲ

せ
࡛

࠶
ࡿ

ࠋ
 

 
A

SE
A

N
ᆅ

ᇦ
内

఍
㆟

ࡸ
ᅜ

㝿
఍

㆟
ࠊ

タ
イ

ᅜ
内

እ
࡛

⾜
ࢃ

ࢀ
ࡓ

஧
ᅜ

㛫
఍

㆟
ࡢ

機
఍

ࢆ
ά

⏝
ࡋ

ࡓ

᝟
ሗ

Ⓨ
ಙ

࡟
ࡼ

ࡾ
ࠊ

A
SE

A
N
ㅖ

ᅜ
内

࡛
ࡢ

C
IT

C
ࠊ

JI
C

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ࡢ

ㄆ
㆑

ᗘ
ࡀ

ྥ
ୖ

ࡋ
ࡓ

ࠋ
 

 
JI

C
A
࡜

TG
O
ࡸ

タ
イ

政
府

࡜
ࡢ

㛫
࡛

ᙧ
ᡂ

ࡉ
ࢀ

ࡓ
ಙ

㢗
㛵

ಀ
࡟

ࡼ
ࡗ

࡚
ࠊ
᪥

ᮏ
タ

イ
㛫

ࡢ
JC

M
ࡢ

ぬ
᭩

（
M

O
U
）

⥾
⤖

ࡢ
୍

ຓ
࡟

࡞
ࡗ

ࡓ
ࠋ

 

4.
 ㈇

ࡢ
イ
ン
ࣃ
ク
ト

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
࡟

㉳
ᅉ

ࡍ
ࡿ

㈇

ࡢ
イ
ン
ࣃ
ク
ト
ࡢ

᭷
↓

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
࡟

㉳
ᅉ

ࡍ
ࡿ

㈇
ࡢ

イ
ン

ࣃ
ク

ト
ࡀ

࠶
ࡗ

ࡓ
࠿

ࠋ
 

 
≉

࡟
࡞

ࡋ
ࠋ

 

－ 44 －



 
ホ

౯
ࢢ

ࣜ
ࢵ

ࢻ
 

14
 

 

ㄪ
ᰝ

㡯
┠

 
ㄪ

ᰝ
ࡢ

ど
Ⅼ

�
ㄪ

ᰝ
஦

㡯
 

ホ
౯

㡯
┠

 
ㄪ

ᰝ
⤖

果
 

 
ᑠ

㡯
┠

 

ᣢ ⥆ 性 

1.
 政

⟇
㠃

 
政
⟇
ᨭ
᥼
ࡀ
༠
ຊ

⤊
஢

ᚋ
ࡶ

⥅

⥆
ࡉ
ࢀ
ࡿ
ྍ
⬟
ᛶ

 
㛵

㐃
政

⟇
ࡢ

⥅
⥆

ྍ
⬟

ᛶ
ࡣ

㧗
࠸

࠿
ࠋ

 
タ

イ
ഃ

࡟
࠾

࠸
࡚

ࡣ
ࠊ

C
IT

C
ࢆ

M
O

N
R

E
ࡢ

ࣇ
ラ

ࢵ
ࢢ

ࢩ
ࢵ

プ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
࡜

ࡋ
࡚

位
置

࡙
ࡅ

࡚
࠾

ࡾ
ࠊ

ᣢ
⥆

ᛶ
ࡣ
㧗

࠸
࡜

⪃
࠼

ࡽ
ࢀ

ࡿ
ࠋ

 
 

C
IT

C
ࡢ

ミ
ࢵ

ࢩ
ࣙ

ン
ࡣ

ࠊ
20

14
ᖺ

9
᭶

࡟
タ

イ
㤳

┦
࡟

ࡼ
ࡗ

࡚
Ⓨ

⾲
ࡉ

ࢀ
ࡓ

政
府

ࡢ
ᅜ

ᐙ
政

⟇
࡟

ἢ
ࡗ

ࡓ
ࡶ

ࡢ
࡛

࠶
ࡿ

ࠋ
 

 
タ

イ
政

府
ࡣ

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

࡟
㛵

ࡍ
ࡿ

⬟
ຊ

㛤
Ⓨ

ࡢ
ࡓ

ࡵ
ࡢ

◊
ಟ

ࢭ
ン

タ
ー

ࡢ
㔜

せ
ᛶ

ࢆ
ㄆ

㆑
ࡋ

࡚
࠾

ࡾ
ࠊ

C
IT

C
ࡢ

A
SE

A
N
ඹ

ྠ
య

ࡢ
ࡓ

ࡵ
ࡢ

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

࡟
㛵

ࡍ
ࡿ

▱
ⓗ

ࣁ
ࣈ

࡜
ࡋ

࡚
ࡢ

ᙺ
๭

ࡣ
ࠊ

20
15

ᖺ
12

᭶
࡟

ࡣ
20

15
ᖺ

ࡢ
M

O
N

R
E
ࡢ

㔜
せ

࡞
ᡂ

果
ࡢ

୍
ࡘ

࡜
ࡋ

࡚
Ⓨ

⾲
ࡉ

ࢀ
ࡓ

ࠋ
 

 
20

15
ᖺ

ᗘ
ࡢ

M
O

N
R

E
ア

ク
ࢩ

ࣙ
ン

プ
ラ

ン
࡟

࠾
࠸

࡚
ࡣ

ࠊ
C

IT
C
ࡢ

ᑐ
㇟

ࡀ
A

SE
A

N
ㅖ

ᅜ
ࢆ

ྵ

ࡴ
ࡇ

࡜
࡟

ࡘ
࠸

࡚
ࡶ

᫂
☜

࡟
ᐃ

ࡵ
ࡽ

ࢀ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
 

 
M

O
N

R
E
ࡢ

5
カ

ᖺ
ィ

⏬
（

20
16

-2
02

2）
࡟

࠾
࠸

࡚
ࡶ

ࠊ
TG

O
ࡣ

ᅜ
࡜

ࡋ
࡚

ࡢ
㐺

ษ
࡞

⦆
࿴

ά
ື

（
N

A
M

A
）

ࡢ
᥎

㐍
ࡸ

Ẽ
ೃ

ኚ
ື

ᑐ
⟇

ࡢ
⬟

ຊ
㛤

Ⓨ
࡟

࠿
࠿

ࢃ
ࡿ

⤌
⧊

࡜
ࡋ

࡚
ᣦ

ᐃ
ࡉ

ࢀ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ

ࡇ
ࢀ

ࡽ
ࡢ

政
⟇

ࡸ
ィ

⏬
ࡣ

ࠊ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ࡢ

ᣢ
⥆

ྍ
⬟

ᛶ
ࢆ

ᢸ
ಖ

ࡍ
ࡿ

ࡶ
ࡢ

࡛
࠶

ࡿ
࡜

⪃
࠼

ࡽ
ࢀ

ࡿ
ࠋ

 
2.

 ⤌
⧊
㠃

 
C

/P
機
㛵
ࡢ
ά
ື

ᐇ
᪋

య
ไ

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
⤊

஢
ᚋ

࡟
ᡂ

果
ࡢ

ά
⏝

ࡀ
⥅

⥆
ࡍ

ࡿ
ࡓ

ࡵ
ࡢ

య
ไ

ࡣ
ᩚ

ࡗ
࡚

࠸
ࡿ

࠿
ࠋ

 

 
C

/P
ࡣ

ಶ
ே

ⓗ
࡞

理
⏤

࡟
ࡼ

ࡿ
⫋

ဨ
ࡢ

㏥
⫋

ࡀ
ᑡ

࡞
ࡃ

࡞
࠸

ࡓ
ࡵ

ࠊ
⵳

✚
ࡉ

ࢀ
ࡓ

ス
࢟

ࣝ
ࡸ

ࣀ
࢘

ࣁ

࢘
ࡢ

⤌
⧊

内
࡛

ࡢ
ඹ
᭷

࡜
ᢏ

⾡
㠃

࡛
ࡢ

እ
㒊

ே
ᮦ

࡜
ࡢ

㐃
ᦠ

ࡀ
㔜

せ
࡛

࠶
ࡿ

ࠋ
 

 
C

IT
C
ࡢ

ᣢ
⥆

ྍ
⬟
࡞

㐠
Ⴀ࣭

Ⓨ
ᒎ

࡟
୙

ྍ
Ḟ

࡞
C

/P
内

㒊
ࡢ

C
IT

C
㐠

Ⴀ
せ

ဨ
୙

㊊
ཬ

ࡧ
内

㒊
ࡢ

㐃

ᦠ
య

ไ
ࠊ
ඃ

⚽
࡞

ே
ᮦ

☜
ಖ

࡜
࠸

࠺
Ⅼ

࡟
ࡘ

࠸
࡚

ࡣ
ࠊ
⌧

≧
࡟

࠾
࠸

࡚
ᚲ

ࡎ
ࡋ

ࡶ
ᣢ

⥆
ᛶ

ࡀ
㧗

࠸
࡜

ࡣ
࠸

࠼
ࡎ

ࠊ
௒

ᚋ
ᨵ

ၿ
ࡀ

ồ
ࡵ

ࡽ
ࢀ

ࡿ
ࠋ

 
 

ᖖ
࡟

ኚ
໬

ࡍ
ࡿ

ࢽ
ー

ࢬ
࡟

ᑐ
ᛂ

ࡋ
ࠊ
㐺

ษ
࡟

◊
ಟ

ࢆ
㛤

Ⓨ
ࠊ
᭦

᪂
ࡋ

࡚
࠸

ࡃ
ࡓ

ࡵ
࡟

ࡣ
ࠊ
௒

ᚋ
ࡢ

⥅

⥆
ⓗ

࡞
◊

ಟ
ᐇ

᪋
࡟

ࡼ
ࡾ

ࠊ
C

B
ࢳ

ー
ム

⫋
ဨ

࡟
⤒

㦂
ࡀ

⵳
✚

ࡉ
ࢀ

ࠊ
C

IT
C
ࡢ

⬟
ຊ

ࡀ
ྥ

ୖ
ࡋ

࡚
࠸

ࡃ
ࡇ

࡜
ࡀ

㔜
せ

࡛
࠶
ࡿ

ࠋ
 

－ 45 －



 
ホ

౯
ࢢ

ࣜ
ࢵ

ࢻ
 

15
 

 

ㄪ
ᰝ

㡯
┠

 
ㄪ

ᰝ
ࡢ

ど
Ⅼ

�
ㄪ

ᰝ
஦

㡯
 

ホ
౯

㡯
┠

 
ㄪ

ᰝ
⤖

果
 

 
ᑠ

㡯
┠

 

3.
 ㈈

政
㠃

 
ά
ື
ࡢ
⥅
⥆
࡟
ᚲ

せ
࡞

㈈
※

☜

ಖ
ࡢ
ྍ
⬟
ᛶ

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
⤊

஢
ᚋ

ࡢ
ᚲ

せ
ண

⟬
☜

ಖ
ࡢ

ぢ
㎸

ࡳ
ࡢ

☜
ㄆ

ࠋ
 

 
タ

イ
政

府
ࡀ

ࠊ
௒

ᚋ
ࡶ

TG
O

ࡢ
ά

ື
ண

⟬
ࢆ

☜
ಖ

ࡋ
࡚

࠸
ࡃ

࡞
࠿

࡛
ࠊ

ࡑ
ࢀ

ࢆ
ά

⏝
ࡋ

ࡓ
C

IT
C

ࡢ
ά

ື
࡬

ࡢ
ᨭ

᥼
ࡀ

⾜
ࢃ

ࢀ
࡚

࠸
ࡃ

ࡶ
ࡢ

࡜
ᮇ

ᚅ
ࡉ

ࢀ
ࡿ

ࠋ
 

 
C

IT
C

ࡢ
ᙉ

࠸
オ
ー

ナ
ー

ࢩ
ࢵ

プ
ࡢ

ୗ
࡛

ࠊ
タ

イ
ࡢ

㛵
ಀ

⪅
ࡸ

A
SE

A
N

ㅖ
ᅜ

ࢆ
ᑐ

㇟
࡜

ࡋ
ࡓ

⬟
ຊ

ᙉ
໬

ά
ື

ࡣ
⥅

⥆
ⓗ
࡟

ᐇ
᪋

ࠊ
ᨵ

ၿ
ࡉ

ࢀ
࡚

࠸
ࡃ

ண
ᐃ

࡛
࠶

ࡿ
ࠋ

C
IT

C
ࡀ

ᑗ
᮶

࡟
ྥ

ࡅ
ࡓ

᫂
☜

࡞

᪉
ྥ

ᛶ
ࢆ

ࡶ
ࡗ

࡚
࠸
ࡿ

ࡇ
࡜

࡟
ຍ

࠼
ࠊ

C
IT

C
ࡢ

ά
ື

ࡀ
政

府
ࡢ

ඃ
ඛ

஦
㡯

࡜
ᩚ

合
ࡋ

࡚
࠸

ࡿ
ࡇ

࡜

࠿
ࡽ

ࠊ
TG

O
࡟

ࡼ
ࡿ

ே
ဨ

㓄
置

ࠊ
ண

⟬
㓄

ศ
࡜

࠸
ࡗ

ࡓ
㈈

政
㠃

࡛
ࡢ

ᚋ
ᢲ

ࡋ
ࢆ

ཷ
ࡅ

࡞
ࡀ

ࡽ
ά

ື
ࢆ

⥅
⥆

ࡋ
࡚

࠸
ࡃ

ࡇ
࡜

ࡀ
ᮇ

ᚅ
ࡉ

ࢀ
ࡿ

ࠋ
 

 
A

SE
A

N
ྥ

ࡅ
ࡢ

◊
ಟ

ࡸ
イ

ベ
ン

ト
ࡢ

㛤
ദ

࡟
ಀ

ࡿ
㈝

⏝
࡟

ࡘ
࠸

࡚
ࡣ

ࠊ
ᮏ

ᢏ
プ

ロ
⤊

஢
ᚋ

ࡣ
TG

O
ࡢ

ண
⟬

ࢆ
୺

࡟
౑

ࡗ
࡚

ᐇ
᪋

ࡍ
ࡿ

ࡓ
ࡵ

ࠊ
つ

ᶍ
ࢆ

⦰
ᑠ

ࡍ
ࡿ

࠿
ࠊ
௚

ࡢ
イ

ベ
ン

ト
࡜

ඹ
ྠ

㛤
ദ

➼
ࢆ

ࡍ
ࡿ

ࠊ
࠶

ࡿ
࠸

ࡣ
௚

ࢻ
ナ

ー
ࡢ

ᨭ
᥼

ࢆ
ཷ

ࡅ
࡚

ᘬ
ࡁ

⥆
ࡁ

ᐇ
᪋

ࡍ
ࡿ

ࡇ
࡜

ࡣ
ྍ

⬟
ࠋ

 
 

㈈
政

ⓗ
࡞

೺
඲

ᛶ
ࢆ

ᙉ
໬

ࡍ
ࡿ

ࡓ
ࡵ

࡟
ࠊ
≉

࡟
Ẹ

㛫
ྥ

ࡅ
ࡢ

◊
ಟ

コ
ー

ス
ࢆ

ᙉ
໬

ࡋ
ࠊ
◊

ಟ
ཷ

ㅮ
ᩱ

ࡢ
ᚩ

཰
ࢆ

᪩
ᮇ

࡟
㛤

ጞ
ࡍ

ࡿ
ࡇ

࡜
ࡀ

理
᝿

ⓗ
࡛

࠶
ࡿ

ࡀ
ࠊ
⌧

ᅾ
ࡇ

ࡢ
ࡼ

࠺
࡞

コ
ー

ス
ࡣ

࡯
࡜

ࢇ
࡝

࡞

ࡃ
ࠊ

Ẽ
ೃ

ࣇ
࢓

イ
ナ

ン
ス

（
ୖ
⣭

ྥ
ࡅ
）
ࠊ
⦆

࿴
࣓

カ
ࢽ
ࢬ

ム
࡜
ィ

 
࣭
ሗ

࿌
࣭
᳨

ド
（

M
RV

）
➼

ࡀ
⌧

ᅾ
࠶

ࡿ
コ

ー
ス

ࡢ
ᘏ

㛗
࡜

ࡋ
࡚

⪃
࠼

ࡽ
ࢀ

࡚
࠸

ࡿ
ࠋ

 

4.
 ᢏ

⾡
㠃

 
ά
ື
ࡢ
⥅
⥆
࡟
ᚲ

せ
࡞

C
/P

ࡢ

⬟
ຊ
㛤
Ⓨ
ࡢ
≧
ἣ

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
⤊

஢
ᚋ

࡟
タ

イ
ഃ

࣓
ン

バ
ー

ࡀ
C

IT
C
ࢆ

㐠
Ⴀ

ࡋ
࡚

࠸
ࡃ

ࡓ
ࡵ

ࡢ

ᢏ
⾡

⛣
㌿

ࡢ
≧

ἣ
ࠋ

 

 
TG

O
⫋

ဨ
ࡣ

ࡑ
ࢀ

ࡒ
ࢀ

ࡢ
ᑓ

㛛
▱

㆑
ࢆ

⤌
⧊

内
࡛

ඹ
᭷

ࡋ
ࠊ
௚

㒊
⨫

㛫
࡜

ࡢ
ඹ

ྠ
స

ᴗ
ࢆ

᥎
㐍

ࡍ
ࡿ

ࡇ
࡜

ࡀ
ዡ

ບ
ࡉ

ࢀ
࡚
࠸

ࡿ
ࠋ
ࡇ

ࡢ
᪉

㔪
࡟

ࡼ
ࡾ

ࠊ
C

B
ࢳ

ー
ム

እ
ࡢ

TG
O
⫋

ဨ
ࡣ

ࡑ
ࢀ

ࡒ
ࢀ

ࡢ
ᑓ

㛛

ศ
㔝

࡟
ᛂ

ࡌ
ࠊ

ࡉ
ࡲ

ࡊ
ࡲ

࡞
ᙧ

࡛
C

IT
C
ࡢ

ά
ື

࡟
࠿

࠿
ࢃ

ࡗ
࡚

ࡁ
ࡓ

ࠋ
 

 
TG

O
⫋

ဨ
ࡣ

ᢏ
⾡

ⓗ
࡞

ᑓ
㛛

▱
㆑

ࢆ
᭷

ࡋ
࡚

࠸
ࡿ

୍
᪉

࡛
ࠊ
◊

ಟ
ㅮ

ᖌ
࡜

ࡋ
࡚

効
果

ⓗ
࡞

ᣦ
ᑟ

ࢆ
⾜

࠺
ࡓ

ࡵ
ࡢ

ス
࢟

ࣝ
ࡣ

༑
ศ

࡛
ࡣ

࡞
࠸

ࡓ
ࡵ

ࠊ
ᣦ

ᑟ
ᢏ

⾡
࡟

ࡘ
࠸

࡚
ࡶ

ྥ
ୖ

ࡢ
వ

ᆅ
ࡀ

࠶
ࡿ

ࠋ
 

 
TG

O
⫋

ဨ
ࡀ

ᣢ
ࡕ

合
ࢃ

ࡏ
࡚

࠸
࡞

࠸
ᢏ

⾡
ศ

㔝
࡟

ࡘ
࠸

࡚
ࡣ

タ
イ

ᅜ
内

እ
ࡢ

኱
Ꮫ

ࡸ
◊

✲
機

㛵
➼

ࡢ
እ

㒊
ᑓ

㛛
ᐙ

࡜
ᙉ

ᅛ
࡞

ࢿ
ࢵ

ト
࣡

ー
ク

ࢆ
⠏

࠸
࡚

࠸
ࡿ

ࡓ
ࡵ

ࠊ
ᣢ

⥆
ᛶ

ࡣ
☜

ಖ
ࡉ

ࢀ
࡚

࠸
ࡿ

ࠋ
 

 
ୖ

⣭
ྥ

ࡅ
コ

ー
ス

ࢆ
ྵ

ࡴ
᪂

ࡓ
࡞

◊
ಟ

コ
ー

ス
ࡢ
ࠕ

㛤
Ⓨ

ࠖ
ࢆ

⾜
࠺

࡟
ࡣ

ࠊ
ྲྀ

ࡾ
ᢅ

࠺
ト

ࣆ
ࢵ

ク
࡟

ࡶ
ࡼ

ࡿ
ࡀ

ࠊ
ࡲ

ࡔ
እ

㒊
ᑓ

㛛
ᐙ

ࡢ
ᨭ

᥼
ࡀ

ᚲ
せ

࡟
࡞

ࡿ
ࠋ

 
 

C
/P

ഃ
ࡢ

ே
ᮦ

⫱
ᡂ

࡟
㛵

ࡋ
࡚

ࠊ
ࡉ

ࡽ
࡟

⥅
⥆

ⓗ
࡞

⤌
⧊

ⓗ
ࠊ

㈈
政

ⓗ
ࠊ

ᢏ
⾡

ⓗ
ᨭ

᥼
ࡀ

ᚲ
せ

࡛
࠶

ࡿ
ࠋ

JI
C

A
ࡀ

ᨭ
᥼

ࡋ
࡚

構
⠏

ࡋ
ࡓ

C
IT

C
ࡢ

୺
య

ⓗ
࡞

ά
ື

࡛
࠶

ࡿ
࡭

ࡁ
プ

ラ
ࢵ

ト
ࣇ

࢛
ー

ム
ࡀ

ࠊ

௚
ᅜ

ࡢ
イ

ࢽ
ࢩ

ア
ࢸ

࢕
ࣈ

࡟
ࡼ

ࡿ
ά

ື
ࡢ

ᬑ
ཬ

ಁ
㐍

ࡢ
ሙ

࡟
ኚ

࠼
ࡽ

ࢀ
࡚

ࡋ
ࡲ

࠺
ᠱ

ᛕ
ࡶ

࠶
ࡿ

ࠋ
 

 

－ 46 －



᪥ᮏഃᢞධ 

1 

 

�� ᑓ㛛ᐙࣜスト 

��� 㛗ᮇᑓ㛛ᐙ 

ᢸᙜᴗົ Ặྡ 
Ẽೃኚື政⟇㸭ேᮦ㛤Ⓨ ᐙᮏ ஢ㄅ 

 

��� ▷ᮇᑓ㛛ᐙ 

ᢸᙜᴗົ Ặྡ 
総ᣓ/Ẽೃኚືᑐ⟇ ⸨ᮏ 㞞ᙪ 
పⅣ⣲㛤Ⓨ 1 ᒣ⏣ ࿴ே 
పⅣ⣲㛤Ⓨ 2㸭⦆࿴⟇ 2㸭◊ಟィ⏬ 3 ྜྷ⏣ ဴஓ 
GHG インベントࣜ 1 㕥ᮌ ோ 
㐺ᛂ⟇㸭⦆࿴⟇ 1 ⸨᳃ ┾理Ꮚ  
◊ಟィ⏬ 1 ▼ᕝ ᬛᏊ 
◊ಟィ⏬ 2/ ◊ಟマࢿジ࣓ント 2 ᑿ⸨ ೺ኴ㑻 
ᴗົㄪᩚ/ ◊ಟマࢿジ࣓ント 1 ᳃ᮏ ர 
 ランసᡂ Darmp Phadungsriࣈスࢿジࣆ
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�� ᮏ㑥◊ಟ 

1) CITC タ❧ࡓࡅྥ࡟⬟ຊ㛤Ⓨձ 
a) ᮇ㛫: 2013 ᖺ 11 ᭶ 25 ᪥ࡽ࠿ 2013 ᖺ 12 ᭶ 7 ᪥ 
b) ཧຍ⪅ 

 Ặྡ ᡤᒓ㸭⫋位（◊ಟཧຍ᫬） 
1  Dr. Jakkanit Kananurak  Director, Capacity Building and Outreach Office, TGO   

2  Dr. Natarika Wayuparb  Director, Strategy Office, TGO 

3  Ms. Natchanan Wathanachinda  Assistant Senior Official, Capacity Building and Outreach 
Office, TGO  

4 Ms. Wiriya Puntub  Official, Capacity Building and Outreach Office, TGO  

5 Ms. Benya Nuengdee  Official, Capacity Building and Outreach Office, TGO  

6 Ms. Bussabongkot Deewaja  Assistant Senior Official, Strategy Office, TGO  

7 Ms. Phakamon Supappunt  Senior Official, Carbon Business Office, TGO  

8 Ms. Neeracha Tridech  Assistant Senior Official, Approval and Monitoring Office, TGO 

9 Ms. Wararat Cha-umkruea  Assistant Senior Official, Greenhouse Gas Information Center, 
TGO 

 
2) CCITC タ❧ࡓࡅྥ࡟⬟ຊ㛤Ⓨղ 

a) ᮇ㛫:2014 ᖺ 1 ᭶ 15 ᪥ࡽ࠿ 2014 ᖺ 1 ᭶ 22 ᪥ 
b) ཧຍ⪅ 

 Ặྡ ᡤᒓ㸭⫋位（◊ಟཧຍ᫬） 
1  Mr. Sunthad Somchevita Chairman of the Board of Directors, TGO 

2  Dr. Damrong Sripraram Member of the Board of Directors, TGO 

3  Mrs. Prasertsuk Chamornmarn Deputy Executive Director and Acting Executive Director, TGO 

4 Dr. Jakkanit Kananurak Director, Capacity Building and Outreach Office, TGO 

5 Mr. Sakol Thinagul Deputy Director General, Department of Environmental Quality, 
Promotion, Thailand (DEQP), MONRE 

6 Dr. Jirapa Inthisang Trochim Division Director, Office of Agriculture Economics (OAE), 
Ministry of Agriculture and Cooperatives 
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3) పⅣ⣲࡛ࣞジ࢚ࣜント࡞♫఍㛤Ⓨࡧࡼ࠾ᆅᇦࣞベࣝࡢ᥎㐍࡟ಀࡿ◊ಟ  
a) ᮇ㛫:2015 ᖺ 1 ᭶ 19 ᪥ࡽ࠿ 2015 ᖺ 1 ᭶ 30 ᪥ 
b) ཧຍ⪅ 

 Ặྡ ᡤᒓ㸭⫋位（◊ಟཧຍ᫬） 
1 Dr. Jakkanit Kananurak   Capacity Building and Outreach Office, TGO/ Director  

2 Ms. Apaphatch Hunsiritrakun   Capacity Building and Outreach Office, TGO  

3 Ms. Chanyaphak  Wathanachinda  Capacity Building and Outreach Office, TGO  

4 Mr. Thitipong Piboolgulsamlit Capacity Building and Outreach Office, TGO  

5 Ms. Nateera Kanjawatkul  Capacity Building and Outreach Office, TGO  

6 Mr. Pisanupon Sanguannual   Strategy Office, TGO  

7 Mr. Somchai Chariyacharoen  Environment Division, National Municipality League of 
Thailand (NMT)/ Working Group Committee Member  

8 Dr. Chanisada Choosuk   Faculty of Environmental Management, Prince of Songkla 
University/ Assistant Professor  

9 Mr. Arthorn Ukkati   Division of Public Health and Environment, Yantakhao 
Municipality/ Director of Division of Public Health and 
Environment  

10 Mr. Phuchong Mahawongsanun  Division of Public Health and Environment, Municipality 
of Huaikaokum, Chun District, Phayao Province/ Director 
of Public Health and Environment  

11 Mr. Chawalit Hongyon   Bureau of Public Work, Khon Kaen Municipality/ 
Environmental Engineer  

12 Mr. Thanakhom Thammachuen  Public Health and Environment Department, Salaklang 
Municipality/ Chief of Public Health and Environment Div. 
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�� ౪୚機ᮦࣜスト 

プロジェクトࡾࡼ࡟ᥦ౪ࡓࢀࡉ機ᮦࡣ௨ୗࡢ㏻ࠋࡾ 

 

ရ┠ ௙ᵝ ᩘ㔞
౯᱁ 

（タイバーࢶ） 
౯᱁ 

（᪥ᮏ෇）

 コンࢯࣃートᆺࣀ

Dell Vostro 3360 / Microsoft Windows 7 
Professional SP1 32bit 
MS Office trial 
McAfee Security Center 15 month 
subscription 

2 ྎ 56,000 176,000

ス࢟ャナー 
N6310 HP Scanjet N6310 Document 
Flatbed Scanner (L2700A) 

1 ྎ 23,000 72,000

LCD プロジェクター 
（㟁Ꮚⓑᯈ⏝） GYGAR LW24 1 ྎ 64,500 203,000

㟁Ꮚⓑᯈ GYGAR E-7881 1 ྎ 70,000 220,000

ྎ オカ࣓ラ୍ᘧ 6094B003AA HF M56(EU) 1ࢹࣅ 20,500 62,000

ྎ ター୍ᘧ TV LED 48” SONY KDL-48R470B 2ࢽࣔࣅࣞࢸ 64,000 199,000

合ィ - - 298,000 932,000
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᪥ᮏഃᢞධ 

5 

 

�� ⌧ᆅάື㈝ 

▷ᮇᑓ㛛ᐙࢳーム  

㈝┠ 
2013 ᖺ 2014 ᖺ 2015 ᖺ 

タイバーࢶ  （᪥ᮏ෇） タイバーࢶ （᪥ᮏ෇） タイバーࢶ  （᪥ᮏ෇）

◊ಟ㈝*1 15,600 49,000 730,000 2,288,000 4,139,000 14,505,000

◊ಟᩍᮦ㛤Ⓨ㈝*2 0 0 667,000 2,080,000 76,000 267,000

࣡ークࢵࣙࢩプ㛤ദ㈝*3 0 0 734,100 2,290,000 4,023,000 14,099,000

TGO タഛ㈝ 302,000 943,000 202,000 630,000 0 0

άື㈝（⌧ᆅ⫋ဨ஺㏻㈝ࠊ

㏻ಙ㈝➼） 349,500 1,090,000 1,410,800 4,401,000 968,000 3,393,000

ᑠィ 667,100 2,082,000 3,743,900 11,689,000 9,206,000 32,264,000

合ィ 13,617,000 タイバーࢶ

*1:  2016 ᖺ࡟ᐇ᪋ࡿࢀࡉ◊ಟ㈝⏝ࠋࡴྵࢆ 

*2: ローカࣝコンサࣝタント୪࡟ࡧ 2016 ᖺ࡟ᐇ᪋ࡿࢀࡉ◊ಟ⏝ࡢᩍᮦ㛤Ⓨ㈝ࠋࡴྵࢆ 

*3: 2016 ᖺ࡟ᐇ᪋ࡿࢀࡉணᐃ࣡ࡢークࢵࣙࢩプ㛤ദ㈝ࠋࡴྵࢆ 
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タイഃᢞධ 

㸯㸬カ࢘ンターࣃートࣜスト �7*2� 

 

氏名 役職 所属部署 

1 Mrs. Prasertsuk Chamornmarn Executive 
Director -  

2 Dr. Natarika Wayuparb Deputy Executive 
Director -  

3 Dr. Jakkanit Kananurak Director Capacity Building and 
Outreach Office 

4 Ms. Nareerat Thanakasem Technical Expert Capacity Building and 
Outreach Office 

5 Ms. Chanyaphak Wathanachinda Technical Expert Capacity Building and 
Outreach Office 

6 Ms. Apaphatch Hunsiritrakun Technical Expert Capacity Building and 
Outreach Office 

7 Mr. Thitipong Piboolgulsamlit Technical Expert Capacity Building and 
Outreach Office 

8 Ms. Chayathorn 
Thanawattanadamrong  Technical Expert Capacity Building and 

Outreach Office 

9 Ms. Tanawan Kaomoon Researcher Capacity Building and 
Outreach Office 

10 Ms. Ranida Panthong Researcher Capacity Building and 
Outreach Office 

11 Ms. Sithanee Yuthasinsawee  Project 
coordinator 

Capacity Building and 
Outreach Office 

12 Mr. Siripong Kerdsawang  Project 
coordinator 

Capacity Building and 
Outreach Office 

13 Mr. Nutcha Rotjanasom  Project 
coordinator 

Capacity Building and 
Outreach Office 

14 Mr. Pisanupon Sanguannual Director Strategy Office 

15 Dr. Paweena Panichayapichet  Manager Approval and Monitoring 
Office  

16 Ms. Sumon Sumetchoengprachya  Director Carbon Business Office 

17 Ms. Pakamon Supappunt  Manager Carbon Business Office 

18 Mr. Thada Varoonchotikul  Technical Expert Carbon Business Office 

19 Mr. Chessada Sakulku  Director Greenhouse Gas 
Information Center  
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６．研修実施進捗状況
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